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　勝山館跡は、昭和５２年に花沢館跡とともに国の史跡に指定され、翌年には「史跡上之国勝山館跡・花沢館

跡保存管理計画書」が策定されています。それから３０年有余を経過した平成１８年、天ノ川を挟んで対岸に位

置する洲崎館跡が国の史跡に追加指定され、これら３館は統合されて「史跡上之国館跡」と名称を変更、平

成２１年から２ヵ年計画で「史跡上之国館跡　花沢館跡　洲崎館跡　勝山館跡　保存管理計画書」の策定を進

める運びとなりました。とくに天ノ川河口部には、かつて洲崎館跡南岸まで水を湛える潟湖（ラグーン）が

形成され、川湊が存在していたことが推測されており、今後は追加指定も含め、積極的な保存・活用を展開

していく必要があります。

　平成２０年１２月に着手しました「重要文化財上國寺本堂」の保存修理事業は、現在解体工事がほぼ終了し、

かつての上國寺本堂の姿が明らかとなりつつあります。来年度以降は、復原に向けた作業に取り掛かる予定

であります。

　今年度の勝山館跡の発掘調査は、昨年度に引き続き荒神堂跡と旧道跡の遺構確認調査を行ないました。調

査の結果、荒神堂跡と考えられる礎石跡を発見し、荒神堂跡の構造の解明に向けて一層の期待を寄せている

ところであります。また、勝山館跡の環境整備では見学者の安全面を考慮し、老朽化した手摺りの更新のほ

か、管理団体の標柱を設置したところであります。

事業推進にあたり、文化庁、北海道教育委員会、上ノ国町史跡整備検討委員会委員の皆さまをはじめ、各関

係機関の多くの方々に多大なご協力を賜りましたことを衷心より感謝申し上げるところであり、今後ともよ

り一層のご教導をお願い申し上げる次第であります。

　勝山館跡直下の「重要文化財旧笹浪家住宅」向かいの海浜地には、長年の懸案事項でありました駐車場が

造成され、本年３月に完成をみたところであります。それに伴い見学者の増加が予想されますが、一方では

見学者を受け入れる体制づくりやボランティアガイドの養成など課題が多く残っております。これを機にわ

が町に残された生きた文化財を後世へ価値を損なうことなく継承していけるよう地域の方々と協力・連携体

制を構築して、保存・活用に努めていきたいと考えておりますので、諸先生方にはより一層のご指導とご高

配を賜りますようお願い申し上げます。

　平成２２年３月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北海道上ノ国町教育委員会教育長　金子　廣
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例　　言

１．　本書は史跡上之国館跡勝山館跡の史跡等・登

　　録記念物保存修理事業に伴う平成２１年度の遺構

　　確認発掘調査・整備事業の報告をまとめたもの

　　である。

２．　発掘調査の体制は次のとおりである。

　　調査主体者　上ノ国町教育委員会

　　　教育長　金子　廣

　　指導　史跡上之国勝山館跡調査研究専門員

　　　朝尾直弘　　京都橘女子大学教授　　

　　　榎森　進　　東北学院大学教授　　

　　　仲野　浩　　東北芸術工科大学名誉教授　

　　上ノ国町史跡整備検討委員会

　　　仲野　浩　　東北芸術工科大学名誉教授　　

　　　榎森　進　　東北学院大学教授　　

　　　鈴木　亘　　元鶴見大学講師　　

　　　田中哲雄　　東北芸術工科大学教授　

　　　宮本長二郎　元東北芸術工科大学教授　　

　　　渡辺定夫　　東京大学名誉教授　

　　　松崎水穂　　ＮＰＯ函館市埋蔵文化財事業団

　　上ノ国町文化財保護審議会　特別委員

　　　羽深久夫　　専修大学

　

　主管　上ノ国町教育委員会事務局

　　　局長　　　渡部孝之　

　　　参事　　　八木橋　彰

　　生涯学習・文化財グループ　

　　　主幹　　　　　　　小林　真（故人）

　　　主査・学芸員　　　斉藤邦典（担当者）　

　　　主査　　　　　　　渕田俊一郎

　　　学芸員　　　　　　塚田直哉

　　　　　　　　　　　　　（担当者・調査員）　

　　　文化財調査アドバイザー　久末久義　

　　　作業員　池田泰子　井越祥子　勝田百香

　　　　　　　川口泰子　川又昌仁　笹森泰子

　　　　　　　鈴木千春　高橋秀次　野崎香奈子

　　　　　　　星野由紀子　鷲田晃子　目黒加奈子

　　　　　　　森しのぶ　森美奈子

３．　本書の編集・執筆は、塚田が行った。遺構・

　　遺物の実測図及び図版等の作成は、作業員が行

　　なった。

４．　本書に掲載した写真の撮影は、塚田が行なっ

　　た。写真の撮影は、３５ ㎜ カラーリバーサル、カ

　　ラーネガの２種類のフィルムを使用した。

５．　挿図の縮尺は、各図にスケールを付して示し

　　た。写真の縮尺は不統一である。

６．　遺物の点数については、現場での取り上げ点

　　数を表す。

７．　過年度調査の遺構の表記は、その遺構が検出

　　された調査年度を’９８土壙４、’０７竪穴１のよ

　　うに付した。

８．　土層の色調観察には、「新版標準土色帳」（農

　　林水産技術会議事務局１９９３）を使用した。

９．　陶磁器の分類は、肥前系陶磁器が大橋編年

　　（九州近世陶磁学会２０００）、瀬戸・美濃が藤澤

　　編年（藤澤２００２）、珠洲が吉岡編年（吉岡１９９４）、

　　越前が朝倉氏遺跡資料館報告書の分類表記（朝

　　倉氏遺跡資料館１９８３）、白磁が森田編年（森田

　　１９８２）、染付が小野編年（小野１９８２）、青磁が横

　　田・森田編年・上田編年（上田１９８２）をもとに

　　作成された国立歴史民俗博物館の分類表記（国

　　立歴史民俗博物館１９９４）を用いた。

　　　縄文土器の分類は、北海道埋蔵文化財センタ

　　ー報告書の分類表記（北海道埋蔵文化財センタ

　　ー２００６）を参考にして行った。

１０．　出土遺物、調査写真・図面等は、上ノ国町教

　　育委員会で管理・保管している。

１１．　調査ならびに本書の作成にあたり、次の関係

　　機関と各位からご指導、ご助言を頂戴した。

　　記して感謝申し上げたい（敬称略）。

　　文化庁記念物課　市原富士夫　山下信一郎　佐

　　藤正知　内田和伸　建造物課　田中禎彦　北海

　　道教育庁文化・スポーツ課　千葉英一　高橋和

　　樹　長沼　孝　田才雅彦　田中哲郎　西脇対名

　　夫　中田由香　坂野　透　札幌医科大学　松村

　　博文　札幌国際大学　坂梨夏代　函館工業高等

　　専門学校　中村和之　弘前大学　関根達人　小

　　岩直人　上条信彦　東北芸術工科大学　福田正

　　宏　奈良大学　千田嘉博　函館市教育委員会　

　　野村祐一　北斗市教育委員会　森　靖裕　森井

　　繁治　佐々木翼　江差町教育委員会　宮原　浩

　　松前町教育委員会　前田　　　佐藤　　　厚沢

　　部町教育委員会　石井淳平　厚真町教育委員会
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朝倉氏遺跡資料館　１９８３『県道鯖江・美山線改良工

　　　　　事に伴う発掘調査報告書』

網野善彦・石井進編　２００１「上之国勝山館跡と夷王

　　　　　山墳墓群から見えるもの」『北から見直

　　　　　す日本史』大和書房

石井　進　２００２「中世のかたち」『日本の中世１』

　　　　　中央公論新社

上田秀夫　１９８２「１４～１６世紀の青磁碗の分類につい

　　　　　て」『貿易陶磁研究』第２号

宇野隆夫　１９９２「食器計量の意義と方法」『国立歴

　　　　　史民俗博物館研究報告書』第４０集

小野正敏　１９８２「１５、１６世紀の染付碗、皿の分

　　　　　類とその年代」『貿易陶磁研究』第２号

上ノ国町教育委員会　１９８０～２００５『史跡上之国勝山

　　　　　館跡Ⅰ～ＸＸⅥ』

　　　　　２００６・２００７『史跡上之国館跡整備事業報

　　　　　告書Ⅰ～Ⅱ』

　　　　　２００８『史跡上之国館跡Ⅰ』

　　　　　２００９『史跡上之国館跡Ⅱ』

国立歴史民俗博物館　１９９４『日本出土の貿易陶磁東

日本編１』国立歴史民俗博物館資料調査報告書５

永井久美男　１９９８『近世の出土銭Ⅱ－分類図版篇

　　　　　　－』兵庫埋蔵銭調査会

永井久美男　２００２『新版　中世出土銭の分類図版』

　　　　　兵庫埋蔵銭調査会

藤澤良祐　２００２「瀬戸・美濃大窯編年の再検討」『（財）

　　　　　瀬戸市埋蔵文化財センター　研究

　　　　　紀要　第１０輯』

北海道庁　１９１６『北海道史』

北海道庁　１９６９「新羅之記録」『新北海道史』第七

　　　　　巻　史料一

北海道埋蔵文化財センター　２００６「Ⅰ．４（５）土器

　　　　　の分類」『森町森川３遺跡（２）』第２３４集

松崎岩穂　１９５６『上ノ国村史』　上ノ国村

松崎岩穂　１９６２『続上ノ国村史』　上ノ国村

森田　勉　１９８２「１４～１６世紀の白磁の型式分類と

編年」『貿易陶磁研究』第２号

吉岡康暢　１９９４『中世須恵器の研究』吉川弘文館

引用参考文献

　　奈良智法　五所川原市教育委員会　榊原滋高　

　　盛岡市教育委員会　室野秀文　北海道埋蔵文化

　　財センター　田口　尚　愛知県埋蔵文化財セン

　　ター　小澤一弘　沖縄県立埋蔵文化財センター

　　片桐千亜紀　文化建造物保存技術協会　中内康

　　雄　小幡長治　北海道開拓記念館　山田悟郎　

　　美幌博物館　八重柏誠　函館市立博物館　保科

　　智治　松前城資料館　久保　泰
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１．調査にいたる経緯

　勝山館跡は、檜山郡上ノ国町を東西に流れる天ノ

川左岸の丘陵に位置している。松前氏の祖武田信広

が、勝山館に館神八幡宮を創祀した文明５（１４７３）

年頃に築城し、１６世紀末～１７世紀初頭まで存続した

と伝えられる山城である。

　昭和５２（１９７７）年に国の史跡に指定され、昭和５４

（１９７９）年から継続して行われてきた発掘調査では、

建物跡の遺構や中国や本州産の陶磁器、アイヌが使

用した骨角器など約７万点を超える遺物が出土して

いる。それらのうち、９２１点が平成２０年に重要文化

財に指定されている。

　平成１８（２００６）年３月には、洲崎館跡が国の史跡

に指定され、それに伴い勝山館跡、花沢館跡の天ノ

川周辺に分布する国指定史跡の３館を合わせて、「史

跡上之国館跡」と名称されている。

　さらに、平成２０・２１年度ではこれら３館の保存管

理計画書の策定を実施する予定である。

　現在、勝山館跡の環境整備事業では、上國寺と上

ノ国八幡宮の間の登り口から館へ至る旧道跡の整備

が計画されている。

　今年度の調査は、勝山館の大手空壕跡が位置する

第一平坦面直下の虎口・空壕跡、荒神堂跡及びその

間の旧道跡の遺構確認調査を実施した。

２．調査位置

　今年度の調査地点は、昨年度の調査区と重複し、

勝山館跡大手空壕が広がる第一平坦面より北東側の

空壕Ｃ ・ 荒神堂跡 ・ 旧道想定箇所の６Ｉ ・ ６ Ｊ、 ７Ｉ・

７Ｊ、８Ｉ・８Ｈ、１０Ｉ・１０Ｊ、１１Ｉ・１Ｊグリッドで実施

された。

３．調査方法

　グリッドは、昭和５５年度に設定した勝山館跡のグ

リッドを使用した。

　調査は、中世面まで掘り下げて勝山館時代の遺構

を検出した。そして、８ｍ間隔に道路跡と直行する

ようセクションベルトを設定し、セクションベルト

に沿って南西側に幅約６０㎝ のトレンチを設定した。

中世の遺構については、原則としてトレンチ内の溝

は完掘、柱穴については段下げをして確認した。そ

の他は、平面プランを確認して記録を行った。

　但し、トレンチは８ｍ間で道路の繋がりが掴めな

かった場合、トレンチを中間の４ｍ地点にも設定し

て道路跡の把握に努めた。また、近世及び近現代遺

構については完掘している。

　遺構の実測は、全体の平面図・セクション図につ

いて、１／２０、１／４０の縮尺を用いた。

　遺構番号は、検出された順に遺構の種類別で番号

を付した。

　遺物取り上げは、近世以降（Ⅰ層、Ⅱ層）のもの

についてはグリッド・層位ごとに取り上げた。中世

包含層・遺構から出土した遺物については、出土地

点、標高値を記録し、層位ごとに取り上げを行なっ

た。

４．調査経過

　４月　調査区の設定をし、機材等の搬入を行なう。

　　　人力で表土剥ぎを行い、勝山館廃絶後の江戸

　　　時代の旧道と思われる溝（０８溝３・４）を検出

　　　した。

　５月　昨年度検出した空壕Ｃの東側で続きと考え

　　　られる空壕跡が検出された。

　６月　荒神堂跡の石積みを除去して、江戸時代の

　　　土葬墓を確認した。

　７月　昨年度確認した０８土壙１６の人骨の検出を行

　　　った。荒神堂跡階段下で礎石列２を確認して

　　　いる。

　８月　０８土壙１６の人骨の実測図作成を行った。人

　　　骨の取り上げにあたっては、札幌医科大学松

　　　村博文准教授の指導の下、実施している。ま

　　　た、ふるさと学習の一環として、上ノ国小学

　　　校の６年生が見学に訪れた。

　９月　空壕Ｃ覆土より、連結した小札とアワビの

　　　貝殻の残骸が検出された。火葬施設と推測さ

　　　れた十字形の遺構である土壙６の半裁を行っ

　　　た。

　１０月　空壕Ｃの完掘をし、空壕Ｃ周辺の調査区の

　　　清掃をして完掘写真を撮影した。

　１１月　荒神堂跡の完掘をし、荒神堂跡周辺の調査

　　　区の完掘写真を撮影した。

　１２月　調査区の清掃をして、全景写真を撮影した。

　　　埋め戻しを行い、斜面部分に土嚢を積み、機

　　　材の撤去をして調査を終了した。

���������
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５．基本層序

Ⅰ層：近現代に相当する堆積層である。

Ⅱ層：近世に相当する堆積層である。下部には１６４０

　　　年代降灰のＫ ｏ－ｄ（駒ケ岳ｄ）火山灰の層を

　　　含む。この火山灰層は上層を近世面、下層を

　　　中世面と区別するために目安としている層で

　　　ある。

Ⅲ層：中世（１５～１６世紀）に相当する整地層である。

Ⅳ層：縄文～擦文時代に相当する堆積層で、３層に

　　　細分される。

　Ⅳａ層：黒色の腐植土層で、擦文時代に相当する

　　　　　層である。

　Ⅳｂ層：Ⅳａ層の下層に堆積する１０世紀中葉に降

　　　　　灰のＢ－Ｔｍ（白頭山－苫小牧）火山灰

　　　　　層である。

　Ⅳｃ層：Ⅳｂ層の下層に堆積する黒色の腐植土層

　　　　　で、縄文時代に相当する層である。

Ⅴ層：無遺物層で２層に細分される。

　Ⅴａ層：ソフトローム層である。

　Ⅴｂ層：ハードローム層である。

Ⅵ層：無遺物層で礫及び礫粒を多量に含む岩盤層で

　　　ある。



































報　告　書　抄　録

しせきかみのくにたてあと　かつやまだてあとはっくつちょうさほうこくしょふ り が な

史跡上之国館跡Ⅲ書 名

平成２１年度勝山館跡発掘調査・整備事業報告書副 書 名

３巻 次

シ リ ー ズ 名

シリーズ番号

塚田直哉編 著 者 名

上ノ国町教育委員会編 集 機 関

〒０４９－０６１１　北海道檜山郡上 ﾉ国町字大留１００　ＴＥＬ．０１３９－５５－２２３０所 在 地

２０１０年３月２６日発 行 年 月 日

調査原因調査面積調査期間
世 界 測 地 系コードふりがなふ り が な

東　経北　緯遺跡番号市 町 村所 在 地所 収 遺 跡 名

史跡等・登

録記念物・

歴史の道保

存修理事業

７００�平成２１年４月２０日

～

平成２１年１２月１８日

１４０ ゚  ６ ́  ００４１゚  ８ ́００Ｃ－０２－３０１３６２５ 上  ノ  国  町 
かみ の くに ちょう

 字  勝  山  字 
あざ かつ やま あざ

４０１－２ 番  地 
ばん ち

 他 
ほか

 史  跡  上  之  国  館  跡 
し せき かみ の くに たて あと

特記事項主な遺物主な遺構主な時代種　別所収遺跡名

第一平坦面直下の遺

構確認調査により検

出された道路跡、空堀、

礎石建物跡、土壙、溝

などの遺構と出土遺

物の報告及び荒神堂

跡についての調査報

告。

陶磁器（青磁、白磁、染付、

赤絵、朝鮮、瀬戸 ･美濃、

越前、唐津）、かわらけ、鉄

製品（釘、鍋、小札、鏃、

馬具、釣針他）、銅製品（小

柄、目貫、銭、金具他）、石

製品（硯、砥石）、土製品

（坩堝、土錘）、鍛冶関連遺

物（羽口、鉄滓、不明溶解

物）、水晶･木製品（数珠玉）

道路跡３本（上１

本、下２本）、空堀、

竪穴遺構２棟、土

壙１２基、溝８条、

礎石建物１棟 ･柱

穴８基

中世城　館 史  跡  上  之  国  館  跡 
し せき かみ の くに たて あと

の　う　ち

 勝 　 山 　 館 　 跡 
かつ やま だて あと
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　本年度の調査は、昨年度検出した空壕跡と荒神堂

跡の周辺で実施している。

　本項では、空壕Ｃと荒神堂跡周辺の調査に地区ご

とに分けて報告を行う。

１．空壕Ｃ周辺の調査

　今年度の調査は、空壕Ｃを渡る施設やそれに連な

る旧道跡の遺構確認を目的に実施している。

　また、昨年度の調査では空壕Ｃが、勝山館跡第一

平坦面と呼ばれる斜面直下で確認された。その他、

空壕Ｃ上面で検出された０８土壙１６、空壕Ｃに平行す

る土塁・０８溝６などが確認されている。

土壙１（１２図、ＰＬ１８－１～３）

〔位置〕１０Ｉ７グリッドに位置する。遺構の性格は

　土葬墓と思われる。遺構は、上面が削平を受けて

　いたため、中世か近世といった年代の特定ができ

　なかった。調査では半截をしている。

〔形態・規模〕平面形は長軸９９㎝、短軸７１．５㎝ の

　隅丸長方形を呈し、深さ３２．５㎝ を測る。北東～

　南西に長軸方向をとる。

　　遺構北側で人と思われる歯が確認されているた

　め、北の方角に頭部がくると思われる。また、墓

　壙の形態から屈葬であったことが推測される。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。南側のセクションで

　は、木棺ラインと思われる立ち上がりがみられた

　が北側で立木の根によって壊されていたため、木

　棺に納められたかどうか確認できなかった。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕副葬品として鉄製品馬具（面懸）１点、

　その他被葬者と思われる自然遺物人骨（歯）１点

　が出土している。

土壙２（１２図、ＰＬ１８－４）

〔位置〕１０Ｉ１３グリッドに位置する。遺構の性格は

　土葬墓と思われる。遺構は、上面が削平を受けて

　いたため、中世か近世か年代の特定ができなかっ

　た。調査は半截して行っている。

〔形態・規模〕平面形は、長軸１１２㎝、短軸７３㎝ の

　隅丸長方形を呈し、深さ３０㎝ を測る。北西～南東

　方向に長軸をとる。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。セクションでは、木

　棺と思われる立ち上がりがみられた。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕木棺に使用したと思われる鉄製品和

　釘１点、その他被葬者と思われる自然遺物人骨１

　点が出土している。

土壙３（１３図、ＰＬ２－６、１９－３・４）

〔位置〕１０Ｉ３・８グリッドに位置する。遺構は、検

　出した層位から近世以降と考えられる。遺構の性

　格は不明である。

〔形態・規模〕平面形は、長軸５２㎝、短軸４５．５㎝

　の円形を呈し、深さ１８㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕土壙６より新しい。

〔出土遺物〕土壙６から混入したと思われる自然遺

　物の人骨３点が出土している。

土壙４（１３図、ＰＬ１９－１）

〔位置〕１０Ｉ７・１２グリッドに位置する。遺構の性

　格は不明である。

〔形態・規模〕平面形は、長軸６３㎝、短軸５９㎝ の円

　形を呈し、深さ１４㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈し、１～２㎝ 大の玉砂利層

　がみられた。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕青磁碗（群不明）１点、染付皿（Ｃ群）

　１点、越前擂鉢１点が出土している。

土壙５（１２図、ＰＬ２－３・４、１８－６・７）

〔位置〕１０Ｉ２・７グリッドに位置する。遺構の性

　格は、墓とも推測されるが不明である。

〔形態・規模〕長軸１２５㎝、短軸が調査区外へ延び

　るため不明である、深さ４０㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈し、０．５～１㎝ 大の玉砂利

　を多く含む。

〔新旧関係〕溝４より新しく、土壙８より古い。

������





9

〔出土遺物〕瀬戸・美濃鉄釉腰折皿（後Ⅳ新）２点、

　瀬戸・美濃灰釉端反皿（大１）１点・皿（大１・

　２）１点、越前擂鉢１点、鉄製品和釘３点・小札

　３点、自然遺物不明骨３点・炭１点が出土してい

　る。

土壙６（１３図、ＰＬ２－６・７、１９－３～５）

〔位置〕１０Ｉ３・８グリッドに位置する。遺構は中

　世の火葬施設と思われる。

〔形態・規模〕ほぼ東西南北方向に長軸１７５．５㎝、

　短軸１４６．５㎝ の十文字形を呈し、深さ１３㎝ を測

　る。

〔堆積土〕Ｋｏ－ｄ火山灰が覆土上面に堆積し、木棺

　を燃焼した際の炭化材がみられる。堆積土は、非

　常に固くしまっており、人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕土壙３・土壙１０より古い。

〔出土遺物〕白磁端反皿（Ｅ群）１点、越前擂鉢１

　点、鉄製品和釘８点、木製品数珠玉６点、鍛冶関

　連遺物鉄滓（椀型）１点、自然遺物人骨５点・炭

　７点が出土している。

土壙７（１３図、ＰＬ１８－６・７、１９－２）

〔位置〕１０Ｉ７グリッドに位置する。遺構は、検出

　した層位から近世～近代と考えられ、性格は不明

　である。

〔形態・規模〕長軸５４．５㎝、短軸４７㎝ の円形を呈

　し、深さ１５㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕なし　　　　　

〔出土遺物〕なし

土壙８（１２図、ＰＬ２－３～５、１８－６・７）

〔位置〕１０Ｉ７グリッドに位置する。遺構は、江戸

　時代の土葬墓と思われる。

〔形態・規模〕長軸１２１．５㎝、深さ３６㎝ を測る。短

　軸は調査区外へ延びるため不明であるが、隅丸長

　方形と推測される。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕土壙５より新しい。

〔出土遺物〕副葬品として銅製品銭６点（寛永通寳

　１期）が出土している。その他、染付碗（不明）

　１点、鉄製品和釘２３点、釣針１点、縄文土器１点、

　繊維製品１点が出土している。

土壙１０（１３図、ＰＬ２－６・８、１９－３・４）

〔位置〕１０Ｉ３グリッドに位置する。遺構は、江戸

　時代の土葬墓と思われる。

〔形態・規模〕平面形は、長軸９２㎝、短軸８１㎝ の隅

　丸長方形（円形に近い）を呈し、深さ６５㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕Ｋｏ－ｄ層を壊して構築される。土壙６

　より新しい。

〔出土遺物〕鉄製品和釘２点、自然遺物人骨（歯）

　２点・不明骨３点・炭１点・炭化種子１点が出土

　している。

土壙１１（４図、ＰＬ１８－６・８）

〔位置〕１０Ｉ８グリッドに位置する。遺構は、江戸

　時代と考えられる。また、性格については不明で

　ある。

〔形態・規模〕平面形は、ほとんどが調査区外へ延

　びるため不明だが、深さ３３㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕溝４より新しい。　　　　

〔出土遺物〕なし

’０８土壙１６（１１図、ＰＬ１－４・５、１５－７）

〔位置〕空壕Ｃ上面の１１Ｉ４グリッドに位置する。

　遺構は中世の土葬墓と考えられる。

〔形態・規模〕平面形は、短軸が調査区外へ延びる

　ため不明だが長軸１５５㎝ の隅丸長方形（円形に近

　い）を呈し、深さ４２㎝ を測る。上面には、セクシ

　ョン面で幅４０８㎝ の厚１７㎝ のマウンド状の盛土が

　確認されている。

　　棺の規模は、長軸８０㎝、短軸４４㎝ を測る。人骨

　の出土位置から側臥屈葬と考えられるが、頭蓋骨

　が下半身の骨の近くにあるため、原位置を保って

　いない。

　　当遺構から出土した人骨は、札幌医科大学の松

　村博文准教授に鑑定を依頼した。詳細については、

　Ⅴ章に掲載したのでそちらを参照されたい。

〔堆積土〕盛土正面にＫｏ－ｄ火山灰が堆積する。人

　為堆積を呈する。

〔新旧関係〕空壕Ｃより新しく、’０８土壙３より古

　い。

〔出土遺物〕その他は、空壕Ｃから混入したものと

　考えられる。

　　副葬品は、確実なもので、一括して出土した輪

　銭３１枚である。その他は、空壕Ｃから混入したも

　のと考えられる。
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　　青磁稜花皿１点、白磁端反皿（Ｅ群）２点、染

　付碗（Ｃ群）１点・皿（Ｃ群）１点・（Ｂ１群）

　１点、瀬戸・美濃鉄釉碗（大３）１点、瀬戸・美

　濃灰釉丸碗（大１）１点・端反皿（大１）１点、

　鉄製品和釘３５点・鉤１点、銅製品銭２２点（開元通

　寳１点・皇宋通寳１点・元豊通寳１点・洪武通寳

　１点・無文銭３点・輪銭１３点・不明銭２点）、石

　製品砥石２点（仕上砥１点・不明砥１点）、土製

　品羽口２点、不明溶解物１点、縄文土器１０点、剥

　片石器２点、自然遺物人骨４１点・魚骨１点・不明

　獣骨１点が出土している。出土人骨は状態が良好

　で、右腕以外ほぼ揃っていた。

０８土壙３（１１図、ＰＬ１０－２・３）

〔位置〕１１Ｉ４グリッドの空壕Ｃの上面に位置し、

　空壕Ｃを壊して構築される土葬墓である。掘り込

　み等から近世墓と思われる。

〔形態・規模〕墓壙の平面形は、１０７㎝ ×８３㎝、棺

　の北東を長軸７０㎝、短軸４６㎝ である。人骨は、北

　東頭位の仰臥屈葬である。

〔堆積土〕周囲に掘上げ土と思われる堆積を確認し

　た。

〔新旧関係〕空壕Ｃや土葬墓の０８土壙１６より新しい。

〔出土遺物〕青磁碗（類不明）１点、染付碗（Ｃ群）

　１点・皿２点（Ｂ１群）２点・（Ｃ群）２点、瀬

　戸・美濃灰釉丸皿（大２）１点・不明皿（大１・

　２）３点、鉄製品釘４７点・鉤？１点・小柄１点・

　不明１点、銅製品銭５点（開元通寳１点、元祐通

　寳１点、咸平元寳１点、判読不明２点）、石製品

　砥石１点、自然遺物人骨、縄文土器２７点、剥片石

　器３点が出土している。

　　出土した遺物はいずれも混入したものと考えら

　れ、副葬品と思われるものは確認されなかった。

　鉄釘は木質が付着し、棺に使用されたものである。

溝４（４図、ＰＬ２－３・４、１７－４・７、１８－６・８）

〔位置〕１０Ｉ２・７～９グリッドに位置する。０８溝

　６と平行して構築されている。

〔形態・規模〕幅１１８～２８４㎝、深さ２８～３０㎝ を測る。

　底面のレベルは、現在の通路下（０８溝３・０８溝４

　の間）で高くなっていることが推測され、両端が

　低くなっている。

〔堆積土〕自然堆積を呈する。

〔新旧関係〕０８溝３、０８溝４、土壙５・７・８・１１

　より古い。

〔出土遺物〕鉄製品和釘１点が出土している。

’０８溝３（４図、ＰＬ１－１、１４－２～６、１５－１、１７－７、

　１９－６）

〔位置〕昨年度の調査で一部検出され、１１Ｊ５・１０、

　１０Ｉ３・４・８・９・１３・１４・１８・２２、１１Ｉ１・

　２・６グリッドに位置している。

〔形態・規模〕幅１４４～１８４㎝、深さ１１～５４㎝ を測る。

　南西～北東方向へ構築され、０８溝４にほぼ平行し

　て確認された。

〔新旧関係〕空壕Ｃ、０８溝６、溝４より新しい。

〔出土遺物〕青磁碗（Ｂ４類）１点、白磁丸皿（Ｄ

　群）１点・坏（Ｅ群）１点、染付碗（Ｃ群）２点・

　皿（Ｂ１群）３点、瀬戸・美濃鉄釉天目茶碗（大

　３）１点、瀬戸・美濃灰釉丸碗Ａ（大１前）１点・

　（大１）２点・皿（大１・２）２点、越前擂鉢２

　点・（Ⅳ群ｂ）１点、肥前系染付碗１点、近世陶

　器１点、鉄製品和釘２点・小札１点・鍋３点・不

　明１点、銅製品銭２４点（開元通寳１点・皇宋通

　寳１点・熈寧元寳１点・元豊通寳３点・寛永通寳

　１期２点・２期９点・３期５点・四文銭２点）、

　剥片石器１点が出土している。

’０８溝４（４図、ＰＬ１－１、２－１、１４－１・３・５・６、

　１５－１、１７－４、１９－７・８）

〔位 置〕１１Ｊ１０ ・ １５、 １０Ｉ４ ・ ９ ・ １３ ・ １４ ・ １８ ・１９ ・

　２３・２４、１１Ｉ２・３・６・７グリッドに位置して

　いる。

〔形態・規模〕幅７８～２１０㎝、深さ３２～４７㎝ を測る。

　０８溝３に平行して検出された。

〔出土遺物〕青磁碗（Ｂ４類）２点・（Ｅ類）２点、

　白磁端反皿（Ｅ群）１３点、染付碗（Ｃ群）６点・

　（Ｅ群）１点・端反皿（Ｂ１群）３点・皿（Ｂ１

　群）３点・（Ｃ群）３点、赤絵碗１点、瀬戸・美

　濃鉄釉天目茶碗（大１）１点・（大１・２）２点、

　瀬戸・美濃灰釉丸碗Ａ（大１）１点・端反皿（大

　１）９点・皿（大１・２）１点、珠洲擂鉢１点、

　越前擂鉢５点、肥前系磁器皿１点、近世陶器鉢３

　点、鉄製品和釘３点・不明釘１点・鍋３点、銅製

　品銭３点（祥符元寳１点・無文銭２点）、鍛冶関

　連遺物鉄滓２点・不明溶解物３点、縄文土器７点、

　剥片石器５点、骨角器未製品１点・不明１点、自

　然遺物不明獣骨１点・不明骨１点・不明貝１点が

　出土している。
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’０８溝６（４図、ＰＬ２－１、１７－５、１８－５）

〔位置〕昨年度の調査で一部検出され、１０Ｉ６・１１

　～１４・１６～１９グリッドに位置している。

〔形態・規模〕幅９４～４２０㎝、深さ２３．５～７４㎝ を測

　る。北西～南東方向に構築され、空壕Ｃ・溝４と

　平行にみられる。底面のレベルは、現在の通路下

（０８溝３・０８溝４の間）で高くなっているため、そ

　の箇所が当時の通路のルートであった可能性が高

　い。

〔堆積土〕自然堆積を呈する。

〔新旧関係〕０８溝３、０８溝４より古い。

〔出土遺物〕瀬戸・美濃灰釉皿（大１・２）１点、

　越前擂鉢１点、鉄製品火箸１点、骨角器中柄１点、

　自然遺物鹿角２点・馬歯１点・アワビ貝殻３点・

　不明獣骨９点が出土している。

空壕Ｃ（５～１０図、ＰＬ１－２・３、１４－５～７、

　１５－１～６、１６、１７－１）

〔位置〕空壕Ｃは、現在の西側部分で掘り直されて

　いることが確認され、その箇所を空壕Ｃ（新）と

　した。

　　空壕Ｃは、１１Ｊ１０、１１Ｉ１～９グリッド、空壕

　Ｃ（新）は１０Ｉ２１、１０Ｊ１３・１８～２０・２４・２５グリ

　ッドに位置する。

〔形態・規模〕空壕Ｃは、幅８４４㎝、深さ１１３～１６８

　㎝ を測り、底面がＶ字状の薬研堀を呈す。

　　空壕Ｃ（新）は幅８５５㎝、深さ７５～１１６㎝ を測り、

　Ｕ字状を呈す。

　　空壕底面のレベルは、現在の通路下（０８溝３・

　０８溝４の間）で高くなっており、両端の沢に近づ

　くに従い低くなっている。また、底面が高くなっ

　ている箇所の西側壁面には、橋等の痕跡と思われ

　る柱穴（Ｐｉｔ３～６）が確認されている。

〔堆積土〕ＳＰＪ～ＳＰＪ´の数字で表記した箇所

　は、黒色土を呈し、自然堆積をしている。一方そ

　の下位に堆積する旧仮名遣いで表記した箇所では、

　にぶい黄褐色を呈し、礫を多く含み人為的な堆積

　をしている。

　　また、出土遺物は自然堆積をしている黒色土層

　から多く出土している。

〔新旧関係〕空壕Ｃは、Ｐｉｔ３～６と同時期か古く、

　また土橋状盛土遺構より古い。

　　空壕Ｃ（新）は、Ｐｉｔ３～６より新しく、土橋

　状盛土遺構と同時期か新しい。その他、空壕Ｃ・

　空壕Ｃ（新）は０８土壙３・５・１６、０８溝３・４よ

　り古い。

〔出土遺物〕青磁碗（Ｂ４類）３点・（Ｅ類）１点・

　稜花皿３点、白磁端反皿（Ｅ群）３４点・反坏（Ｅ

　群）１点、染付碗（Ｂ群）１点・（Ｃ群）８点・

　（Ｅ群）１点・（群不明）１点・（不明）１点・

　端反皿（Ｂ１群）２点・（群不明）１点・皿（Ｂ

　１群）８点・（Ｂ群？）１点・（Ｃ群）１４点・（群不

　明）１点・端反坏１点、青磁染付反皿（群不明）

　１点、朝鮮壺１点、瀬戸・美濃鉄釉天目茶碗（大

　１）１点・（大１・２）１点・（大２）２点・腰

　折皿（後Ⅳ新）１点、瀬戸・美濃灰釉丸碗（大１）

　１点・丸碗Ａ２点・（大１）４点・端反皿（大１）

　２５点・反皿（大１）１点・丸皿（大２）１点・皿

　（大１）１点・（大１・２）８点、越前擂鉢７点・（Ⅳ

　群ａ）１点・（Ⅳ群ｂ）５点、漆器（塗膜片）５

　点、鉄製品鎹１点・鎌２点・和釘２５点・平釘１点・

　釘１０点・釘＆鋏２点・刀子１点・小札４点・小柄

　５点・茶窯１点・鍋２４点・釣針２点・鉤１点・不

　明３点、銅製品小柄１点・目貫１点・不明２点・

　銭２２点（紹聖元寳１点・洪武通寳１点・永樂通寳

　１点・無文銭１４点・輪銭１点・判読不明４点）、

　石製品砥石６点（中砥５点・仕上砥１点）・礫１

　点・不明２点・自然礫１点、土製品坩堝１点・土

　錘１点・羽口１０点、鍛冶関連遺物鉄滓５７点・不明

　溶解物３２点、骨角器鏃１点・中柄９点・針？１点・

　海獣骨１点・不明３点、自然遺物人骨８点・魚骨

　３３点・鹿角４点・鳥１点・貝２７点・不明獣骨２１点・

　不明骨２０点・くるみ２点・自然木２点・炭２点・

　炭化種子１点、縄文土器９６点、剥片石器２１点、が

　出土している。

土塁（４図）

〔位置〕１０Ｉ１６・２４グリッドの空壕Ｃの東側に位置

　する。

〔形態・規模〕空壕Ｃに平行し、平面形は上場幅２．５

　ｍ・底部幅１０ｍ、空壕Ｃの底面からの比高差約２

　ｍ、溝６からの比高差約３ｍを測る。岩盤を削り

　出し、土塁状に仕上げている。

　　現在は、０８溝３・０８溝４が掘削されたため中央

　部分が広くなっているが、当時はもっと狭かった

　ことが想定される。

〔堆積土〕なし

〔新旧関係〕空壕Ｃ・溝６と同時期と推測される。

〔出土遺物〕なし
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Ｐ ｉ ｔ３～６（１０図、ＰＬ１－２、１４－５）

〔位置〕現在の自然散策路の階段下の１０Ｉ２１～２３、

　１１Ｉ１～３・６～８グリッドの空壕Ｃ西側斜面に

　位置する。

　　また、Ｐｉｔ４～６は、その並ぶ軸が空壕Ｃとほ

　ぼ直交していることや検出された位置が空壕Ｃの

　底面のレベルが高くなっている箇所であることか

　ら、空壕を渡る橋等の施設の痕跡である可能性が

　考えられた。

〔形態・規模〕直径２０～４０㎝ の不整円形、深さ約２０

　㎝ を測る。また、Ｐｉｔ３・４間は約８０㎝、Ｐｉｔ４

　～６は幅１１８～２８４㎝、深さ２８～３０㎝ を測る。　

　　空壕Ｃ東側斜面では、近世の０８溝３が空壕Ｃ斜

　面を壊しているため、同様の痕跡を確認すること

　ができなかったものの、空壕Ｃの傾斜から推測し

　て幅１００㎝、３６０㎝ ほどの規模の橋を想定した。

　　今回は、具体的な橋の形態をイメージすること

　ができなかったが、類例を調査し後考したい。

〔堆積土〕礫ブロック混じりの黒色土を呈する。

〔新旧関係〕空壕Ｃと同時期か新しい。土橋状盛土

　遺構、空壕Ｃ（新）、０８溝３・４より古い。

〔出土遺物〕なし

土橋状盛土遺構（１０図、ＰＬ１－２、１４－５）

〔位置〕現在の自然散策路の階段下の１０Ｉ２１～２３、

　１１Ｉ１～３・６～８グリッドの空壕Ｃ西側斜面に

　位置する。

〔形態・規模〕当遺構は、堆積土が礫を多く含み、

　他の空壕Ｃの堆積土と比較して固く締まっている

　ことや底面レベルが高くなるＰｉｔ３～６の箇所で

　空壕に対して直交する形で検出されることから、

　空壕を渡る土橋の可能性が推測された。

　　土橋状の盛土は、そのほとんどが０８溝３・４に

　壊されていたため、規模についてはセクションか

　ら推測した（第５図ＳＰＣ～ＳＰＣ’）。

　　幅は、傾斜等から推測すると幅約４００㎝ と推測

　される。高さは、上面が削平されていることが考

　えられるが、残存している高さで約８０㎝ を測る。

〔堆積土〕人為的な堆積を呈し、５～６㎝ 大の礫及

　びロームブロックを多く含み、固く締まっている。

〔新旧関係〕Ｐｉｔ３～６、空壕Ｃより新しい。空壕

　Ｃ（新）よりと同時期か古い。０８溝３・０８溝４よ

　り古い。

〔出土遺物〕なし
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表１　空壕Ｃ周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表 (Ａ～Ａ'')

草根少量シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰａ－１
シルト　密黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰｂ－１
ややハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｂ－２
ハード
シルト　やや粗２～３㎜大玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰａ－３
ややソフト
シルト　やや密褐色１０ＹＲ４／４Ⅰｂ－４
ややソフト
シルト　やや粗５㎝大基盤礫×２褐色１０ＹＲ４／４Ⅰｂ－５
ソフト
シルト　やや粗２～３㎜大玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４ａ'０８
ハード溝３
シルト　やや粗暗褐色 １０ＹＲ３／３ｂ
ややハード
粘質土　やや粗暗褐色 １０ＹＲ３／４１'０８
ややハード溝４

炭粒微量シルト　密５㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４あ道路跡

ややハード
シルト　密５㎝大基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４イ'０８

ハード溝５

シルト　やや粗５㎝大基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ロ
ハード褐色
シルト　粗　ソフト基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ハ

褐色

表２　空壕Ｃ周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｂ～Ｂ'''）

草根少量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
ややソフト
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－１
ややソフト
シルト　やや密１㎝大玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－２
ややハード

炭粒微量シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－３
ややハード
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰｂ－４
ややソフト
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｂ－５
ややハード
シルト　やや粗にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅰｂ－６
ややソフト褐色

炭粒微量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややハード

木の根少量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややハード
シルト　やや密褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－３
ハード
シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－４
ハード
シルト　やや粗５㎜大玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－５
ややソフト
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－６
ソフト
シルト　密１８㎝大礫×１暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－１
ハード　　　５㎝大礫中量
シルト　密褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－２
ハード

基盤礫層　２～５㎝大基盤礫黄褐色１０ＹＲ５／６Ⅵ－１
シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／３イ溝４
ややハード
やや密基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ロ
ややハード褐色
シルト　やや密５㎜大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２１'０８
ややソフト溝４
シルト　やや密上部０．５～１．５㎝ 大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３２
ややハード
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３３
ややソフト
シルト　やや粗５㎜大基盤礫粒中量黒褐色１０ＹＲ３／２４
ソフト
粘質土　やや粗５㎜大基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４５
ソフト
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３６
ややソフト
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ａ'０８
ややハード溝３
シルト　やや密１㎝大玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／３ｂ
ハード
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４ｃ
ややハード
やや密にぶい黄１０ＹＲ４／３ｄ
ややハード褐色
やや粗　ハード上部基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ｅ

褐色

シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／３ｆ
ハード　　　
密　ハード３㎝大基盤礫×１にぶい黄１０ＹＲ４／３ｇ

褐色
密　ハードにぶい黄１０ＹＲ４／３ｈ

褐色
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｉ
ややハード
シルト　やや粗２～３㎝大礫片少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ａ土壙６
ややソフト褐色

右側炭混入シルト　やや粗にぶい黄１０ＹＲ４／３Ｂ
ややソフト褐色

表３　空壕Ｃ周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｃ～Ｃ''）

草根少量シルト　粗　ソフト１㎝未満玉砂利微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
草根粘質土　やや粗玉砂利　基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰａ－２

ややソフト
シルト　粗基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｂ－１
ややソフト

草根少量シルト　粗１㎝未満玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややソフト

草根少量シルト　粗　ソフト基盤礫微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
粘質土　やや密全面基盤礫粒少量含む褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－１
ややソフト
粘質土　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４１空壕Ｃ
ややソフト（上）
粘質土　やや密基盤礫粒少量暗褐色７．５ＹＲ３／４２
ややソフト
シルト　密基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／６３
ハード
シルト　粗５㎝大礫×３　基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４４
ややハード
シルト　やや粗基盤礫粒～３㎝大基盤礫微量褐色１０ＹＲ４／４５
ややハード
シルト１０㎝・４５㎝大礫×各１褐色１０ＹＲ４／４６
左側ハード基盤礫粒少量
右側ソフト
シルト　やや粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／６７
ややハード
シルト　粗　ソフト基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／６イ（下面）

炭粒微量シルト　極粗２～３㎝大礫少量褐色１０ＹＲ４／４ロ
ソフト５～１０㎝大礫×２

２㎝大炭×１シルト　粗１～５㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４ハ
ややソフト
粘質土　やや密基盤礫　礫粒微量暗褐色７．５ＹＲ３／４ニ
ややソフト
シルト　やや密１～３㎝大基盤礫微量暗褐色１０ＹＲ３／４１'０８　
ややソフト溝４
シルト　密基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３２
ややハード
シルト　粗基盤礫粒少量　暗褐色１０ＹＲ３／４３
ハード２～３㎝大基盤礫×２
シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４４
ハード
シルト　やや粗５～８㎝大礫×３暗褐色１０ＹＲ３／３５
ややハード
シルト　やや粗１～２㎜大玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４６
ややハード
シルト　密上部１～２㎜大玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４７
ややソフト

炭粒微量シルト　密０．５～２㎝大基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／６あ土橋
ハード　
シルト　密基盤礫粒中量　暗褐色１０ＹＲ３／４い
ハード１～５㎝大基盤礫中量
シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４う
ハード（１部ソフト）１～１５㎝大礫少量
シルト　粗１～２・３㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４え
ややソフト　
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４お
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４か
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４き

２～５㎝大粗礫微量　
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６く

１～３㎝大粗礫中量　
シルト　粗０．５～５㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４け
ハード　
シルト　粗１～５㎝大基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４こ
ややソフト
密　ハード１～５㎝大基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３さ

基盤礫　　褐色
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４し
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６す
ややハード
シルト　粗　ソフト１～５㎝大基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／３せ

基盤礫層暗褐色１０ＹＲ３／４そ
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草根　炭粒微量シルト　粗　ソフト５㎝大礫×１暗褐色１０ＹＲ３／３ａ'０８　
シルト　やや密砂微量暗褐色１０ＹＲ３／４ｂ溝３
ソフト
シルト　粗１０～２０㎝大礫×３暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
ハード
シルト　やや密１０～２０㎝大礫×１４暗褐色１０ＹＲ３／４ｄ
ハード
シルト　密下部基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４１空壕Ｃ
ハード（新）

１㎝大炭粒微量シルト　密基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４２
ハード
シルト　密５～１０㎝大礫×２暗褐色１０ＹＲ３／４３
ハード基盤礫粒微量

炭粒微量シルト　密２～３㎝大礫×３　褐色１０ＹＲ４／４４
ハード
シルト　やや密２～４㎝大礫×２暗褐色１０ＹＲ３／４５
ハード基盤礫粒微量
シルト　やや粗基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４６
ややソフト
シルト　密基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４７
ハード
シルト　やや粗２～１５㎝大礫×８褐色１０ＹＲ４／４８
ハード基盤礫粒少量

炭粒微量シルト　密基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４９
ややソフト
粘質土　やや密基盤礫粒　砂褐色７．５ＹＲ４／４１０
ややソフト
粘質土　やや粗全面基盤礫粒混入褐色７．５ＹＲ４／４１１
ややソフト

炭粒微量シルト　やや粗全面基盤礫粒褐色７．５ＹＲ４／４１２
ややソフト（１１より細かい粒）混入

表４　空壕Ｃ周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｄ～Ｄ ''）

草根多量シルト　粗２～３㎜大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
ややソフト
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅰｂ－１
ややハード
シルト　粗５㎜大基盤礫粒少量　暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－２
ハード
シルト　粗　ソフト５～２０㎝大基盤礫中量黒褐色１０ＹＲ３／２１'０８

溝４
シルト　粗５～１０㎝大基盤礫多量暗褐色１０ＹＲ３／３２
ややソフト
シルト　密５㎜大基盤礫粒中量　暗褐色１０ＹＲ３／４３
ハード
粘質土　やや密下部砂極微量暗褐色１０ＹＲ３／４４
ややソフト

２～３㎝大炭×１シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／３ａ'０８
ややハード溝３
シルト　粗下部５㎜大基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４ｂ
ややハード
シルト　やや粗下部５㎜大基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
ハード
シルト　密基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４１空壕Ｃ
ハード（新）

炭粒微量シルト　密基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３２
ハード褐色
シルト　やや粗５㎜大基盤礫粒中量　褐色１０ＹＲ４／６あ土橋
ハード
シルト　やや粗５～１０㎝大基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４い
ハード

表５　空壕Ｃ周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｅ～Ｅ '）

草根多量シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
ソフト

草根少量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４１'０８
ややソフト溝４
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４２
ハード
シルト　やや粗下部玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３３
ハード褐色
シルト　粗基盤礫　玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４４
ややハード
シルト　やや粗５㎝大礫×１暗褐色１０ＹＲ３／４ａ'０８
ややハード溝３

草根中量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｂ
ややハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｃ
ハード
シルト　粗　ソフト１㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４ｄ

草根少量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｅ
ややソフト
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４ｆ
ややソフト

草根少量シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４ｇ

シルト　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－１
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４Ⅰｃ－１
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－２
ハード
シルト　密基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－３
ハード
シルト　やや粗基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－４
ハード
シルト　粗　ソフト基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－５
シルト　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－６
ややソフト

木の根少量シルト　やや粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｃ－７
ハード

木の根少量シルト　密基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－１
ハード褐色
シルト　密上部基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－２
ハード褐色
シルト　密基盤礫粒多量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
ハード
シルト　やや粗１５㎝大礫×２　基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－４
ややハード
シルト　密４～５㎝大礫×２暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－５
ハード基盤礫粒少量
シルト　密基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－６
ハード褐色
シルト　粗全面基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－７
ハード
シルト　密玉砂利微量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲａ－１
ハード褐色

５㎜大炭粒微量シルト　密基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／３１空壕Ｃ
ハード（新）
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４２
ハード１０㎝大礫×１　
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４３
ハード２～７・８㎝大礫少量
シルト　粗全面基盤礫粒　砂極微量褐色１０ＹＲ４／４４
ハード
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４５
ハード
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／６６
ハード２～３㎝大礫少量　　
シルト　粗全面基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／４７
ハード１～２㎝大礫少量　　
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４８
ハード１２～１３㎝大礫×１　　
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４９
ハード
シルト　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４１０
ややハード
シルト　やや密基盤礫細粒多量褐色１０ＹＲ４／４１１
ハード
シルト　やや粗基盤礫細粒中量褐色１０ＹＲ４／４１２
ややソフト
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１３
ハード５～１０㎝大礫少量　　
シルト　やや粗全面基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／４１４
ハード
粘質土　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１５
ハード２～７・８㎝大礫少量　
シルト　やや粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１６
ハード２㎝大礫少量　　
粘質土　粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４１７
粘質性強い
ややハード
粘質土　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１８
ややソフト１～５㎝大礫多量
粘質土　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４１９
ややハード

木の根中量シルト　粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４２０
ハード

表７　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション北壁土層観察表 (Ｇ～Ｇ ')

草根シルト　ややソフト黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
シルト　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－１
ややソフト

炭粒微量シルト　粗１０～２０㎝大礫×４褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－１
ややソフト
シルト　密基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－２
ややソフト
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１空壕Ｃ
ややソフト（新）

炭粒微量シルト　やや密上部玉砂利少量褐色１０ＹＲ４／４２
ややソフト

表６　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション北壁土層観察表（Ｆ～Ｆ '）
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シルト　粗基盤礫粒多量褐色１０ＹＲ４／４３
ややソフト
シルト　やや密２０㎝大礫×１　玉砂利微量にぶい黄１０ＹＲ４／３４
ハード褐色
粘質土　やや密基盤礫粒多量にぶい黄１０ＹＲ４／３５
ハード褐色
シルト　粗基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３６
ハード褐色
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４７
ややソフト１～５㎝大礫中量
粘質土　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４８
ハード２～７・８㎝大礫少量
シルト　極粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４９
ソフト２～５㎝大礫少量
粘質土　粗全面基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／４１０
ハード２～５㎝大礫×５
粘質土　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１１
ややソフト５㎝大礫少量
シルト　粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１２
ややソフト
シルト　極粗全面粗基盤粒褐色１０ＹＲ４／４１３
ソフト２～３㎝大礫少量

表８　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション北壁土層観察表(Ｈ～Ｈ'''')

草根シルト　密　ソフト玉砂利少量褐・暗褐１０ＹＲ４／４・Ⅰａ－１
色３／４

シルト　極粗５～１５㎝大礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｂ－１
ソフト
シルト　やや粗１㎝未満大玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰｂ－２
ソフト
シルト　粗　ソフトにぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－１

褐色
シルト　やや粗５㎝大礫×１褐色１０ＹＲ４／６Ⅱ－２
ややソフト
シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ中量褐色１０ＹＲ４／６Ⅱ－３
ソフト
シルト　やや粗褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－４
ソフト
シルト　やや粗玉砂利少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－５
ややソフト
粗　ソフト５㎝大玉石×１にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲ－１

褐色
粗　ややハード基盤礫微量にぶい黄１０ＹＲ４／３１空壕Ｃ

褐色（新）
炭微量シルト　やや粗５㎝大基盤礫×２褐色１０ＹＲ４／４２

ややハード
シルト　粗　ソフト基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４３

５㎜大炭粒×２シルト　やや密基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４４
ハード

炭粒微量シルト　やや密基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４５
ハード
シルト　やや密１～３㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４６
ハード

炭粒微量シルト　密１～５㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４７
ハード

炭粒微量シルト　やや粗玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４８
ハード
シルト　密褐色１０ＹＲ４／４９
ややハード

炭粒微量シルト　やや粗３～５㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４１０
ややハード

炭粒微量シルト　やや粗基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４１１
ハード
シルト　粗基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４１２
ややソフト
シルト　極粗基盤礫層褐色１０ＹＲ４／４１３
ソフト褐色
シルト　やや粗１～５㎝大基盤礫中量１０ＹＲ４／６１４
ややソフト褐色
シルト　 密　ハード２㎝大基盤礫少量１０ＹＲ４／４あ土橋

褐色
炭粒微量シルト　やや粗１～５㎝大基盤礫中量１０ＹＲ４／６い

ややソフト褐色
シルト　やや粗基盤礫粒中量１０ＹＲ４／４う
ややソフト

表９　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｉ～Ｉ ''）

粘質土　やや粗８㎝大基盤礫×４にぶい黄１０ＹＲ４／３１空壕Ｃ
ややソフト基盤礫粒少量褐色（上面）
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４２
ややソフト
粘質土　やや粗玉砂利・基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４３
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４４
ハード

シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４５
ハード
シルト　やや粗５～７㎝大礫×１褐色１０ＹＲ４／４イ（下面）
ややソフト
粘質土　粗基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３ロ
ややソフト褐色
粘質土　粗基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４ハ
ソフト
粘質土　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４ニ
ソフト

炭粒微量シルト　やや粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ホ
ややソフト褐色
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫少量褐色７．５ＹＲ４／４ヘ
ソフト
粘質土　やや粗１㎝大基盤礫粒少量　褐色７．５ＹＲ４／４ト
ややソフト
粘質土　やや粗１～３㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４チ
ややソフト

炭粒少量粘質土　粗暗褐色７．５ＹＲ３／４リ
極ソフト
粘質土　やや密砂暗褐色７．５ＹＲ３／４ヌ
ややソフト
粘質土　粗基盤礫粒中量　玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４ル
ややソフト
粘質土　粗基盤礫細粒中量暗褐色７．５ＹＲ３／４ヲ
極ソフト
粘質土　極粗１～１５㎝大基盤礫多量褐色１０ＹＲ４／４ワ
ソフト

表１０　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｊ～Ｊ ''）

草根中量シルト　粗基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰ－１
ややハード
シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－１

左中心～下部７．５シルト　粗黒色１０ＹＲ１．７／１Ⅱ－２
ＹＲ４／６褐色焼土極ソフト　　　

シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－３
ややハード

５㎜大炭粒微量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅱ－４
ソフト

上部７．５ＹＲ４／６シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－５
褐色焼土ややソフト
全面灰混入？シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３１空壕Ｃ

ややハード（上面）
シルト　やや密３㎝大玉砂利×３黒褐色１０ＹＲ２／２２
ややソフト

骨角器×１シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややソフト

土器×１シルト　密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３４
ややソフト

焼土層　０．５～１㎝大やや粗橙色７．５ＹＲ７／６５
２．５ＹＲ５／８明赤褐色ややソフト
焼土ブロック・炭少量
炭微量Ｋｏ－ｄ微量暗褐色１０ＹＲ３／３６
焼土微量シルト　密１０ＹＲ４／４褐色土暗褐色１０ＹＲ３／３７

ややソフト
上部灰　炭少量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３８

ややハード
炭微量シルト　やや粗上部１０ＹＲ４／４褐色土暗褐色１０ＹＲ３／３９

ややソフト
炭微量シルト　やや密中心上部１０㎝幅ローム堆積暗褐色１０ＹＲ３／３１０

ややハード
炭・焼土ブロックシルト　やや密下部１０ＹＲ３／４暗褐色土にぶい黄１０ＹＲ４／３１１
少量ややハード玉砂利微量褐色
魚貝層シルト　やや密上部１０ＹＲ５／６黄褐色土にぶい黄１０ＹＲ４／３１２

ややソフト褐色
シルト　密２㎝大基盤礫微量にぶい黄１０ＹＲ４／３１３
ハード褐色
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３１４
ややソフト
シルト　粗５㎜大玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３１５
ややハード褐色
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３１６
ややソフト

魚貝層シルト　粗　ソフト２～３㎝大１０ＹＲ４／６褐色ローム暗褐色１０ＹＲ３／３１７
ブロック×３

魚貝層シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３１８
魚貝層　焼土混入シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ３／２１９

ややソフト
骨微量シルト　やや密１㎝大玉砂利微量黒褐色１０ＹＲ３／２２０

ハード
シルト　粗５㎝大礫×１黒褐色１０ＹＲ３／２２１
ややソフト

１㎝大炭微量シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／２２２
ややソフト

炭粒微量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３２３
ややハード
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シルト　やや粗下部１０ＹＲ２／３黒褐色土褐色１０ＹＲ４／４２４
ややソフト

魚貝層シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／３２５
ハード

灰　炭ハードロームにぶい黄１０ＹＲ４／３２６
褐色

シルト　やや粗黒色１０ＹＲ１．７／１２７
ややソフト
シルト　やや密基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２２８
ややソフト
シルト　密黒色１０ＹＲ２／１２９
ソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３３０
ソフト
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３３１
ややソフト

０．５～１㎝大焼土粒少量シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４３２
ややソフト

骨粉微量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３３３
ややソフト
シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／２３４
ややソフト
シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４３５
ややソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２３６
ソフト

木の根多量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３３７
ややソフト

骨粉微量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３３８
ややハード
シルト　やや粗黒褐色７．５ＹＲ３／２３９
ソフト
シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／３４０
ややハード

貝×１シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３４１
ハード
シルト　密黒褐色１０ＹＲ３／２４２
ややソフト

炭・骨微量シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４４３
ハード
シルト　やや粗基盤礫粒少量暗褐色７．５ＹＲ３／４イ（下面）
ややソフト

骨微量シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４ロ
ややソフト
シルト　やや粗２～１０㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４ハ
ややソフト
シルト　やや密基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／６ニ
極ハード

炭ブロックシルト　やや粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４ホ
ハード
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６ヘ
シルト　やや粗基盤礫粒微量にぶい黄１０ＹＲ４／３ト
ややソフト褐色

５㎜大炭×１シルト　やや粗褐色１０ＹＲ４／６チ
ハード
シルト　やや密基盤礫粒中量黄褐色１０ＹＲ５／６リ
ハード
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６ヌ
ハード
シルト　やや粗基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４ル
ややソフト
シルト　密基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／３ヲ
ハード
シルト　やや粗１０㎝大礫×１褐色１０ＹＲ４／４ワ
ハード５㎜大基盤礫粒・５㎜

大玉砂利少量
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６カ
ややハード

炭微量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ヨ
ややソフト

炭微量シルト　やや密５㎝大礫×１褐色１０ＹＲ４／４タ
ややハード
粗　ソフト基盤礫中量にぶい黄１０ＹＲ４／３レ

褐色
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色７．５ＹＲ４／４ソ

下部魚貝層シルト　粗　ソフト極暗褐色７．５ＹＲ２／３ツ
シルト　やや密右先端下部１５㎝幅１０褐色７．５ＹＲ４／４ネ
ややハードＹＲ１．７／１黒色土
シルト　やや粗基盤礫粒少量暗褐色７．５ＹＲ３／３ナ
ややハード
シルト　粗　ソフト基盤礫少量暗褐色７．５ＹＲ３／４ラ
シルト　粗　ソフト基盤礫少量褐色７．５ＹＲ４／４ム
シルト　粗　ソフト基盤礫中量褐色７．５ＹＲ４／６ウ
シルト　粗　ソフト基盤礫中量褐色７．５ＹＲ４／４ヰ
シルト礫層　５㎜大玉砂利少量褐色７．５ＹＲ４／４ノ
シルト　粗基盤礫中量褐色７．５ＹＲ４／６オ
ややソフト
シルト礫層褐色１０ＹＲ４／４ク

草根シルト　粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４ア溝堀上
ややハード土
シルト　粗玉砂利微量黒褐色７．５ＹＲ３／２あ'０８
ハード土壙１６
シルト　粗１５～２０㎝大礫×４黒褐色１０ＹＲ２／３い（盛土）
ややハード

炭粒微量シルト　やや密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３う
ややソフト

草根少量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３え
炭粒微量ややソフト
木根シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ａ（棺内）

ソフト
炭微量シルト　やや粗玉砂利微量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ｂ

ハード褐色
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ｃ
ややハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ｄ
ハード
シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３Ｅ
ややハード

５㎜大炭微量シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ｆ
ソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３ａ（棺外）
ややハード
シルト　やや粗１㎝大ロームブロック×２暗褐色１０ＹＲ３／３ｂ
ハード

下部炭微量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３ｃ
ややソフト

炭・骨粉微量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３ｄ
ややソフト

釘×３シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３ｅ
ハード
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３ｆ
ややハード

表１１　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション北壁土層観察表（Ｋ～Ｋ '''''）

草根シルト　やや粗基盤礫粒　基盤礫細粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
ややソフト
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややソフト

炭粒少量シルト　やや密基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト
粘質土　やや密全面基盤礫粒暗褐色７．５ＹＲ３／４Ⅱ－３
ややソフト
シルト　やや密砂　礫暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－４
ややソフト
シルト　やや密砂　礫　基盤礫粒黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－５
ややソフト
シルト　やや密砂　礫　基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－６
ややソフト
シルト　やや密砂　礫　基盤礫粒暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－７
ややソフト

草根多量シルト　やや密１５㎝大礫×１　黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅱ－８
ハード
シルト　やや密５㎝大玉砂利×１　黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－９
ややソフト
シルト　粗　ソフト基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅲ－１
シルト　粗５㎜大基盤礫粒中量　黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅲ－２
ややハード

炭粒微量シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／３ａ空壕Ｃ
ややソフト（新）

（上面）

シルト　やや密基盤礫粒　砂　礫少量暗褐色１０ＹＲ２／３ｂ
ややソフト
シルト　やや密基盤礫　砂　礫暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
ややソフト
シルト　やや密砂　礫暗褐色１０ＹＲ３／３ｄ
ややソフト

炭粒微量シルト　やや密全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ３／３ｅ
ややソフト
粘質土　やや密基盤礫粒暗褐色７．５ＹＲ４／４１（下面）
ややソフト
シルト　やや密全面基盤礫暗褐色１０ＹＲ３／４２
ややソフト
シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４３
ややソフト
シルト　やや密全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ３／４４
ややソフト
粘質土　やや粗全面基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４５
ややハード
粘質土　やや粗基盤礫粒褐色７．５ＹＲ４／４６
ややハード
粘質土　やや粗全面基盤礫粒褐色７．５ＹＲ４／４７
ややソフト
粘質土　やや粗全面基盤礫褐色７．５ＹＲ４／４８
ややソフト
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粘質土　やや粗全面基盤礫褐色７．５ＹＲ４／６９
ややソフト
粘質土　やや密全面基盤礫粒褐色７．５ＹＲ４／３１０
ややソフト
粘質土　やや粗全面基盤礫褐色７．５ＹＲ４／４１１
ややソフト
粘質土　やや密全面基盤礫褐色７．５ＹＲ４／４１２
ややソフト
粘質土　やや密全面５～１０㎝大基盤礫混入褐色７．５ＹＲ４／４１３
ややソフト
粘質土　やや密全面基盤礫にぶい黄１０ＹＲ４／３１４
ややソフト褐色
粘質土　やや密基盤礫粒褐色１０ＹＲ４／４１５
ややソフト
シルト　やや粗基盤礫（大）混入暗褐色７．５ＹＲ３／４Ａ土塁？
ややソフト
シルト　やや密砂　礫　基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２ａ'０８
ややソフト溝６
シルト　やや密全面砂・礫・基盤礫粒混入黒褐色１０ＹＲ２／３ｂ（上面）
ややソフト５㎝大基盤礫
シルト　やや密基盤礫粒黒褐色１０ＹＲ２／３ｃ
ややソフト
砂質土　やや密全面基盤礫粒　砂　礫褐色７．５ＹＲ４／４１（下面）
ややソフト
砂質土　やや粗全面基盤礫粒　砂　礫暗褐色７．５ＹＲ３／４２
ややソフト
砂質土　やや粗全面基盤礫粒　砂　礫褐色７．５ＹＲ４／４３
ややソフト
砂質土　やや密全面基盤礫粒　砂　礫褐色１０ＹＲ４／４４
ややソフト
砂質土　やや粗全面基盤礫　礫粒暗褐色７．５ＹＲ３／４５
ややソフト
砂質土　粗全面基盤礫暗褐色７．５ＹＲ３／４６
ややソフト
砂質土　やや粗全面基盤礫粒暗褐色７．５ＹＲ３／４７
ややソフト
砂質土　やや粗全面基盤礫暗褐色７．５ＹＲ３／４８
ややソフト
砂質土　やや密全面基盤礫　礫粒褐色７．５ＹＲ４／４９
ややソフト
砂質土　やや密全面基盤礫粒褐色７．５ＹＲ４／４１０
ややソフト
シルト　粗基盤礫細粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３あ溝４
ややソフト

火山灰（Ｋｏ－ｄ）層にぶい黄１０ＹＲ７／２Ａ塔婆跡
橙色

木の根多量シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ｂ
ややソフト
シルト　やや密Ｋｏ－ｄ少量　基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ２／２ア土壙５
ややハード

５㎜大焼土粒×２・３シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／２イ
ややハード

焼土粒　炭粒微量シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３ウ
ハード
シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２エ
ややハード
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２オ
ややソフト

木の根少量シルト　粗基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３１土壙８
ややハード（盛土）

炭粒シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ２／３２
ややハード
シルト　密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３３
ハード基盤礫細粒少量
シルト　やや粗１㎝大１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色暗褐色１０ＹＲ３／３４
ソフト火山灰ブロック×１
シルト　やや粗基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２５
ややハード
シルト　密２～３㎝大基盤礫中量灰黄褐色１０ＹＲ４／２６
ハード全面Ｋｏ－ｄ混入
シルト　やや密１～３㎝大Ｋｏ－ｄブロック×４黒褐色１０ＹＲ３／２７（棺内）
ハード
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫少量黒褐色１０ＹＲ３／２８
ややソフト１～１．５㎝大Ｋｏ－ｄブロック×３
シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２９
ややハード
シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２１０
ソフト

木の根多量シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ３／２ａ（棺外）
ややソフト
シルト　粗　ソフト２～５㎝大基盤礫粒多量黒褐色１０ＹＲ２／３ｂ
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫少量黒褐色７．５ＹＲ３／２ｃ
ややソフト
粗　ややソフト３～５㎝大基盤礫中量にぶい黄１０ＹＲ４／３ｄ

褐色
粘質土　粗基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２ｅ
ソフト

シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４１'０８
ややハード溝６
シルト　粗１～１５㎝大基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／６２
ハード
シルト　粗１～５㎝大基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３３
ハード褐色

木の根少量シルト　粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ５／４４
ややソフト褐色

すり鉢片×１シルト　粗１㎝大基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４５
ややソフト
シルト　粗１㎝大基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４６
ハード
粘質土　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４７
ややソフト
粘質土　粗基盤礫粒・細粒少量褐色１０ＹＲ４／４８
ややソフト

表１３　空壕Ｃ周辺調査区　'０８　溝６土層観察表（Ｍ～Ｍ ''）

シルト　粗基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４１'０８
ソフト溝６
シルト　粗１～３㎝大基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４２
ソフト
粘質土　粗１～１．５㎝大基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３３
ソフト褐色
粘質土　やや粗基盤礫粒微量にぶい黄１０ＹＲ４／３４
ややソフト基盤礫細粒少量褐色

表１４　空壕Ｃ周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｎ～Ｎ ''）

シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅰａ－１
ややハード

とうすい・土器×１シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－１
骨粉微量
魚骨×１　骨粉微量シルト　粗　ソフト黒色１０ＹＲ１．７／１Ⅱ－２

シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅱ－３
ややソフト
シルト　粗　ソフト１０㎝大礫多量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－４
シルト　やや粗２～３㎝大礫少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－５
ややソフト
シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－６
ややソフト
シルト　密５㎝大礫×２黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－７
ややソフト
シルト　粗　ソフト３～１０㎝大礫×９黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅱ－８
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－９
ややソフト
シルト　やや粗２～５㎝大基盤礫少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－１０
ソフト
シルト　やや粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ａ
ハード褐色
シルト　やや粗基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／３ｂ
ややソフト
粘質土　粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４ｃ
ややハード
粘質土　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４ｄ
ややソフト
粘質土　粗にぶい黄１０ＹＲ４／３ｅ
ソフト褐色
シルト　極粗基盤礫粒多量褐色１０ＹＲ４／６１
極ソフト
シルト　粗１㎝大基盤礫多量にぶい黄１０ＹＲ４／３２
ややハード褐色
シルト　粗　ソフト基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４３
シルト　粗極暗赤褐５ＹＲ２／４４
ややソフト色
シルト　極粗基盤礫粒多量オリーブ２．５Ｙ４／３５
極ソフト　　褐色
シルト　粗基盤礫粒多量褐色１０ＹＲ４／４６
極ソフト　　
シルト　極粗基盤礫粒多量褐色１０ＹＲ４／４７
極ソフト　　
シルト　粗　ソフトにぶい黄１０ＹＲ４／３８

褐色
シルト　やや密基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ２／３９
ややソフト

上部炭粒微量シルト　粗　ソフト褐色１０ＹＲ４／６１０
シルト　粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ５／４１１
極ソフト褐色

表１５　土壙１土層観察表

木の根少量シルト　粗　ソフト褐色１０ＹＲ４／４あ土壙２
（盛土）

表１２　空壕Ｃ周辺調査区 '08 溝６土層観察表（Ｌ～Ｌ ')
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シルト　粗　ソフト基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３１（棺内）
褐色

シルト　粗にぶい黄１０ＹＲ４／３２
極ソフト　褐色
シルト　やや粗基盤礫多量暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややソフト　
シルト　粗基盤礫少量黒褐色１０ＹＲ３／１４
極ソフト　
シルト　　　粗灰黄褐色１０ＹＲ５／２５
ややソフト　
シルト　やや密にぶい黄１０ＹＲ４／３ａ（棺外）
ややソフト　褐色
シルト　粗灰黄褐色１０ＹＲ４／２ｂ
極ソフト

表１６　土壙２土層観察表

細い木の根少量シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４あ土壙２
ややハード　（盛土）

木の根シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４１（棺内）
ややハード　
シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３２
ややハード　

木の根中量シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややハード　

木の根少量シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４ａ（棺外）
ややソフト　
シルト　やや粗褐色１０ＹＲ４／４ｂ
ソフト

木の根シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
ソフト
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｄ
ややハード

表１７　土壙３・６・１０土層観察表

シルト　ハード褐色１０ＹＲ４／４１土壙３

シルトにぶい黄１０ＹＲ４／３２
ややハード褐色
シルト暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややソフト
シルト礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４あ土壙６
ややハード

Ｋｏ－ｄ層い
シルト　やや密Ｋｏ－ｄ微量暗褐色１０ＹＲ３／４う
ハード

炭粒少量シルト黒褐色１０ＹＲ３／１ａ土壙１０
ややソフト

炭粒少量シルト黒色１０ＹＲ２／１ｂ
ややソフト
シルト　ハードにぶい黄１０ＹＲ４／３ｃ

褐色

表１８　土壙４土層観察表

シルト　やや密基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４１土壙４
ハード
シルト　やや密基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４２
ハード
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ３／２３
ややソフト
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３４
ややソフト
シルト　やや粗１㎝大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２５
ややソフト
シルト　やや密５㎜大玉砂利×１黒褐色１０ＹＲ３／２６
ややハード

表１９　土壙５・８土層観察表

草根少量シルト　粗基盤礫細粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
ややハード
シルト　粗基盤礫細粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３あ溝４
ややソフト

火山灰層にぶい黄１０ＹＲ７／２Ａ塔婆跡
橙色

木の根多量シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ｂ
ややソフト
シルト　やや密Ｋｏ－ｄ少量黒褐色１０ＹＲ２／２ア土壙５
ややハード基盤礫粒微量

５㎜大焼土粒×２・３シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／２イ
ややハード

焼土粒　炭粒微量シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３ウ
ハード
シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２エ
ややハード

シルト　やや粗２～５㎝大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２オ
ややソフト

木の根少量シルト　粗基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３１土壙８
ややハード（盛土）

炭粒シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ２／３２
ややハード
シルト　密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３３
ハード基盤礫細粒少量
シルト　やや粗１㎝大１０ＹＲ６／４にぶい黄橙色暗褐色１０ＹＲ３／３４
ソフト火山灰ブロック×１
シルト　やや粗基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２５
ややハード
シルト　密２～３㎝大基盤礫中量灰黄褐色１０ＹＲ４／２６
ハード全面Ｋｏ－ｄ混入
シルト　やや密１～３㎝大Ｋｏ－ｄブロック×４黒褐色１０ＹＲ３／２７（棺内）
ハード
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫少量黒褐色１０ＹＲ３／２８
ややソフト１～１．５㎝大Ｋｏ－ｄブロック×３
シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２９
ややハード
シルト　やや粗基盤礫細粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２１０
ソフト

木の根多量シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ３／２ａ（棺外）
ややソフト
シルト　粗　ソフト２～５㎝大基盤礫粒多量黒褐色１０ＹＲ２／３ｂ
シルト　やや粗２～３㎝大基盤礫少量黒褐色７．５ＹＲ３／２ｃ
ややソフト
シルト　粗　ソフト３～５㎝大基盤礫中量にぶい黄１０ＹＲ４／３ｄ

褐色
粘質土　粗基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２ｅ
ソフト

表２０　土壙７土層観察表

シルト　やや粗２～３㎜大玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ３／２１土壙７
ソフト
シルト　やや粗基盤礫粒玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ３／２２
ややソフト
シルト　やや粗１㎝大基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／３３
ややソフト
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３４
極ソフト
シルト　やや粗基盤礫粒中量黒褐色１０ＹＲ３／２５
ややハード
シルト　粗基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３６
ややソフト褐色

表２１　土壙１０土層観察表

シルト　粗　ソフト黒色１０ＹＲ２／１１土壙
シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ３／２２１０
シルト　粗　ソフト１５㎝大基盤礫×１黒褐色１０ＹＲ３／２３

骨細粒微量シルト　粗　ソフト黒色１０ＹＲ１．７／１４
シルト　極粗黒褐色１０ＹＲ３／１５
ソフト
シルト　密１㎝大基盤礫少量黒褐色１０ＹＲ３／２６
ややハード

炭微量シルト　やや密にぶい黄１０ＹＲ４／３７
ソフト褐色
シルト礫層褐色１０ＹＲ４／４８
シルト　極粗５㎝大礫中量黒褐色１０ＹＲ３／２９
ソフト
シルト　極粗上部２０㎝大礫×１にぶい黄１０ＹＲ４／３１０
ソフト２～３㎝大礫中量褐色

下部炭粒微量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ３／２１１
ソフト
シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ３／２１２

下部炭粒・シルト　粗黒褐色１０ＹＲ３／２１３
骨細粒微量極ソフト

表２２　'０８　土壙１６土層観察表

草根中量シルト　粗基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰ－１
ややハード
シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－１

草根シルト　粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４ア溝堀上
ややハード土
シルト　粗玉砂利微量黒褐色７．５ＹＲ３／２あ'０８
ハード土壙
シルト　粗１５～２０㎝大礫×４黒褐色１０ＹＲ２／３い１６
ややハード（盛土）

炭粒微量シルト　やや密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３う
ややソフト

草根少量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３え
炭粒微量ややソフト
木根シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ａ（棺内）

ソフト
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炭微量シルト　やや粗玉砂利微量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ｂ
ハード褐色
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ｃ
ややハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ｄ
ハード
シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３Ｅ
ややハード

５㎜大炭微量シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ｆ
ソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３ａ（棺外）
ややハード
シルト　やや粗１㎝大ロームブロック×２暗褐色１０ＹＲ３／３ｂ
ハード

下部炭微量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３ｃ
ややソフト

炭・骨粉微量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３ｄ
ややソフト

釘×３シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３ｅ
ハード
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３ｆ
ややハード
シルト　粗全面灰混入黒褐色１０ＹＲ２／３１空壕Ｃ
ややハード

骨角器×１シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややソフト

２．荒神堂跡及び荒神堂跡周辺の調査（１４図、ＰＬ

　３－１～４、２０－１～５・８）

　　昨年度の荒神堂の調査では、荒礎石列１、天保

　１１年（１８４０）の玉垣（０８柵１）と石積跡（０８土壙

　８）、天保以前の江戸時代に相当する柵（０８柵２）

　を検出している。また、荒神堂跡周辺の北東側で

　は、中世～幕末に盛土をして平坦地を造成してい

　ることが確認されている。

　　今年度は、方形に詰まれた約１７０㎝ 四方の石積

みの除去、その他周辺を調査し、勝山館の遺構の検

出に努めた。

土壙９（１７図、ＰＬ３－５・６、２０－６・７）

〔位置〕方形に積まれた石積下の８Ｈ２グリッドに

　位置する。

　　遺構は、江戸時代前期の土葬墓と思われる。

〔形態・規模〕平面形は、直径１２２㎝ の円形を呈し、

　深さ３６㎝ を測る。棺の規模は、長軸７０㎝、短軸４９

　㎝ を測る。長軸方向は、北西から南東にとる。

〔堆積土〕人為堆積を呈する。

〔新旧関係〕０８土壙８の底面より検出されたため、

　それより古い。

〔出土遺物〕副葬品は、銅製品銭６点（元豊通寳１

　点・寛永通寳１期４点・判読不明１点）、フロー

　テーションから石製品数珠玉１点、木製品数珠玉

　２点が出土している。

　　その他、鉄製品和釘１９点、自然遺物人骨（不明）

　２点、木製品棺材（底板）１点・繊維１点が出土

　している。

石積み（１８図、ＰＬ４－１～３・５、２１－３～５）

〔位置〕０８土壙８上位の８Ｈ２グリッドに位置する。

〔形態・規模〕平面形は、１辺約１７０㎝、高さ約６０

　㎝ の方形を呈する。石は３～４段に積み、１辺が

　５０㎝ を超える大型の石を周囲や中央に配置し、そ

　の間に小型の石を詰めている。

〔堆積土〕上面の石を除去した時点で厚さ１５㎝ 程の

　堆積土が確認されている。

〔新旧関係〕土壙８・土壙９より新しい。

〔出土遺物〕なし

礎石列２（１８図、ＰＬ４－１～３・５、２１－３～５）

〔位置〕石積から８ｍ北東方向の荒神堂跡に至る階

　段下の７Ｈ１１・１６グリッドに位置する。

　　礎石列１や土壙９が確認された平坦面より、２

　ｍ低い平坦面で確認された。

〔形態・規模〕平面形は、１辺が約２７０㎝ の３間×

土器×１シルト　密Ｋｏ－ｄ微量黒褐色１０ＹＲ２／３４
ややソフト

焼土層　０．５～１㎝やや粗橙色７．５ＹＲ７／６５
焼土ブロック・炭ややソフト
少量
焼土微量シルト　やや密１０ＹＲ４／４褐色土暗褐色１０ＹＲ３／３７

ややソフト
炭微量シルト　やや密中心上部１０㎝幅で暗褐色１０ＹＲ３／３１０

ややハードローム堆積
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３１４
ややソフト
シルト　粗５㎜大玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３１５
ややハード褐色
シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３１６
ややソフト

魚貝層シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／３２５
ハード
シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／２３４
ややソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２３６
ソフト

木の根多量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３３７
ややソフト
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　３間の方形のプランを呈する。北西部分では、一

　部礎石がみられないが、階段を敷設する際に地面

　を削平したために礎石がなくなっていることが考

　えられる。

〔堆積土〕礎石は、１６４０年に降下したＫｏ－ｄ火山灰

　下位で検出されるため、勝山館に併行する遺構と

　考えられる。

　　礎石上面には、上位の平坦面からの落下したと

　思われる集石が多数みられた。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

溝１（１４図、ＰＬ２２－６・７）

〔位置〕８Ｉ２・３グリッドに位置し、昨年度検出

し　た０８溝８に接続すると考えられる。

〔形態・規模〕南西～北東方向へ走り、幅１７０～２４５

　㎝、深さ５５㎝ を測る。

〔堆積土〕人為堆積と思われる。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕瀬戸・美濃灰釉丸皿（大２）１点、鍛

冶　関連遺物鉄滓３点、縄文土器１点が出土してい

る。

溝２（１４図、ＰＬ２３－８、２４－３）

〔位置〕７Ｉ１１・１２グリッドに位置し、昨年度検出

し　た０８溝１８に接続すると考えられる。

〔形態・規模〕幅９５㎝、深さ４６㎝ を測る。

〔堆積土〕礫等が多く混入する。

〔新旧関係〕溝３より新しい。

〔出土遺物〕鉄製品鏃１点が出土している。

溝３（１４図、ＰＬ２２－１・２、２３－８、２４－４・５）

〔位置〕礎石列２北側の７Ｉ６～２０グリッドに位置

　する。遺構の性格は、勝山館の道路跡と想定され

　た。

〔形態・規模〕幅４２～８１㎝、深さ１３～２５㎝ を測り、

　南北方向へ走る。途中検出できなかったが、竪穴

　遺構２の北側部分で西側へ屈曲し、７Ｉ１１グリッ

　ド付近に延びることが考えられる。

　　また、現代の道路を横断してＳＰＤ～ＳＰＤ′

　では、溝３の延長と思われる溝が確認されている。

　　さらに、ＳＰＮ～ＳＰＮ´のセクションライン

　より南側では、繋がりを確認することができなか

　ったが、０８溝１１に接続することが考えられる。

〔堆積土〕暗褐色土で自然堆積を呈する。

〔新旧関係〕溝２より古い。

〔出土遺物〕青磁盤１点、白磁皿Ｄ群１点・Ｅ群１

　点、染付碗Ｃ群１点・皿Ｂ１群１点・Ｃ群２点、

　越前擂鉢､ 群ａ１点・不明１点、鉄製品鍋２点・

　釘１点、剥片石器１点が出土している。

竪穴遺構１（１４図、ＰＬ２４－７）

〔位置〕通路跡と推測される箇所の西側の６Ｊ２０、

　６Ｉ１６グリッドに位置する。平面形は調査区外へ

　伸びるため不明であるが、方形に近いプランが確

　認され、竪穴状の遺構であることが想定されたこ

　とから竪穴遺構とした。

〔形態・規模〕幅２４０㎝、深さ６０㎝、底面端に幅４０

　㎝、深さ２０㎝の溝が走り、小Ｐｉｔ３基が伴う。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

竪穴遺構２（１４図、ＰＬ２３－４）

〔位置〕７Ｉ３・４グリッドに位置する。一辺が立

　ち上がりのない遺構である。斜面を切り落として

　平坦地を造っている。性格が不明であったため、

　竪穴遺構と付した。

〔形態・規模〕深さ５０㎝、底面端に幅２０㎝、深さ１０

　㎝の溝が走り、小Ｐｉｔ４基が伴う。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

焼土範囲１（１４図、ＰＬ２４－２）

〔位置〕６Ｉ１６グリッドに位置する。調査は、平面

　形を確認したのみであった。道路面と思われる硬

　化した面で確認された。

〔形態・規模〕長軸４７㎝、短軸２７．５㎝ の不整円形

　を呈す。

〔堆積土〕赤褐色土を呈する。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

焼土範囲２（１４図、ＰＬ２４－２）

〔位置〕６Ｉ１６グリッドに位置する。調査は、平面

　形を確認したのみであった。道路面と思われる硬

　化した面で確認された。

〔形態・規模〕未確認

〔堆積土〕赤褐色土を呈する。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし
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焼土範囲３（１４図、ＰＬ２４－２）

〔位置〕６Ｉ１６グリッドに位置する。調査は、平面

　形を確認したのみであった。道路面と思われる硬

　化した面で確認された。

〔形態・規模〕平面形は、長軸３６㎝、短軸２３㎝ の不

　整円形を呈す。

〔堆積土〕赤褐色土を呈する。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

焼土範囲４（１４図、ＰＬ２４－２）

〔位置〕６Ｉ１６グリッドに位置する。調査は、平面

　形を確認したのみであった。道路面と思われる硬

　化した面で確認された。

〔形態・規模〕長軸３３㎝、短軸３０㎝ の不整円形を呈

　す。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

焼土範囲５（１４図、ＰＬ２４－２）

〔位置〕６Ｉ１６グリッドに位置する。調査は、平面

　形を確認したのみであった。道路面と思われる硬

　化した面で確認された。

〔形態・規模〕平面形は、長軸４６㎝、短軸２８㎝ の不

　整円形を呈す。

〔堆積土〕赤褐色土を呈する。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕なし

０８土壙８（１３・１７図、ＰＬ３－１０～１２）

〔位置〕荒神堂跡の方形に積まれた石積下の８Ｈ２

　グリッドに位置する。検出された規模から、天保

　１１年（１８４０）に改修された荒神堂の石積の基礎の

　範囲と推測される。

〔形態・規模〕平面形は、直径約２７７㎝ の円形を呈

　し、深さ１５～２０㎝ を測る。土壙の底面は、ほぼ平

　坦である。土壙の壁面にみられるスクリーントー

　ンをした４０～６０㎝ 大の大型の礫は、天保１１年の改

　修時の石積が残存したものと考えられる。

〔堆積土〕黒褐色土を呈し、１～２㎝ 大の玉砂利を

　多量に含む。

〔新旧関係〕柵２、Ｐｉｔ１９・２０より新しく、上面の

　方形の石積より古い。

〔出土遺物〕肥前系陶器碗（Ⅲ～Ⅳ期）２点、近世

　陶器３点、鉄製品銭（寛永通寳１点、箱館通寳２

　点）、銅製品銭３点（寛永通寳３期）が出土して

　いる。

０８柵１（１９図、ＰＬ３－１）

〔位置〕荒神堂の７Ｈ２２・２３、８Ｈ２・３グリッド

　に位置する。柵１は、礎石の柵で天保１１年に積ま

　れた石積範囲（土壙８）との位置関係から、土壙

　８に伴うと思われる。

〔形態・規模〕玉垣の礎石は、北側隅の礎石が欠損

　しているものの、１辺約３６０㎝ の正方形を呈する。

　また、北東面には約１２０㎝ の幅で入り口が確認さ

　れた。

　柵１と土壙８の間には、約１０㎝ 大の玉石が敷かれ

　ている。

〔堆積土〕なし

〔新旧関係〕玉石の下から柵２が検出されるため、

　柵２より新しい。また、柵１は、調査前に確認さ

　れた１辺約１７０㎝ の方形に積まれた石積の下層に

　位置するため、それより古い。

〔出土遺物〕なし

０８柵２（１９図、ＰＬ３－１）

〔位置〕荒神堂の７Ｈ２２、８Ｈ２・３・７グリッド

　に位置する。

〔形態・規模〕平面形は、北東～南西方向に長軸を

　とり、北東面に幅約１４０㎝ の入口が確認された。

　長軸約３６０㎝、短軸約２７０㎝ の長方形を呈し、溝幅

　約５０㎝、深さ約４０㎝ を測る。覆土内に直径１５～２０

　㎝ の杭穴が３０～４０㎝ 間隔で並んでおり、布掘の柵

　と思われる。

〔堆積土〕杭の部分に２～３㎝ 大の玉砂利が多く

　混入している。堆積土は人為堆積を呈し、褐色土

　を主体として硬く締まっている。

〔新旧関係〕土壙８に壊されることや玉石の下位に

　位置するため、それより古い。

〔出土遺物〕肥前系陶器碗（Ⅲ期）２点が出土して

　いる。
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草根多量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
ハード
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１
ハード
シルト　粗玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
シルト　極粗２㎝大基盤礫多量褐色１０ＹＲ４／６Ⅵ－１
ややハード
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４１竪穴遺
ややソフト構１
シルト　粗　ソフトＫｏ－ｄ微量暗褐色１０ＹＲ３／３２
シルト　やや粗暗褐色７．５ＹＲ３／４３
ややソフト

炭粒微量シルト　粗２㎝大礫×３極暗褐色７．５ＹＲ２／３４
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４５
ややソフト
シルト　極粗褐色７．５ＹＲ４／３６
極ソフト　　　
シルト　粗　ソフト褐色１０ＹＲ４／４あ

炭粒×１シルト　密基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４い
ハード

１㎝大炭粒×１シルト　密基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４う
ハード
シルト　粗中～下部基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４え
ややハード
シルト　粗基盤礫粒少量極暗褐色７．５ＹＲ２／３Ａ道路跡
ソフト

表２４　荒神堂周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｂ～Ｂ '）

草根多量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
ハード
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１
ハード
シルト　粗玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－１
ややソフト
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅲ－２
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅳ－１
シルト　粗　ソフト褐色７．５ＹＲ４／４Ⅳ－２
シルト　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４あ道路跡
ハード
シルト　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４い
ハード２～３㎝大礫×３　
シルト　粗基盤礫粒微量褐色１０ＹＲ４／４う
ハード

表２５　荒神堂周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ｃ～Ｃ '）

草根多量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
ハード
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１
ハード
シルト　粗玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト

炭粒微量シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅳ－１
ややソフト
シルト　粗極暗褐色７．５ＹＲ２／３Ⅳ－２
ややハード
シルト　粗暗褐色７．５ＹＲ３／４Ⅴａ－１
ややハード
シルト　粗　ソフト暗褐色７．５ＹＲ３／４Ⅴａ－２
シルト　粗２～４㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４あ道路跡
ややソフト
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４い
ややソフト
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／３う

表２６　荒神堂周辺調査区　東西セクション北壁土層観察表（Ｄ～Ｄ '）

草根中量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰａ－１
ソフト
シルト　やや粗基盤礫微量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰｂ－１
ソフト１～３㎝大玉砂利少量
シルト　やや粗５㎝大基盤礫×２　暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１
ソフト
シルト　やや粗１㎝大玉砂利微量　暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－２
ややソフト
シルト　やや粗２㎝大基盤礫微量　暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－１
ややハード

シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－２
ハード５㎝大礫・３㎝大玉砂利×各１

炭粒微量シルト　やや密３㎝大基盤礫×１褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－３
ハード３㎝大玉石×２　
シルト　やや密１㎝未満大玉砂利褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－４
ややハード基盤礫粒微量　

炭粒微量シルト　やや密基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－５
ややハード
シルト　やや粗（Ｅ～Ｅ' 溝３　いと同じ）暗褐色１０ＹＲ３／３い溝３
ややハード

表２７　荒神堂周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表（Ｅ～Ｅ '）

草根少量シルト　密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰａ－１
ややハード

炭粒微量シルト　密暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややハード

炭粒微量シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－２
ややソフト
シルト　密下部ロームブロック褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－３
ハード５㎜大玉砂利微量
シルト　やや密基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４ア現代
ややソフト撹乱
シルト　やや粗下部２～３㎝大玉砂利・暗褐色１０ＹＲ３／４あ溝３
ややソフト基盤礫少量

炭粒微量シルト　やや粗５㎜未満玉砂利にぶい黄１０ＹＲ４／３い
ややソフト（Ｄ～Ｄ' 溝３　いと同じ）褐色
シルト　やや密３～５㎝大礫×２褐色１０ＹＲ４／４う
ややソフト

表２８　荒神堂周辺調査区　溝２土層観察表（Ｆ～Ｆ '）

シルト　粗　ソフト２㎜大砂利多量暗褐色１０ＹＲ３／４ａ溝３
シルト　やや密５㎜大玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３ｂ
ややハード褐色
シルト　やや密０．５～１．５㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４１溝２
ややハード
シルト　やや密５～７㎝大礫多量暗褐色１０ＹＲ３／３２
ソフト
シルト　やや粗５～７㎝大礫×１暗褐色１０ＹＲ３／４３
ソフト玉砂利少量
若干粘質性有り
シルト　やや粗基盤礫・玉砂利少量褐色１０ＹＲ４／４４
ややソフト

表２９　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｇ～Ｇ ''）

草根多量シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
シルト　密基盤礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰ－２
ややソフト
シルト　やや粗１．５㎝大玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１
ややソフト
粘質土　やや粗にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－２
ややハード褐色
シルト　やや粗中間部Ｋｏ－ｄ微量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲ－１
ややハード褐色
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－２
ややハード
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６Ⅲ－３
ややハード
シルト　粗基盤礫粒中量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－４
ややハード
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅳ－１
ソフト
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅳ－２
ややハード
シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅴａ－１
ソフト
粘質土　やや粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅴａ－２
ややソフト褐色
シルト　密基盤礫粒多量褐色１０ＹＲ４／４Ａ道路跡
ハード
シルト　密基盤礫粒中量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ｂ
ややソフト褐色
シルト　粗玉砂利　基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４１溝２
ややハード
シルト　粗基盤礫粒多量暗褐色７．５ＹＲ３／４２
ハード
シルト　粗１０㎝大礫×３黒褐色７．５ＹＲ３／２３
ややソフト
シルト　やや粗基盤礫少量褐色７．５ＹＲ４／３４
ややソフト
シルト　極粗砂微量混入黒褐色７．５ＹＲ３／２５
ソフト
シルト　極粗砂微量混入黒褐色７．５ＹＲ２／２６
極ソフト

表２３　荒神堂周辺調査区　南北セクション西壁土層観察表（Ａ～Ａ '）
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シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－６
ややソフト
シルト　やや粗基盤礫粒微量　砂少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－１
ややソフト
シルト　やや密基盤礫　玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－２
ハード砂若干混入
シルト　粗下部玉砂利少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－３
ややハード
シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲ－４

１．５㎝大炭シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅲ－５
ブロック×１ソフト

シルト　極粗基盤礫中量明褐色７．５ＹＲ５／６Ⅵ－１
ややハード
シルト　やや粗基盤礫粒微量　砂若干混入暗褐色１０ＹＲ３／３ａ近世
ソフト道路
シルト　やや粗１㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／３ｂ
ややハード
粘質土　密全面砂混入褐色１０ＹＲ４／４１溝３
ややソフト

炭粒微量粘質土　密砂若干混入褐色１０ＹＲ４／４２
ややハード

表３４　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｌ～Ｌ '）

草根多量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
草根少量ややソフト

粘質土　粗　ソフト（Ｐ～Ｐ''' のⅡ－２と同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
粘質土　粗にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－２
ややハード褐色
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
ややソフト
粘質土　密暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－１
ハード
粘質土　極密基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－２
極ハード
シルト　やや粗にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲ－３
ややハード褐色
粘質土　粗　ソフト基盤礫多量黄褐色１０ＹＲ５／６Ⅵｂ－１

（Ｐ～Ｐ''' のⅥ－１と同じ）
草根多量シルト　粗褐色１０ＹＲ４／４ａ近世

ややソフト道路
粘質土　やや密にぶい黄１０ＹＲ４／３１近現
ハード褐色代溝
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４２
ややソフト
粘質土　粗５～１０㎝大基盤礫多量褐色１０ＹＲ４／４１溝３
ややハード

表３５　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｍ～Ｍ ''）

草根多量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅰ－１
ソフト

草根多量粘質土　やや粗にぶい黄１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややソフト褐色
粘質土　粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ４／３Ⅱ－２
ややソフト
粘質土　やや粗暗褐色７．５ＹＲ３／３Ⅱ－３
ややソフト
粘質土　やや粗暗褐色７．５ＹＲ３／４Ⅱ－４
ソフト
シルト　粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－５
ややソフト
シルト　やや密（Ｑ～Ｑ''　Ⅲａ－１２と同じ）黒褐色１０ＹＲ３／４Ⅲａ－１
ややソフト

炭粒微量シルト　密２～３㎜大玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲｂ－１
ややハード

炭粒微量シルト　密暗褐色１０ＹＲ２／３Ⅲｂ－２
ややソフト
シルト　やや密黒褐色１０ＹＲ３／３Ⅲｂ－３
ややソフト
粘質土　粗３～５㎝大礫×４暗褐色１０ＹＲ３／２Ⅲｂ－４
ややハード
粘質土　やや密黒褐色１０ＹＲ３／４Ⅲｂ－５
ややハード
粘質土　やや密黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲｂ－６
ややソフト
粘質土　やや密１０～１５㎝大礫×２黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲｂ－７
ややソフト（Ｑ～Ｑ''　Ⅲｂ－７と同じ）
粘質土　密褐色１０ＹＲ２／３Ⅲｂ－８
ややソフト
粘質土　密褐色１０ＹＲ４／４Ⅴａ－１
ややソフト
粘質土　密暗褐色７．５ＹＲ４／６Ⅵａ－１
ややソフト
粘質土　粗褐色７．５ＹＲ３／４Ⅵｂ－１
ややハード

粘質土　粗暗褐色１０ＹＲ３／４１盛土
ソフト
粘質土　密暗褐色１０ＹＲ３／４２
ややソフト
粘質土　やや粗にぶい黄１０ＹＲ４／３３
ややハード褐色
粘質土　粗にぶい黄１０ＹＲ４／３４
ソフト褐色
粘質土　粗褐色１０ＹＲ４／４５
ややソフト

表３０　荒神堂周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表（Ｈ～Ｈ '）

木の根多量シルト　粗　ソフト基盤礫中量混入黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
木の根多量粘質土　粗０．５～１．５㎝大基盤礫多量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－１

ややソフト
木の根多量シルト　粗　ソフト基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４１近世

シルト　粗１～５㎝大基盤礫多量にぶい黄１０ＹＲ４／３２道路
ややハード褐色

木の根多量シルト　やや密５㎜大基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４ａ溝３
ややハード

表３１　荒神堂周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表（Ｉ～Ｉ '）

シルト　やや粗玉砂利微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
ソフト
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－１
シルト　粗　ソフト基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－２

褐色
シルト　粗　ソフト基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅱ－３

木の根少量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－４
ややソフト

木の根多量シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－５
ハード
シルト　粗基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／６Ⅵ－１
ややハード
シルト　やや密玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／３１近世
ソフト道路
シルト　密基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４ａ溝３
ハード
シルト　粗基盤礫粒　玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４ｂ
ややハード
シルト　粗基盤礫多量褐色１０ＹＲ４／４ｃ
ハード
シルト　やや密基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／４ｄ
ソフト

表３２　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｊ～Ｊ '）

シルト　ややソフト２～３㎝大玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰ－１
シルト　ややソフト粘土粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
シルト粘土粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややハード
シルト　ハード２～３㎝大・１０㎝大礫中量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－３
シルト　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３ａ竪穴遺
シルト　ソフト褐色１０ＹＲ４／６ｂ構２
シルト　ハード３～５㎝大礫多量暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
シルト　ソフト２～３㎝大礫少量暗褐色１０ＹＲ３／３ｄ
シルト　ソフト褐色７．５ＹＲ４／６ｅ

１～２㎝大炭粒中量シルト礫粒中量暗褐色１０ＹＲ３／３ｆ
ややハード
シルト　ソフトにぶい黄１０ＹＲ４／３ｇ

褐色
シルト　ハード２～３㎝大礫中量褐色１０ＹＲ４／４１近世
シルト　ハード２～３㎝大・１０㎝大礫中量褐色１０ＹＲ４／４２道路
シルト２～３㎝大礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４３
ややハード
シルト２～３㎝大礫中量褐色１０ＹＲ４／４４
ややハード
シルト　ソフト黒褐色１０ＹＲ２／３あ小Ｐ
シルト３～５㎝大礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ａ撹乱
ややハード

表３３　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｋ～Ｋ ''）

草根多量シルト　粗　ソフト玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
草根シルト　粗１㎝大玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－１

ややハード（Ｐ～Ｐ''' のⅡ－３と同じ）
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ソフト
シルト　粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
ややハード
シルト　粗２～１０㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－４
ややハード

草根多量シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－５
ややソフト
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シルト　やや粗基盤礫粒少量　玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／３３
ややハード

炭粒微量シルト　やや密１㎝大ロームブロック少量黒褐色１０ＹＲ３／２４
ややハード
シルト　やや粗基盤礫粒少量暗褐色１０ＹＲ３／３５
ややハード
シルト　やや粗基盤礫粒・玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４６
ややハード
シルト　粗基盤礫粒少量にぶい黄１０ＹＲ４／３７
ハード褐色

表３７　荒神堂周辺調査区　荒神堂階段土層観察表（Ｏ～Ｏ '）

草根多量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰａ－１
（階段石上面）ソフト

シルト　やや密玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱａ－１
ややハード（Ｒ～Ｒ'　Ⅱａ－１と同じ）
シルト　密（Ｒ～Ｒ'　Ⅱｂ－２と同じ）褐色１０ＹＲ４／４Ⅱｂ－１
ハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱｃ－１
ややソフト
シルト　密Ｋｏ－ｄ微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱｃ－２
ややハード（Ｒ～Ｒ'　Ⅱｃ－１と同じ）
シルト　やや粗Ｋｏ－ｄ・１～２㎝大玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱｃ－３
ハード
シルト　やや粗基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲａ－１
ソフト（Ｒ～Ｒ'　Ⅲａ－２と同じ）褐色

表３８　荒神堂周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表（Ｐ～Ｐ '''）

草根多量シルト　粗２～５㎜大玉砂利多量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
ややソフト
シルト　粗２～４㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
ややソフト

草根少量シルト　粗１㎝大玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト

草根粗　ややハード基盤礫多量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱ－３
（Ｋ～Ｋ'''　Ⅱ－１と同じ）褐色

シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－４
ハード
シルト　粗上部１㎝大玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－５
ややソフト下部０．５～５㎝大基盤礫少量
シルト　粗基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－６
ややハード
シルト　粗基盤礫・玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－７
ややハード（Ｊ～Ｊ'　Ⅱ－３と同じ）

下部５㎜大焼土粒微量シルト　粗　ソフト褐色７．５ＹＲ４／４Ⅲ－１
シルト　粗５㎜大基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲ－２
ややハード
シルト　粗１～３㎝大基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６Ⅲ－３
ハード
シルト　粗１～５㎝大基盤礫粒中量黄褐色１０ＹＲ５／８Ⅲ－４
ハード
シルト　粗　ソフト１～５㎝大基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲ－５

炭微量シルト　粗　ソフト黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅲ－６
粘質土　やや粗３～８㎝大礫少量褐色１０ＹＲ４／６Ⅵ－１
ハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４ａ竪穴遺
ハード構２
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｂ
ややハード
シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／３ｃ
シルト　やや粗１０～２５㎝大礫×３暗褐色１０ＹＲ３／３ｄ
ややハード
シルト　粗８～１０㎝大礫×３暗褐色１０ＹＲ３／４ｅ
ややハード（Ｊ～Ｊ'　竪穴遺構ｃと同じ）

炭化物微量シルト　粗　ソフト（Ｊ～Ｊ'　竪穴遺構ｅと同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４ｆ
炭粒微量シルト　粗　ソフト基盤礫・２～１０㎝大礫少量褐色１０ＹＲ４／４・ｇ

（Ｊ～Ｊ'　竪穴遺構ｆと同じ）４／６
シルト　粗　ソフト基盤礫中量暗褐色１０ＹＲ３／４ｈ
シルト　粗暗褐色１０ＹＲ３／４ｉ
極ソフト

表３９　荒神堂周辺調査区　南北セクション東壁土層観察表（Ｑ～Ｑ ''）

草根多量シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
極ソフト

草根中量シルト　粗　ソフト（Ｎ～Ｎ ''　Ⅱ－１と同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
草根少量シルト　粗　ソフト玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅱ－２

シルト　粗　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
シルト　やや粗１～３ ㎝大玉砂利中量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲａ－１
ややソフト基盤礫少量

基盤礫層Ⅲａ－２
シルト　粗玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ４／４Ⅲａ－３
ハード

粘質土　粗０．５～１㎝大玉砂利中量暗褐色１０ＹＲ４／４１盛土
ややハソフト（Ｑ～Ｑ''　盛土１と同じ）
粘土　密　ハード礫多量にぶい黄１０ＹＲ５／４１小Ｐ１

褐色
１㎝大炭×１粘質土　粗暗褐色１０ＹＲ３／３１小Ｐ２

ソフト
粘質土　粗褐色１０ＹＲ４／４２
ややソフト

草根少量シルト　粗　ソフト極暗褐色７．５ＹＲ２／３１近現
代溝

粘質土　粗暗褐色１０ＹＲ３／４１溝３
ややハード
粘質土　粗砂・玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３２
ややソフト褐色
粘質土　やや密２～８㎝大玉石微量にぶい黄１０ＹＲ４／３３
ややソフト褐色
粘質土　粗５ＹＲ３／６暗赤褐色礫多量褐色７．５ＹＲ４／４ａ近世
ソフト道路

表３６　荒神堂周辺調査区　東西セクション南壁土層観察表（Ｎ～Ｎ '）

草根多量シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅰ－１
極ソフト

草根多量シルト　粗　ソフト（Ｑ～Ｑ''　Ⅱ－１と同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－１
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－２
ややソフト
シルト　密　ソフト暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅱ－３
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅱ－４
ソフト
シルト　やや密基盤礫粒微量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅱ－５
ややハード
シルト　やや粗褐色１０ＹＲ４／４Ⅲａ－１
極ソフト
シルト　やや密上部３～５㎝大基盤礫少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲａ－２
ややハード褐色
シルト　やや密３㎝大１０ＹＲ４／４褐色黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅲａ－３
ハードロームブロック中量
シルト　やや密玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲｂ－１
ややソフト
シルト　やや粗玉砂利　基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／３・Ⅲｂ－２
ややソフト５～６㎝大礫×１３／４

（Ｑ～Ｑ''　Ⅲｂ－２と同じ）
シルト　密褐色１０ＹＲ４／４Ⅴａ－１
ややソフト
シルト　密基盤礫中量褐色１０ＹＲ４／６Ⅵ－１
ハード

３～５㎝大基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅵ－２
シルト　やや密左上部１～３㎝大玉砂利褐色１０ＹＲ４／４１盛土
ややハード（Ｑ～Ｑ'　盛土１と同じ）
シルト　やや粗基盤礫微量暗褐色１０ＹＲ３／４ａ近世
ややソフト道路
シルト　やや密５～８㎝大礫×３褐色１０ＹＲ４／４あ近世
ややハード玉砂利少量堀上土
シルト　やや密玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４い
ややハード
シルト　やや粗２㎜大玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４う
ややハード
シルト　粗３㎝大玉砂利×１暗褐色１０ＹＲ３／４え
ややハード
シルト　やや粗玉砂利粒少量暗褐色１０ＹＲ３／４お
ややハード
シルト　粗基盤礫粒少量　玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４か
ややハード
シルト　やや密０．２～２㎝大玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４き
ハード
シルト　やや密玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／４く
ややハード
シルト　やや密暗褐色１０ＹＲ３／４け
ややハード
シルト　やや密基盤礫・２㎜大玉砂利微量褐色１０ＹＲ４／４こ
ややソフト
シルト　粗１～１．５㎝大基盤礫・暗褐色１０ＹＲ３／３さ
ややハード玉砂利微量
シルト　粗基盤礫・玉砂利微量暗褐色１０ＹＲ３／３し
ややハード
粗基盤礫層褐色１０ＹＲ４／４す
シルト　粗１．５～２㎝大玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４せ
ややハード
シルト　やや粗基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４１溝３
ややハード
シルト　やや粗基盤礫多量暗褐色１０ＹＲ３／４２
ややハード
シルト　やや粗暗褐色１０ＹＲ３／４３
ややソフト

炭粒微量シルト　やや粗基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ３／２１溝１
ややハード

炭粒極微量シルト　やや粗基盤礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３２
ややハード
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シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲａ－４
ソフト
シルト　やや粗玉砂利少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲａ－５
ソフト
シルト　やや粗１～３㎝大玉砂利少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲａ－６
ややソフト
シルト　やや密基盤礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２・Ⅲａ－７
ややソフト２／３
シルト　やや粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲａ－８
ややソフト
シルト　粗基盤礫粒少量褐色１０ＹＲ４／６Ⅲａ－９
ややハード

草根多量シルト　粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲａ－１０
ややハード

草根少量シルト　やや粗黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅲａ－１１
ソフト
シルト　粗　ソフト（Ｍ～Ｍ ''　Ⅲａ－１と同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲａ－１２
シルト　やや粗玉砂利微量　基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲｂ－１
ややソフト
シルト　やや粗玉砂利　基盤礫少量暗褐色１０ＹＲ３／３・Ⅲｂ－２
ややソフト５～６㎝大礫×１　３／４

炭粒微量シルト　やや密１５㎝大礫×１黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅲｂ－３
ソフト
シルト　粗５㎝大礫多量褐色１０ＹＲ４／４Ⅲｂ－４
ややソフト
シルト　やや密褐色１０ＹＲ４／６Ⅲｂ－５
ソフト
シルト　粗　ソフト５㎝大礫中量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅲｂ－６

褐色
シルト　やや粗（Ｍ～Ｍ ''　Ⅲｂ－７と同じ）暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅲｂ－７
極ソフト
シルト　粗玉砂利中量　基盤礫少量褐色１０ＹＲ４／４１盛土
ハード（Ｍ～Ｍ ''　盛土１と同じ）

木の根多量シルト　極粗暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
ソフト
シルト　密０．５～２㎝大玉砂利多量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱａ－１
ハード（Ｏ～Ｏ' Ⅱａ－１と同じ）　褐色
シルト　密０．３～１．５㎝大玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱａ－２
ややハード褐色

木の根中量シルト　やや粗５㎜大玉砂利にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅱａ－３
ややソフト褐色
シルト　やや密１㎝大玉砂利少量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱｂ－１
ハード
シルト　密１５～３０㎝大礫×３褐色１０ＹＲ４／４Ⅱｂ－２
ハード（Ｏ～Ｏ' Ⅱｂ－１と同じ）にぶい黄

木の根多量シルト　密（Ｏ～Ｏ' Ⅱｃ－２と同じ）褐色１０ＹＲ５／４Ⅱｃ－１
ハードにぶい黄
シルト　粗３～５㎜大玉砂利・基盤礫多量褐色１０ＹＲ５／４Ⅱｃ－２
ややソフトＫｏ－ｄ少量にぶい黄
シルト　粗５㎜大玉砂利・基盤礫中量褐色１０ＹＲ５／４Ⅱｃ－３
ややハードにぶい黄
シルト　粗１０㎝大礫×３褐色１０ＹＲ５／４Ⅱｃ－４
ハードにぶい黄
シルト　粗０．５～１㎝大基盤礫中量褐色１０ＹＲ５／４Ⅱｃ－５
ややハード
シルト　粗５㎜大玉砂利中量褐色１０ＹＲ４／６Ⅲａ－１
ややハード

木の根少量シルト　やや密（Ｏ～Ｏ'　Ⅲａ－１と同じ）褐色１０ＹＲ４／６Ⅲａ－２
ハード
シルト　粗０．５～１㎝大玉砂利少量黄褐色１０ＹＲ５／６Ⅲｂ－１
ややソフト下部５㎝大礫×３
粘質土　粗１．５㎝大玉砂利褐色１０ＹＲ４／６１
ハード５㎝大基盤礫少量

表４１　土壙９土層観察表

シルト褐色１０ＹＲ４／４１土壙９
ややハード（棺内）
シルト３～５㎝大礫少量褐色１０ＹＲ４／４２
ややハード

炭粒少量シルト褐色１０ＹＲ４／４３
ややハード
シルト　ソフトにぶい黄１０ＹＲ４／３４

褐色
シルトにぶい黄１０ＹＲ４／３５
ややハード褐色
シルト２～３㎝大玉砂利少量にぶい黄１０ＹＲ４／３６
ややハード褐色
シルト黒褐色１０ＹＲ３／２７
ややソフト
シルト　ソフト黒褐色１０ＹＲ３／２８

表４２　荒神堂石積み土層観察表

シルト　ややソフト玉砂利多量黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅰ－１
シルト　ややソフト玉砂利多量褐色１０ＹＲ４／４Ⅱ－１

表４０　荒神堂周辺調査区　荒神堂階段土層観察表（Ｒ～Ｒ ''）
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　遺物は、総計１，５９１点で勝山館に併行する以外に

縄文・江戸時代のものが出土している。

　各時期の遺物の内訳は、勝山館併行が１，１０３点

（中世土器・陶磁器５０３点、鉄製品１４４点、銅製品７３

点、鉛製品１点、鍛冶関連遺物１２８点、石製品２４点、

土製品２３点、骨角器１６点、木製品５点、自然遺物１８６

点）である。

　その他、縄文時代が２１５点（縄文土器１５５点・石器

６０点）、江戸時代が２７３点（陶磁器４７点、鉄製品１０４

点、銅製品４７点、木製品１１点、石製品１点、自然遺

物６３点）である。

　以下、時期別に出土遺物の概要を述べる。

勝山館併行期

ａ．陶磁器・土師器（２０図－１～２８、２１図－１～７

　ＰＬ２９－１～２１）

　陶磁器・土師器は、破片数で５０３点、個体数で

１４．４１個体が出土している。出土した陶磁器は、勝

山館が機能していた１５世紀中頃～１６世紀末頃の年代

観を示すものである。

　遺物の集計は破片数について接合前の破片数で行

い、個体数の算出については口縁部計測法を行った。

　なお、口縁部計測法は宇野隆夫氏の方法を参考と

している（宇野１９８１・１９９２）。

　貿易陶磁は、青磁、白磁、染付、赤絵、朝鮮で構

成され、破片数で全体の５８．４％を占める。その中で

も染付、白磁が大半を占め、青磁の比率が少ない。

　国産陶磁は、瀬戸・美濃、珠洲、越前、唐津で構

成され、破片数で４１．６％を占める。その中でも瀬戸・

美濃製品が大半を占めている。

　貿易陶磁と国産陶磁の比率は、破片数と個体数で

貿易陶磁が国産陶磁より高い値を示している。

　かわらけは、てづくね成形のものが出土している。

青磁（２０図－１～４、ＰＬ２９－１～４）

　碗（Ｂ４・Ｅ類）・皿・盤が出土している。

　碗Ｂ４類は、外面に山形の線描連弁文を施すもの

が出土している。

　皿は、腰折皿と稜花皿が出土しており、稜花皿が

圧倒的に多い。

　盤は、内外面の胴部にソギを施すものや口縁部に

劃線を施すものがみられた。

白磁（２０図－５～８、ＰＬ２９－５～８）

　器種は、碗・皿・坏が出土している。皿は、Ｄ群

の丸皿・八角坏とＥ群の端反皿・反皿・丸皿が出土

している。

　Ｄ群の丸皿は、外面の高台が露胎し、平高台のも

のと切高台のものが出土している。

染付（２０図－９～２１）

　器種は、碗・皿・坏が出土している。

　碗は、端反碗のＢ群、Ｂ ･Ｃ群、Ｃ群、Ｅ群が出

土し、破片数でＣ群が全体の７割以上を占めている。

　碗Ｂ群は、口縁部が外反し、外面胴部に人馬や昆

虫を施すものがみつかっている。

　碗Ｃ群は、外面に芭蕉葉文・列点文・アラベスク

等や見込に蓮花等を施しているものがみられた。

　碗Ｅ群は、口縁部に圏線を施すものが出土してい

る。

　皿は、端反皿Ｂ１群、碁笥底皿Ｃ群、丸皿Ｅ群が

出土している。皿Ｂ１群は、外面胴部に牡丹唐草を

施すものがみられた。見込は玉取獅子や十字花文を

施すものが確認された。

　皿Ｃ群では、外面の胴部に芭蕉葉文、梵字状の文

様や無文のものがみつかっている。見込には寿文、

魚藻文を施すものがみられた。

　Ｅ群は、内面口縁部に四方襷が施されるものが確

認されている。

　坏は端反るタイプがみられ、内面口縁部に四方襷

を施すものが出土している。

　また、群不明とした中には底部から口縁部にかけ

て外反し、外面が青磁釉・内面に染付を施すものが

みられた。

赤絵（２０図－２２）

　唐草文様を施した端反碗が出土している。

朝鮮（２１図－１、ＰＬ２９－１５）

　外面に砂と思われる粒が付着した壷が出土してい

　る。

瀬戸・美濃鉄釉（２０図－２３～２６、ＰＬ２９－９～１２）

　古瀬戸段階の腰折皿、大窯段階の天目茶碗が出土

している。

　天目茶碗は、大窯第１段階のものを中心に大窯第

３段階の製品までが出土している。

瀬戸・美濃灰釉（２０図－２７・２８、２１図－２～４、ＰＬ

２９－１３・１４・１６～１８）器種は、碗・皿・香炉が出土

している。

　丸碗は、外面に線描蓮弁文を施すタイプとそうで

������
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ない２つが出土している。

　皿は、大窯第１段階～２段階の１５世紀末～１６世紀

中頃の製品がみられた。出土した器種は、端反皿が

大半を占め、その他反り皿、丸皿などがみつかって

いる。

珠洲

　器種は、胴部破片で擂鉢が出土している。

越前（２１図－５～７、ＰＬ２９－１９～２１）

　器種は、甕・擂鉢が出土している。甕は、大甕の

破片と思われる。

　擂鉢は、口縁部が内傾する､ 群相当のものが大半

を占めている。

ｂ．鉄製品（２１図－８～１３・１５～２１・２３～２５、ＰＬ

２９－２２～２５、ＰＬ３０－２・４～１２）

　鎹・釘・小札・小柄・鍋・鎌等が出土している。

　鍋は、吊耳や注口が付くもの、その他に丸型の湯

口も出土している。

ｃ．銅製品（２２図－１２～２７、２３図－１・２・６・８～

２０、２４図－５～８、ＰＬ３０－２５～２７、ＰＬ３１－１～１４・

１８・２０～３２・４１～４４、ＰＬ６－７）

　器種は、目貫・小柄・銭他が出土している。

　銭の銭種は、開元通寳２点、祥符元寳１点、天橲

通寳１点、天聖元寳２点、皇宋通寳２点、熈寧元寳

１点、元豊通寳６点、元祐通寳２点、紹聖元寳１点、

洪武通寳４点、永樂通寳１点、無文銭２３点、輪銭１４

点、判読不明８点が出土している。

ｄ．鉛製品（２２図－１５、ＰＬ３０図－２７）

　器種は、鉄砲玉状の球形の製品が出土している。

また、肉眼による判別で色調などから鉛製品とした

が、分析等で材質を明らかにしたい。

ｅ．鍛冶関連遺物（ＰＬ３２－１～５）

　鉄滓・不明溶解物・坩堝が出土している。

　鉄滓の総重量は９２３８．３ｇで、半球状の椀形のもの

などが多数みられた。不明溶解物の総重量は、

４０６．０ｇである。

ｆ．木製品（２４図－２５～２９、ＰＬ６－１２）

　数珠玉が出土している。中世火葬施設から出土し

た数珠玉は、幅５㎜ 前後で厚みがみられる。

ｇ．石製品（２４図－２２・２３、ＰＬ３２－１７・１８）

　砥石・硯・数珠玉が出土している。砥石は、中砥・

仕上げ砥の２種類がみられた。硯は、裏面に線刻が

みられたが、文字として判読できなかった。

　数珠玉は、棗形を呈し、石質が水晶製と思われ、

近世土葬墓（土壙９）の副葬品と考えられる。

ｈ．土製品（２４図－１７～２１、ＰＬ３２－６～１０）

　羽口の他、円柱形をした土錘が出土している。法

量は、長さは約５㎝、外径約３．５㎝、内径約１．５㎝

のものが確認された。

ｉ．骨角器（２４図－１１～１６、ＰＬ３２－１１～１６）

　中柄、鏃、未成品と思われるものが出土している。

ｊ．自然遺物

　人骨及び魚骨・獣骨や貝の細片、炭化物などが出

土している。魚骨等の動物遺存体は、ほとんどが空

壕Ｃ南東側の魚骨層とした黒色土から出土したもの

である。

縄文時代

ａ．石器

　石鏃・スクレイパーなどが出土している。

ｂ．縄文土器

　前期後半～後期前葉の遺物が出土している。時期

別の遺物では、前期の円筒下層ｃ～ｄ相当が多く出

土している。

江戸時代

ａ．陶磁器

　１６世紀後半～幕末頃の年代観を示す肥前系陶磁器

Ⅲ期～Ⅴ期の製品が出土している。

ｂ．木製品（２４図－２５～２９、ＰＬ６－１２）

　数珠玉、棺材が出土している。近世土葬墓の土壙

９から出土したものは、扁平な製品である。

　棺材は、棺の底面に使用された材が出土している。

ｃ．鉄製品（２１図－１４・２２、２２図－１～１１、ＰＬ３０

　－１・３・１３～２３）

　釘・釣針・銭が出土している。銭の銭種は、箱館

通寳１点が確認された。

ｄ．銅製品（２３図－３～５・７・２１～２４、２４図－１

　～４・９・１０、ＰＬ３１－１５～１７・１９・３３～４０・４５・４６、

　ＰＬ６－８・９）

　寛永通寳（１期１７点・２期９点・３期１９点・四文

銭２点）が出土している。
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整　理　№備                                 考器　種種　類層　位遺　構グリッドＰＬ　№図版№
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－１２０直口碗　龍泉窯系　Ｅ類　外面－胴部スス付着　口径１３．８㎝碗青磁覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１２０図－１
接合№　４５４６稜花皿　内面－口縁部劃花文　口径１２．５㎝皿青磁Ⅱ１０Ｉ２ＰＬ２９－２２０図－２
接合№６　１０稜花皿　内面－口縁部劃花文　見込露胎　高台裏露胎皿青磁覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－３２０図－３

口径１１．８×器高３．２×底径５．４㎝
０９Ｋ３１０Ｊ１８ⅡＥ－２腰折皿　口径１０．６㎝皿青磁Ⅱ１０Ｊ１８ＰＬ２９－４２０図－４
０９Ｋ３表採Ｅ－７４端反碗　Ｅ群碗白磁表採ＰＬ２９－５２０図－５
０９Ｋ３１０Ｉ２ⅡＥ－５反皿　Ｅ群　口径１２．０×器高２．３×底径６．７㎝皿白磁Ⅱ１０Ｉ２ＰＬ２９－６２０図－６
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－５３端反皿　Ｅ群　高台砂付着　口径１１．６×器高２．７×底径６．４㎝皿白磁覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－７２０図－７
０９Ｋ３表採Ｅ－８９丸皿　Ｅ群　口径１０㎝皿白磁表採ＰＬ２９－８２０図－８
０９Ｋ３１１Ｉ３空ＣＥ－４２蓮子碗　Ｃ群　外面－口縁部圏線２条　胴部丸三つ文　碗染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ３２０図－９

内面－口縁部圏線２条　口径１４．０㎝
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－１３９蓮子碗　Ｃ群　外面－口縁部波濤文　胴部アラベスク碗染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ４２０図－１０

内面－口縁部圏線１条　口径１２．６㎝
０９Ｋ３１０Ｉ９０８溝４Ｅ－５７蓮子碗　Ｃ群　外面－口縁部波濤文　内面－口縁部圏線１条碗染付覆土０８溝４１０Ｉ９２０図－１１

口径１４．８㎝
接合№　３７０３端反皿　Ｂ１群　外面－胴部牡丹唐草文　腰部圏線３条皿染付表採１１Ｉ４２０図－１２

見込圏線２条「獅子」　底径９．６㎝
０９Ｋ３１０Ｉ２０表採Ｅ－６端反皿　Ｂ１群　外面－口縁部圏線２条　胴部牡丹唐草文皿染付表採１０Ｉ２０２０図－１３

内面－口縁部四方襷　見込四方襷
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－９３Ｃ群　外面－口縁部波濤文　胴部芭蕉葉文　内面－口縁部圏線１条皿染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ４２０図－１４

内面－口縁部圏線１条　胴部○文見込圏線２条　外面胴部擦痕有
０９Ｋ３１１Ｉ９空ＣＥ－３２Ｃ群　外面－口縁部圏線１条　胴部梵字文　腰部圏線１条皿染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ９２０図－１５

内面－口縁部圏線１条　見込圏線１条　口径１０．９㎝
接合№　４５５２Ｃ群　外面－口縁部圏線１条　胴部梵字文　圏線１条皿染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ４２０図－１６

内面－口縁部圏線１条　見込　圏線１条「寿」　口縁部煤付着　
高台碁笥底　口径１１．２×器高３．１×底径４．２㎝

０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－９１Ｃ群　外面－胴部梵字文　腰部圏線１条　見込圏線１条　「寿」皿染付覆土空壕Ｃ１１Ｉ４２０図－１７
高台碁笥底　底径４．０㎝

接合№　４５９９Ｃ群　外面－口縁部波濤文　胴部芭蕉葉文　内面－口縁部圏線１条皿染付表採１０Ｊ１９２０図－１８
胴部圏線１条見込菊花　高台碁笥底　口径９．４×器高２．５×底径３．２㎝

０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－１９端反皿　群不明　外面－口縁部圏線１条皿染付覆土空壕Ｃ２０図－１９
内面－口縁部圏線１条　胴部圏線１条　口径１０．８㎝１１Ｉ４

０９Ｋ３１１Ｉ４ＣＥ－７１端反坏　外面－口縁部圏線１条　胴部唐草文坏染付覆土空壕Ｃ２０図－２０
内面－口縁部四方襷　口径６．８㎝１１Ｉ４

０９Ｋ３表採Ｅ－５５端反坏　外面－口縁部圏線２条　胴部唐草文　内面－口縁部圏線１条坏染付表採２０図－２１
接合№　４５４７端反碗　外面－口縁部圏線１条　胴部牡丹唐草文碗赤絵Ⅲ１０Ｉ７２０図－２２

内面－口縁部圏線２条　見込圏線２条　口径１４．４㎝
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－７７天目茶碗　大窯第２段階　口径１２．４㎝碗鉄釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－９２０図－２３
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－７４天目茶碗　大窯第２段階　口径１１．８㎝碗鉄釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１０２０図－２４
０９Ｋ３１１Ｉ３空ＣＥ－２５腰折皿　後､ 新段階　口径１１．４㎝皿鉄釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ３ＰＬ２９－１１２０図－２５
接合№　４５５８腰折皿　後､ 新段階　外面－胴部下スス付着　口径１１．８㎝皿鉄釉覆土土壙５１０Ｉ７ＰＬ２９－１２２０図－２６
接合№　４５９７丸碗Ａ　大窯第１段階前半　外面－胴部剣先連弁文碗灰釉表採ＰＬ２９－１３２０図－２７
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－１２２２次被熱　大窯第１段階　口径１１．４㎝碗灰釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１４２０図－２８
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－１３７２次被熱　内、外ともスス付着　口径１０．９㎝壺朝鮮覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１５２１図－１
接合№　４５３２丸皿　大窯第２段階　口縁煤付着　見込印花　口径１１．１㎝皿灰釉Ⅲ６Ｊ２０ＰＬ２９－１６２１図－２
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－２８丸皿　２次被熱　大窯第２段階　見込菊花皿灰釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１７２１図－３

口径９．３×器高２．７×底径４．６㎝
接合№　４５８３端反皿　大窯第１段階　見込菊花　口径１１．２×器高２．６５×底径５．９㎝皿灰釉覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－１８２１図－４
０９Ｋ３１０Ｉ１９ⅠＥ－５Ⅳ群ａ擂鉢越前Ⅰ１０Ｉ１９ＰＬ２９－１９２１図－５
接合№　４５４１Ⅳ群ｂ　卸目９条擂鉢越前覆土空壕Ｃ１０Ｊ１８ＰＬ２９－２０２１図－６
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＥ－３８Ⅳ群ｂ　卸目９条　口径３４．８㎝擂鉢越前覆土１１Ｉ４ＰＬ２９－２１２１図－７
０９Ｋ３７Ｈ１６ⅢＭ－１長さ１７．１５×幅２．８６×厚さ０．４㎝　重量２９．０ｇ刃物類鉄製品Ⅲ７Ｈ１６ＰＬ２９－２２２１図－８
０９Ｋ３７Ｈ１６ⅡＭ－２長さ１２．０８×幅１．８９×厚さ０．３７㎝　重量２０．３ｇ刃物類鉄製品Ⅱ７Ｈ１６ＰＬ２９－２３２１図－９
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－７４長さ２１．８５×幅１．５×厚さ０．１～０．５㎝　重量５５．７ｇ小柄鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－２６２１図－１０
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－８長さ（１９）×幅３．０３×厚さ０．３５㎝　重量６０．８ｇ鎌鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－２７２１図－１１
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－７３吊耳　長さ５．８３×幅６．０５×厚さ０．６２㎝　重量７９．３ｇ鍋鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－２４２１図－１２
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－４０吊耳　長さ３．５８×幅８．１６×厚さ１．２２㎝　重量８６．２ｇ鍋鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ２９－２５２１図－１３
０９Ｋ３１０Ｉ７土壙５Ｍ－９長さ６．７５×幅０．４×厚さ０．４㎝　重量４．５ｇ釣針鉄製品覆土土壙５１０Ｉ７ＰＬ３０－３２１図－１４
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－８３長さ１１．８×幅０．７×厚さ０．６２㎝　重量２１．１ｇ鉤鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３０－４２１図－１５
０９Ｋ３１０Ｉ７ⅢＭ－７本小札（１３穴）　長さ５．７４×幅１．７９×厚さ０．３８㎝　重量７．１ｇ小札鉄製品Ⅲ１０Ｉ７ＰＬ３０－７２１図－１６
０９Ｋ３１０Ｉ７ⅢＭ－２本小札（１３穴）　長さ５．８×幅１．７×厚さ０．１２㎝　重量６．３ｇ小札鉄製品Ⅲ１０Ｉ７ＰＬ３０－８２１図－１７
０９Ｋ３１０Ｉ７ⅢＭ－１本小札（１３穴）　長さ５．７５×幅１．６５×厚さ０．１５㎝　重量６．２ｇ小札鉄製品Ⅲ１０Ｉ７ＰＬ３０－９２１図－１８
０９Ｋ３１０Ｉ２ⅢＭ－１本小札（１３穴）　長さ５．７×幅１．７×厚さ０．２㎝　重量５．８ｇ小札鉄製品Ⅲ１０Ｉ２ＰＬ３０－１０２１図－１９
０９Ｋ３１０Ｉ１２ⅡＭ－１伊予札（１４穴）　長さ５．７×幅２．０５×厚さ０．１５㎝　重量９．７ｇ小札鉄製品Ⅱ１０Ｉ１２ＰＬ３０－１１２１図－２０
０９Ｋ３１１Ｉ９空ＣＭ－７２三つ目札（端中込札耳札）小札鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ９ＰＬ３０－１２２１図－２１

長さ（６．５～６．７）×幅３０．９×厚さ（０．９～１．２）㎝　重量２２０．５ｇ
０９Ｋ３１０Ｉ７土壙１Ｍ－１馬具（左側）　長さ１３．２３×幅（３．５１～９．８８）×厚さ０．６５㎝面懸鉄製品覆土土壙１１０Ｉ７ＰＬ３０－１２１図－２２

重量７９．８ｇ
０９Ｋ３７Ｉ１１溝２Ｍ－１長さ８．４５×幅１．７×厚さ１．４９㎝　重量３２．７ｇ鏃鉄製品覆土溝２７Ｉ１１ＰＬ３０－２２１図－２３
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－５８口縁部　長さ（２．７）×幅（４．４７）×厚さ（０．５～０．５８）㎝　重量１６．２ｇ茶釜鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３０－５２１図－２４
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＭ－４８口縁部　口径４３㎝　長さ（８．０５）×幅（１１．４）×厚さ０．３５㎝鍋鉄製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３０－６２１図－２５

重量１８１．９ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１８底面南西角　棺材付着　長さ６．９９×幅０．９３×厚さ０．７㎝　和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６ＰＬ３０－１３２２図－１
①・②長さ４．３×幅１．０８×厚さ０．６２㎝　重量１２．２ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１５　①棺材付着　西角釘（上）　長さ７．１５×幅０．５×厚さ０．６㎝　重量５．０ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３０－１４２２図－２

表４３　勝山館跡　出土遺物観察表
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整　理　№備                                 考器　種種　類層　位遺　構グリッドＰＬ　№図版№
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１３棺材付着　底面頭下　長さ５．５４×幅０．５×厚さ０．４１㎝　重量３．７ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６ＰＬ３０－１５２２図－３
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１２棺材付着　頭下　長さ５．６２×幅０．６３×厚さ０．４６㎝　重量１．９ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３０－１６２２図－４
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１６棺材付着　底面頭下　長さ５．１×幅０．４１×厚さ０．４２㎝　重量３．３ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３０－１７２２図－５
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１５②棺材付着　西角釘（中）　長さ６．４×幅０．５８×厚さ０．６３㎝　重量４．３ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３０－１８２２図－６
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｍ－１５③・④棺材付着　西角釘（下）　長さ４．７５×幅０．５×厚さ０．４４㎝　重量４．２ｇ和釘鉄製品棺内覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３０－１９２２図－７
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｍ－１４②棺材付着　東角釘（下）　長さ５．９×幅０．４×厚さ０．４㎝　重量２．０ｇ和釘鉄製品棺内覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３０－２０２２図－８
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｍ－１４①棺材付着　東角釘（上）　長さ６．２５×幅０．４５×厚さ０．４５㎝　重量２．０ｇ和釘鉄製品棺内覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３０－２１２２図－９
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｍ－１６棺材付着　底面南角釘　長さ５．７５×幅０．５５×厚さ０．５㎝　重量１．５ｇ和釘鉄製品棺内覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３０－２２２２図－１０
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｍ－１２底面西角釘　長さ４．３５×幅０．３５×厚さ０．４㎝　重量２．７ｇ和釘鉄製品棺内覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３０－２３２２図－１１
０９Ｋ３１０Ｉ７ⅢＣｕ－１木片付　長さ３．１×幅４．７５×厚さ０．０５㎝　重量５．９ｇ柄頭・鐺銅製品Ⅲ１０Ｉ７ＰＬ３０－２５２２図－１２
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＣｕ－３長さ１．３×幅３．１５×厚さ０．２５㎝　重量５．８ｇ目貫銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３０－２６２２図－１３
０９Ｋ３１１Ｉ３空ＣＣｕ－２長さ９．６×幅１．６５×厚さ５．５㎝　重量１８．６ｇ小柄銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ３ＰＬ３０－２４２２図－１４
０９Ｋ３７Ｈ１６Ⅲ鉛玉－１長さ１．２×幅１．３×厚さ１．２㎝　重量８．３ｇ玉鉛製品Ⅲ７Ｈ１６ＰＬ３０－２７２２図－１５
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－５紹聖元寳（篆書）　銭径２．３９（２．４）×内径１．８３（１．９）㎝　量目３．０ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－１２２図－１６
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－４洪武通寳　銭径２．２２（２．２）×内径１．７４（１．８５）㎝　量目２．３ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－２２２図－１７
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－６永樂通寳　量目１．１ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－３２２図－１８
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９③無文銭　銭径２．０８（２．１１）㎝　量目１．８ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－４２２図－１９
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９②無文銭　銭径１．９２（１．９１）㎝　量目０．８ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－５２２図－２０
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９④無文銭　銭径１．９７（１．９９）㎝　量目１．２ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－６２２図－２１
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９⑦無文銭　銭径１．９４（１．９２）㎝　量目０．８ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－７２２図－２２
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９⑤無文銭　銭径１．８８（１．９１）㎝　量目０．９ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－８２２図－２３
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９⑧無文銭　銭径１．９２（１．９３）㎝　量目０．９ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－９２２図－２４
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９①無文銭　銭径１．８８（１．８８）㎝　量目０．８ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－１０２２図－２５
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－１０無文銭　銭径１．９４（１．９６）㎝　量目０．８ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－１１２２図－２６
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－９⑥無文銭　銭径１．９２（１．９５）㎝　量目０．９ｇ　銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－１２２２図－２７
０９Ｋ３１１Ｉ３空Ｃ表採Ｚ－９無文銭　銭径１．９３（１．９１）㎝　量目０．８ｇ　銭銅製品表採空壕Ｃ１１Ｉ３ＰＬ３１－１３２３図－１
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＺ－８無文銭　銭径１．９１（１．９１）㎝　量目０．８ｇ銭銅製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３１－１４２３図－２
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－１寛永通寳１期　銭径２．４２（２．３６）×内径１．８４（１．８）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ２ＰＬ３１－１５２３図－３
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－２寛永通寳１期　銭径２．４７（２．４７）×内径１．９９（１．９６）㎝　量目２．４ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ２ＰＬ３１－１６２３図－４
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－６寛永通寳１期　銭径２．４６（２．４５）×内径１．９７（１．９２）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ７ＰＬ３１－１７２３図－５
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－３寛永通寳１期　銭径２．４３（２．４３）×内径１．９８（１．９１）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ７ＰＬ６－８

下段左
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－４寛永通寳１期　銭径２．５（２．５）×内径２．０１（１．９８）㎝　量目１．３ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ７ＰＬ６－８

下段中央
０９Ｋ３１０Ｉ２土壙８Ｚ－５寛永通寳１期　銭径（２．４８）×内径（２．０２）㎝　量目０．６ｇ銭銅製品底面土壙８１０Ｉ７ＰＬ６－８

下段右
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｚ－２①元豊通寳（篆書）　銭径２．４３（２．５１）×内径２．０２（２．０１）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品底面土壙９８Ｈ２ＰＬ３１－１８２３図－６
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｚ－２②寛永通寳１期　銭径２．４５（２．４５）×内径１．９６（１．９５）㎝　量目３．２ｇ銭銅製品底面土壙９８Ｈ２ＰＬ３１－１９２３図－７
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｚ－２③寛永通寳１期　銭径２．４４（２．５）×内径１．９１（１．９１）㎝　量目１．３ｇ銭銅製品底面土壙９８Ｈ２ＰＬ６－９

上段中央
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｚ－２④寛永通寳１期　銭径２．４８（２．５２）×内径２．０２（２．０３）㎝　量目１．６ｇ銭銅製品底面土壙９８Ｈ２ＰＬ６－９

下段左
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－７開元通寳（隷書）　銭径２．４７（２．４７）×内径２．１０（２．１２）㎝　量目２．３ｇ銭銅製品覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２０２３図－８

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－９皇宋通寳（真書）　銭径２．４９（２．４６）×内径２．０（１．９７）㎝　量目３．１ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２１２３図－９

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－１３元豊通寳（行書）　銭径２．３７（２．３８）×内径１．８５（１．８５）㎝　量目２．５ｇ銭銅製品覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２２２３図－１０

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－１無文銭　銭径１．９２（１．９１）㎝　量目０．５ｇ銭銅製品覆土０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２３２３図－１１

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－１２輪銭　銭径１．７６（１．７８）㎝　量目０．３ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２４２３図－１２

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－２輪銭　銭径１．６４（１．６７）㎝　量目０．３ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２５２３図－１３

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－４輪銭　銭径１．６７（１．６９）㎝　量目０．３ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２６２３図－１４

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－１０輪銭　銭径１．４９（１．４２）㎝　量目０．３ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２７２３図－１５

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ４０８土壙１６Ｚ－８輪銭　銭径１．７２（１．７３）㎝　量目０．７ｇ銭銅製品底面０８土壙１６１１Ｉ４ＰＬ３１－２８２３図－１６

ＰＬ６－７
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－２４皇宋通寳（真書）　銭径２．４３（２．４６）×内径１．９（１．９２）㎝　量目２．１ｇ銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－２９２３図－１７
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－１０熈寧元寳（真書）　銭径２．３７（２．３９）×内径１．９１（１．９１）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３０２３図－１８
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－３元豊通寳（篆書）　銭径２．４９（２．４８）×内径１．７９（１．７９）㎝　量目３．０ｇ銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３１２３図－１９
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－１３元豊通寳（篆書）　銭径２．４（２．４１）×内径２．０３（１．９８）㎝　量目３．１ｇ銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３２２３図－２０
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－２０寛永通寳２期　裏文　銭径２．５３（２．５２）×内径１．９６（１．９７）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３３２３図－２１

量目３．１ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－２１寛永通寳２期　裏文　銭径２．５５（２．５４）×内径２．０２（２．０２）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３４２３図－２２

量目３．６ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－１１寛永通寳３期　裏元　銭径２．２１（２．２２）×内径１．７１（１．６９）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３５２３図－２３

量目２．０ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－９寛永通寳３期　裏元　銭径２．２６（２．２６）×内径１．７８（１．７５）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３６２３図－２４

量目２．３ｇ
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－１２寛永通寳３期　裏長　銭径２．３３（２．３２）×内径１．９５（１．９２）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３７２４図－１

量目２．４ｇ
０９Ｋ３１１Ｊ１００８溝３Ｚ－１寛永通寳３期　銭径２．２２（２．２８）×内径１．８３（１．７６）㎝　量目１．２ｇ銭銅製品覆土０８溝３１１Ｊ１０ＰＬ３１－３８２４図－２
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－１８寛永通寳　四文銭　裏波　銭径２．８３（２．８３）×内径２．１７（２．１）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－３９２４図－３

量目３．９ｇ
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整　理　№備                                 考器　種種　類層　位遺　構グリッドＰＬ　№図版№
０９Ｋ３１１Ｉ１０８溝３Ｚ－２寛永通寳　四文銭　裏波　銭径２．８３（２．８３）×内径２．１（２．０７）㎝銭銅製品覆土０８溝３１１Ｉ１ＰＬ３１－４０２４図－４

量目３．８ｇ
０９Ｋ３１０Ｉ２３０８溝４Ｚ－２祥符元寳　銭径２．４３（２．３９）×内径１．８８（１．８２）㎝　量目２．２ｇ銭銅製品覆土０８溝４１０Ｉ２３ＰＬ３１－４１２４図－５
０９Ｋ３表採Ｚ－６天橲通寳　銭径２．３４（２．３４）×内径１．８９（１．８８）㎝　量目２．９ｇ銭銅製品表採ＰＬ３１－４２２４図－６
０９Ｋ３０８トレンチ３表採Ｚ－４天聖元寳（真書）　銭径２．５１（２．６５）×内径２．０２（２．０）㎝　量目３．８ｇ銭銅製品表採ＰＬ３１－４３２４図－７
０９Ｋ３０８トレンチ３表採Ｚ－７無文銭　銭径１．９５（１．８８）㎝　量目０．７ｇ銭銅製品表採ＰＬ３１－４４２４図－８
０９Ｋ３８Ｈ２ⅡＺ－３寛永通寳Ⅲ期　銭径２．４４（２．４４）×内径１．９５（１．９３）㎝　量目３．２ｇ銭銅製品Ⅱ８Ｈ２ＰＬ３１－４５２４図－９
０９Ｋ３７Ｈ１６表採Ｚ－３寛永通寳Ⅲ期　銭径２．４５（２．４５）×内径１．９７（１．９４）㎝　量目３．２ｇ銭銅製品表採７Ｈ１６ＰＬ３１－４６２４図－１０
０９Ｋ３１１Ｉ４空Ｃスラッグ－２１椀型滓　長さ１２．４×幅９．１２×厚さ４．７５㎝　重量５８８．４ｇ鉄滓鍛冶関連覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１

遺物
０９Ｋ３１１Ｉ４空Ｃスラッグ－４８椀型滓　長さ１０．０８×幅７．４１×厚さ６．１５㎝　重量３５１．７ｇ鉄滓鍛冶関連覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－２

遺物
０９Ｋ３１１Ｉ４空Ｃスラッグ－２５椀型滓　長さ１１．１５×幅１０．５×厚さ２．９７㎝　重量４２４．１ｇ鉄滓鍛冶関連覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－３

遺物
０９Ｋ３７Ｊ１５Ⅲスラッグ－１椀型滓　長さ１０．２８×幅８．８×厚さ２．３９㎝　重量２２６．２ｇ鉄滓鍛冶関連Ⅲ７Ｊ１５ＰＬ３２－４

遺物
０９Ｋ３１１Ｉ３空Ｃスラッグ－４７椀型滓　長さ１４．２２×幅１０．０６×厚さ８．０６㎝　重量１２１３．５ｇ鉄滓鍛冶関連覆土空壕Ｃ１１Ｉ３ＰＬ３２－５

遺物
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＢ－２長さ９．３×幅２．１×厚さ０．７㎝鏃骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１１２４図－１１
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＢ－３長さ９．９×幅０．９×厚さ０．７５㎝中柄骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１２２４図－１２
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＢ－６長さ１１．５５×幅０．９×厚さ０．８５㎝中柄骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１３２４図－１３
０９Ｋ３１１Ｉ９空ＣＢ－５長さ１３．４×幅０．９×厚さ０．６㎝中柄骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ９ＰＬ３２－１４２４図－１４
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＢ－１長さ１３．８×幅１．０×厚さ０．５㎝中柄骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１５２４図－１５
０９Ｋ３１１Ｉ９空ＣＢ－７長さ１５．５×幅１．０×厚さ０．４５㎝中柄骨角器覆土空壕Ｃ１１Ｉ９ＰＬ３２－１６２４図－１６
０９Ｋ３１１Ｉ４空Ｃ羽口－３長さ（６．６）×幅（７．５５）　重量１１６．３ｇ羽口土製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－６２４図－１７
０９Ｋ３１１Ｉ３表採羽口－２
０９Ｋ３１１Ｉ４空Ｃ坩堝－１口径９．４×器高２．４㎝　重量３５．３ｇ坩堝土製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－７２４図－１８
０９Ｋ３１０Ｉ７Ⅲ土錘－１長さ５．６３×幅３．７２×厚さ１．６㎝　重量７０．８ｇ土錘土製品Ⅲ１０Ｉ７ＰＬ３２－１０２４図－１９
０９Ｋ３１０Ｉ１９土錘－１長さ３．９６×幅３．０８×厚さ１．１１㎝　重量４３．５ｇ土錘土製品Ⅰ１０Ｉ１９ＰＬ３２－８２４図－２０
０９Ｋ３１１Ｉ３表採土錘－１長さ４．５４×幅３．１９×厚さ１．２１㎝　重量５０．８ｇ土錘土製品表採１１Ｉ３ＰＬ３２－９２４図－２１
０９Ｋ３１１Ｉ４空ＣＳ－５中砥　長さ（４．８３）×幅４．３×厚さ１．４２㎝　重量３４．３ｇ砥石石製品覆土空壕Ｃ１１Ｉ４ＰＬ３２－１７２４図－２２
０９Ｋ３７Ｉ１５ⅡＳ－１長さ９．１×幅４．５８×長さ１．１㎝　重量７０．５ｇ硯石製品Ⅱ７Ｉ１５ＰＬ３２－１８２４図－２３
０８Ｋ３８Ｈ２ⅠＳ－１
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｓ－１長さ１．０８×径（０．５～０．８５）㎝　重量１．０ｇ数珠玉水晶製品覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３２－１９２４図－２４
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｗ－３長さ０．７×幅０．５×厚さ０．１５㎝数珠玉木製品覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３２－２０２４図－２５
０９Ｋ３８Ｈ２土壙９Ｗ－２長さ０．６×幅０．８×厚さ０．１５㎝数珠玉木製品覆土土壙９８Ｈ２ＰＬ３２－２１２４図－２６
０９Ｋ３１０Ｉ３土壙６Ｗ－１長さ０．５２×幅０．６５×厚さ０．３５㎝数珠玉木製品覆土土壙６１０Ｉ３ＰＬ３２－２２２４図－２７
０９Ｋ３１０Ｉ３土壙６Ｗ－２長さ０．５２×幅０．６５×厚さ０．５㎝数珠玉木製品覆土土壙６１０Ｉ３ＰＬ３２－２３２４図－２８
０９Ｋ３１０Ｉ３土壙６Ｗ－３長さ０．５５×幅０．６５×厚さ０．５㎝数珠玉木製品覆土土壙６１０Ｉ３ＰＬ３２－２４２４図－２９
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表４４　勝山館跡　出土遺物集計表
破片数器　種種　類時期破片数器　種種　類時期
１６砥石石製品

勝

山

館

跡

併

行
期

２９３舶載陶磁器

勝　
　

山　
　

館　
　

跡　
　

併　
　

行　
　

期

１硯２０８国産
５礫石器２皿（かわらけ）土師器
２不明５０３小　　　計
２４小　　　計１鎹鉄製品
６土錘土製品３鎌
１７羽口１締金具
２３小　　　計５１釘
５漆木製品１鉤

１６９魚骨 ･獣骨他自然遺物１刀子
１７炭化物他１５小札
１８６小　　　計６小柄
１１０４合　　　計１茶釜
１０Ⅱ b群縄文土器

縄　

文　

時　

代

１包丁
１５Ⅲ a群１包・小柄
２Ⅲ b群４８鍋
１Ⅳ群 a類２火箸

１２７群不明２刃物
１５５小　　　計１鏃
５９剥片石器石器２釣針
１礫石器１鋏
６０小　　　計６不明
２１５合　　　計１４４小　　　　計
４７陶磁器

江　

戸　

時　

代

１目貫銅製品
９５釘鉄製品１小柄
１馬具１束頭 ･小尻
５小札２不明
１釣針６９銭
１鉤７４小　　　　計

１０３小　　　計１玉鉛製品
４７銭銅製品８４鉄滓鍛冶
２繊維木製品４３不明溶解物関連遺物
１板１坩堝
８数珠玉１２８小　　　　計
１１小　　　計１鏃骨角器
１数珠玉石製品１０中柄
６３人骨他自然遺物３不明
２７１合　　　計２未製品
１５９１総　　　計１６小　　　　計

表４５　中世土器・陶磁器　種類・器種別組成表（全体）

個　体　数破　片　数器　種種　類

０．２７１７碗青磁
０．７２１４皿
０．００２盤

［７．１％］１．０２［６．５％］３３小　　　計
０．０４１碗白磁
３．４２１０２皿
０．１０８坏

［２４．７％］３．５６［２２．１％］１１１小　　　計
０．８４４３碗染付
３．４６８８皿
０．２２２坏

［３１．２％］４．４９［２６．６％］１３３小　　　計
［０．５％］０．０７［３．０％］１５碗赤絵
［０．９％］０．１３［０．２％］１壺朝鮮

０．９２１１碗瀬戸・美濃鉄釉
０．２７３皿（窖窯）

［８．３％］１．１９［２．８％］１４小　　　計
０．２６２４碗（大窯）瀬戸・美濃灰釉
３．３５１２０皿（大窯）
０．００１香炉

［２５．０％］３．６１［２８．９％］１４５小　　　計
０．００［０．２％］１擂鉢珠洲
０．００２甕越前
０．３４４５擂鉢

［２．３％］０．３４［９．１％］４７小　　　計
０．００［０．２％］１皿唐津
０．００［０．４％］２皿土師器

［１００％］１４．４１［１００％］５０３総　　　計

個　体　数破　片　数分　　類器　種種　類
［０．０％］０．００［４．７％］２Ｂ群碗染付
［０．０％］０．００［２．３％］１Ｂ・Ｃ群
［９０．４％］０．７６［８１．３％］３７Ｃ群
［９．６％］０．０８［４．７％］２Ｅ群
［０．０％］０．００［７．０％］３群不明
［２５．６％］０．８８［４７．８％］４２Ｂ１　群皿
［３８．２％］１．３１［４４．４％］３７Ｃ群
［０．０％］０．００［１．１％］１Ｅ群
［３６．２％］１．２４［６．７％］６群不明

０．２２２坏
４．４９１３３小　　　　計

表４８　染付　器種・分類別組成表

個　体　数破　片　数分　　類器　種種　類
［０．０％］０．００［２．９％］３Ｄ群皿白磁
［１００％］３．４２［９７．１％］９９Ｅ群
［６０．０％］０．０６［３７．５％］３Ｅ群坏
［４０．０％］０．０４［６２．５％］５Ｄ群

０．０４１碗
３．５６１１１小　　　　計

表４７　白磁　器種・分類別組成表

表４６　青磁　器種・分類別組成表
個　体　数破　片　数分　　類器　種種　類
［１６．７％］０．０５［３５．３％］６龍泉窯系Ｂ４類碗青磁
［６３．３％］０．１９［１７．６％］３龍泉窯系Ｅ類
［２０．０％］０．０６［４７．１％］８龍泉窯系不明
［１３．９％］０．１０［７．２％］１腰折皿皿
［８６．１％］０．６２［９２．８％］１３稜花皿

０．００２龍泉窯系盤
１．０２３３小　　　　計

図１　中世土器・陶磁器　種類別組成比（破片数）

図２　中世土器・陶磁器　種類別組成比（個体数）
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　上ノ国町勝館山遺跡の平成２０年度および２１年度に

おこなわれた発掘調査において出土した人骨につい

て、保存状態と人類学的所見を記す（ＰＬ１－４・

５、１０）。人骨の時期は土壙により異なるが、中世

から近世であり、以下個別に記されるように、形態

学的観察が可能であった被葬者については、すべて

和人の特徴がみいだされた。保存状態の良好な人骨

については、その頭蓋と四肢骨について写真図版を

掲載した。推定された被葬者の年齢区分は、壮年が

２０－３９歳、熟年が４０－５９歳、老年が６０歳以上におお

むね相当する。

土壙２

　中世の可能性が考えられているが、確かな時期は

判明していない。埋葬様式も不明。乳臼歯と歯根が

形成されていない永久歯の歯冠が検出されている。

従って年齢は１歳～２歳と推定される。性別は不明

である。切歯は強いシャベル形を呈することから、

被葬者は和人と推定される。

土壙３（ＰＬ１１）

　江戸時代の土壙とされる。被葬者は仰臥屈葬の姿

勢で木棺墓に納められていた。人骨の保存状態は比

較的良好であり、頭蓋と四肢・体幹骨が残存する。

全体的に頭蓋と四肢ともにサイズはさほど大きくは

ないが、脳頭蓋は頑丈な形態を呈し、眉間の隆起や

額の傾斜、乳様突起の大きさは典型的な男性の特徴

を示している。頭蓋の主縫合の閉鎖は内面のみ完全

であり、また歯の咬耗が進行していることなどから、

被葬者の年齢は壮年後半に達していたと推定される。

顔面骨が復元できなかったので、その特徴を見いだ

すのは困難であったが、上顎切歯が強いシャベル形

を呈することから、被葬者は和人とみて差し支えな

い。以下に部位ごとの所見を記す。

頭蓋

　保存状態は、前頭骨、頭頂骨、側頭骨、頭蓋底の

左側の破損が著しく、復元できたのは主に右側のみ

であった。顔面頭蓋については、墓壙内では原形を

確認することができたが、非常にもろく、取り上げ

クリーニングの後は復元が困難であった。比較的良

好に残存するのは上顎骨の一部のみであった。下顎

は多くの部位が良好に残存するが、両側の下顎角と

左側の下顎枝の破損が著しい。

（前面観）前頭結節は弱が、眉間と眉弓は明瞭に隆

起し、鼻根部はやや陥凹する。前頭縫合鼻上痕跡は

認められない。前頭骨頬骨突起の張り出しは中程度。

眼窩上縁は外側下方にやや傾斜し、やや円みを呈す

る。眼窩上孔は左右ともにない。頬骨の横への張り

出しは中程度である。

（側面観）額の傾斜は強く男性的である。乳様突起

は大きい。外耳孔の形態は楕円形を呈する。側頭下

陵は明瞭である。

（後面観）外後頭隆起は明瞭であるが、さほど強く

隆起はしていない。上項線は明瞭である。下項線は

破損のため不明。項平面は粗く男性的である。

（上面観）矢状縫合、ラムダ縫合ともに、鍵歯の数

は中程度であり、走行はやや複雑である。これらの

縫合の癒合は内面のみ完全である。頭蓋最大長は

２００㎜ と大きく、長頭の傾向を示す。

１．上ノ国町勝館山遺跡における平成２０・２１年度出土人骨について

松村博文・松田律史・堀江由美（札幌医科大学）　　　　　

８／６／４３／／１２３４５６７／

８○６５４３２／／２３４５６７８

／：歯、歯槽ともに残存せず、　○：歯槽開放　歯は残存せず、Ｘ：歯槽閉鎖

��������
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（下顎骨）男性としては華奢である。オトガイ高は

低く、オトガイ隆起の発達も比較的弱い。オトガイ

三角もやや不明瞭であり、オトガイ結節は弱い。下

顎切痕はかなり深いが、角前切痕は浅い。下顎角は

やや外反する。左右ともに副オトガイ孔は認められ

ない。

（歯）残存する歯種は以下の歯式に示されるとおり

である。

　咬耗は第１大臼歯がブロカの３度で象牙質が大き

く露出している。そのほかの歯は２度弱である。右

下顎第２大臼歯は歯槽が閉鎖しつつあり、脱落して

間もないことがわかる。歯石およびカリエスは認め

られない。上顎中切歯は強いシャベル形を呈し、和

人の特徴を示す。

四肢骨

（上肢）鎖骨は右側の一部のみ残存するが、肩甲骨

は原形をとどめない。上腕骨は両側とも残存するが、

骨頭は欠損する。三角筋粗面は強く発達している。

橈骨は破損が著しく、左右の尺骨も近位の関節部が

残されているのみであった。手指の骨も一部が残存

するのみである。

（下肢）寛骨は腸骨の一部のみ保存されている。脛

骨、大腿骨、腓骨とも左右残存するが、両端が完全

に保存されている下肢長管骨はない。そのなかで右

の大腿骨と脛骨が多くの部位を維持している。大腿

骨粗線、殿筋粗面、脛骨ヒラメ筋線はよく発達して

いる。大腿骨と脛骨の骨幹はあまり例をみないほど

に内側への弯曲が強いのが特徴的である。左右足根

骨、足指の骨は良好に残存する。距骨には蹲踞面が

認められる。脛骨について左右の欠損部を補うこと

によって推定される全長は３６５㎜ である。藤井の身

長推定式を適用すると、推定身長は１６３．７㎝ となる。

体幹骨

　椎骨は頸椎がよく残っている。しかし椎体が完全

に近い形で保存されているのは１点のみであった。

胸椎も保存されている、腰椎は破損が著しい。残存

する椎体にリッピングは認められない。肋骨は部分

的に保存されている。

土壙５

　１６６８年以降の江戸時代の屈葬土壙とされる。右の

大腿骨、腓骨、脛骨および足の一部のみ検出されて

いる。大腿骨頭は大きく、その直径は４６㎜であり、

男性の平均的サイズに相当する。骨体も太く頑丈で

あることから、被葬者は成人男性の可能性が高い。

年齢は不明である。

土壙７（ＰＬ１１）

　時期は１６４０年以前の中世から近世初頭とされる。

埋葬様式は側臥屈葬の木棺墓である。保存状態は良

くはないが、頭蓋と四肢・体幹骨の一部が残存する。

歯の咬耗が２度程度まで進行していることから、年

齢は壮年後半、大腿骨の骨頭径の大きさから性別は

男性と推定される。顔面形態の特徴と強いシャベル

形切歯を有することから、被葬者は和人とみなして

よい。

頭蓋

脳頭蓋はほぼ欠損しており、右側の側頭骨や後頭骨

の一部を残すのみである。顔面頭蓋は右側において

残存しているが、傍正中部の上顎骨は欠損している。

下顎骨も右側は保存されているが、左側は大臼歯を

含む歯槽のみ残存する。

（前面観）鼻根部は破損しているが平坦であった形

跡がうかがえる。前頭骨頬骨突起の張り出しは中程

度。眼窩縁は円形を呈し、これらの点で明らかに和

人の特徴を有しているといえる。

（側面観）額の傾斜は不明。乳様突起は中程度の大

８７６５４３／１１２３４５６／Ｘ

８７６５／３２／１２３４５６７８

／：歯、歯槽ともに残存せず、　○：歯槽開放　歯は残存せず、Ｘ：歯槽閉鎖
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きさである。外耳孔の形態は楕円形を呈する。側頭

下陵は明瞭である。

（後面観・上面観）多くの部位が破損しているため

所見は得られなかった。

（下顎骨）男性としては、ややサイズが小さいほう

である。オトガイ高は低く、オトガイ隆起の発達も

比較的弱い。オトガイ三角もやや不明瞭であり、下

顎体はさほど高くはない。下顎切痕は中程度の深さ

であり、角前切痕は浅い。下顎角は強く外反し、翼

突筋粗面も発達している。下顎枝は幅広く、後方へ

の傾斜は弱い。左右ともに副オトガイ孔は認められ

ない。

（歯）残存する歯種は以下の歯式に示されるとおり

である。

　咬耗は第１大臼歯がブロカの３度、そのほかの歯

は２度弱である。右上顎第３大臼歯は先天的欠如、

両側の下顎第３大臼歯は歯軸が近心に強く傾斜して

いるため、萌出できないまま歯槽に埋もれた状態に

ある。左下顎第１大臼歯は重度の齲歯のため、歯冠

のほとんどが失われている。上顎中切歯はかなり強

いシャベル形を呈し、明らかに和人の特徴を示して

いる。

四肢骨

（上肢）鎖骨と肩甲骨は左側が良好に残存する。上

腕骨と橈骨、尺骨も左側において骨幹のみ比較的保

存状態が良い。上腕骨の三角筋粗面は中程度の発達

である。指骨も部分的に残存する。

（下肢）寛骨は右側が良く残っているが、後方の破

損が著しい。性別の特徴を示す大坐骨切痕も破損し

ておりその形状は不明である腓骨は破損が著しいが、

大腿骨と脛骨は、右大腿骨以外は遠位端は破損が著

しい。大腿骨頭の直径は４７㎜ あり、男性的サイズで

ある。大腿骨粗線、殿筋粗面、脛骨ヒラメ筋線の発

達は平均的である。右の大腿骨全長は４４２㎜ であり、

藤井の身長推定式を適用すると、推定身長は１６４．１㎝

となる。

体幹骨

上位の椎骨の保存状態が良い。リッピングは認めら

れない。肋骨も部分的に残存する。

土壙９

　江戸時代の屈葬土壙である。大腿骨の骨体の一部

のみ残存する。粗線は明瞭だが骨体は細く華奢であ

ることから成人女性あるいは性別不明の未成人であ

る可能性がある。

土壙１０（ＰＬ１２）

　仰臥伸展葬で埋葬されていた中世末～近世初頭の

土壙と推定されている。頭蓋は破損が著しいが、多

くの部位が残存する。顔面は特に破損が著しく、復

元は困難であった。下顎骨は左側が良好に保存ざれ

ている。四肢は右上腕骨の骨幹の一部のみ保存され

ている。残存する歯は、次の歯式のとおりである。

脳頭蓋の矢状縫合は内外板とも完全に癒合しており、

多くの臼歯が生前脱落し歯槽が閉鎖していること、

残る歯の咬耗も歯冠は失われ４度に達していること

から、被葬者は老人であると推定される。乳様突起

はかなり小さく、外後頭隆起は弱く、項平面はなめ

らかであり、頭蓋全体、下顎、四肢ともに小さく華

奢であることから性別は女性と推定される。

　伸展葬で埋葬されていることからアイヌの可能性

も検討課題となっている。保存状態が不良でも歯冠

計測値から帰属集団を統計学的に判別できるが、こ

の被葬者の場合は計測に耐えないほど歯冠が咬耗し

ているため、この方法で確認することは困難である。

両者の違いが著実に認められる顔面の形態に注目し

てみると、前頭骨にみられる眼窩上縁は円く、鼻根

部はかなり平坦である。これらの顔面形態はむしろ

Ｘ７６５／／／／○○○○／６７Ｘ

Ｘ７ＸＸ○３○○○○／／／Ｘ７Ｘ

／：歯、歯槽ともに残存せず、　○：歯槽開放　歯は残存せず、Ｘ：歯槽閉鎖
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和人の特徴を示す。

土壙１３

　側臥屈葬の木棺墓とされるが、人骨はほとんど残

存していない。

土壙１６（ＰＬ１２）

　土壙の時期は１６世紀後半頃とされる。側臥屈葬で

はあるが、後述するように特定部位の欠損と残る部

位にも解剖学的位置関係にずれがある。寛骨の形態

から明らかに女性である。歯の咬耗がほとんどない

こと。四肢骨のうち尺骨の遠位端のみが癒合完成し

ていないことから、年齢は１５～１７歳ほどと推定され

る。墓壙では、上肢と下肢はそれぞれ解剖学的位置

を保ってはいたが、両肢の配置に大きなずれがある

こと、保存状態は極めて良好にもかかわらず、右上

肢と下顎骨および多くの歯が全く残存しないこと、

などから被葬者は主関節が連結しているミイラ状態

にあって、上肢と下肢と体幹ならびに頭蓋と下顎が

部分的に分離され、これらの一部が失われた状態で

再埋葬された可能性が示唆される。顔面の形状は平

坦で正方形に近い眼窩など明らかに和人の特徴を示

す。

頭蓋

顔面頭蓋、脳頭蓋ともにほぼ完全な形で保存されて

いる。ただし下顎骨は墓壙から検出されていない。

全体的に小さく華奢であり、このことからも成人に

達していないことがうかがえる。

（前面観）前頭結節は弱く、眉間と眉弓ならびに鼻

根は平坦である。前頭縫合鼻上痕跡は認めれられな

い。前頭骨頬骨突起の張り出しは小さい。眼窩縁は

やや円みをおびているが正方形に近い形状である。

眼窩上孔は左右とも認められる。頬骨の横への張り

出しは弱い。

（側面観）額の傾斜は弱い。乳様突起は小さい。外

耳孔の形態は楕円形を呈する。側頭下陵はやや不明

瞭である。

（後面観）外後頭隆起は不明瞭で平坦である。上項

線、下項線とも不明瞭である。項平面はなめらかで

ある。

（上面観）矢状縫合、ラムダ縫合ともに、鍵歯の数

は中程度であり、走行は単純である。縫合の癒合は

全く認められない。

（歯）残存する歯種は以下の歯式に示されるとおり

である。

　咬耗は第１大臼歯以外の歯では１度にも達していな

い。第３大臼歯は残存しないが、歯槽内で形成され

ていた形跡が認められる。歯石およびカリエスは認

められない。

四肢骨

（上肢）左側のみ検出されている。上腕骨と尺骨の

保存はほぼ完全である。いずれも細く華奢であり、

尺骨の遠位端は癒合していない。従って被葬者は成

人には達していないことが明らかである。肩甲骨は

原形をとどめない。手指の骨は一部が残存するのみ

である。

（下肢）寛骨は左右とも多くの部位が良好に残存す

る。大坐骨切痕は大きく開き、明らかに女性の特徴

を示す。脛骨と大腿骨は、左右とも完全である。左

右足根骨、足指の骨も良好に残存する。大腿骨全長

は４１０㎜ であり、藤井の身長推定式を適用すると、

推定身長は１５２．８㎝ となる。

体幹骨

多くの椎骨は椎体が完全に近い形で保存されている。

肋骨は破損が著しいが多くが残存する。

○７６５／／／／／／／／５６７○

／／／／／／／／／／／／／／／／

／：歯、歯槽ともに残存せず、　○：歯槽開放　歯は残存せず、Ｘ：歯槽閉鎖
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　檜山郡上ノ国町の久末屋敷遺跡にて中近世の１号

土壙ならびに４号土壙から人骨が検出された。

以下に保存状態ならびに所見を述べる。なお１号土

壙出土の人骨を１号人骨、４号土壙出土の人骨を２

号人骨とした（ＰＬ７）。

１号人骨

保存状態：頭蓋および体幹・四肢骨が残存するが、

ほとんど糊状になっているので、計測は困難であっ

た。

性別と年齢：性別は女性。第３大臼歯がはえている

こと、咬耗が第１大臼歯で２度、第２大臼歯で１か

ら２度、第３大臼歯で１度であることから、この個

体の年齢は、壮年後半と考えられる。

頭骨所見：前頭骨、頭項骨、鼻骨の一部、右頬骨、

上顎骨、左側頭骨、後頭骨底部および下顎骨がある。

頭蓋冠はゆがんでいるが、縫合でつながっている。

頭蓋は長頭型である可能性が高い。眉間と眉弓はや

や発達しているが、眉間の膨らみがやや強い。眼窩

は歪みがひどく、計測は不可能である。鼻高は計れ

ないものの、鼻幅はおよそ２６㎜。後頭骨底部に第３

後頭顆が認められる。左舌下神経管に二分なし。下

顎骨は、下顎体のみで、左右下顎枝を欠く。おとが

いが発達する。副オトガイ孔はないが、弱い下顎降

起がある。歯は以下の歯式に示される歯種が残存す

る。歯冠計測値は表に示されるとおりである。

　上顎中切歯は弱いシャベル型を示す。基低結節は

ない。犬歯も弱いシャベル型を呈する。小臼歯の歯

根は単根。歯冠に介在結節はない。上顎第１大臼歯

にはカラベリーの結節も認められない。第１大臼歯

の咬合面の溝はＹ５型、第２大臼歯は＋４型を呈す

る。咬耗は１ないし２度。上顎右第１大臼歯の歯冠

の近心隣接面にカリエスが認められる。歯石はない。

第３大臼歯は左右ともほう出済みで、咬耗は１度強

である。全体的に歯冠は小さく、特に小臼歯が小さ

いこと、また上顎切歯のシャベルも発達が弱いこと、

下顎第２大臼歯が４咬頭性を示し、歯冠もかなり小

さいことなどは、第３後頭顆がみられることも合わ

せて、典型的なアイヌの特徴を示している。

四肢骨所見：右鎖骨の外側半がある。右大腿骨の骨

体がかろうじて計測できた。骨体横径は２６．８㎜、矢

状径は２９．６㎜ で、横断示数は１１０．４となり、形態的

にも柱状形成が認められる。その他の上肢、体幹骨

は残存するが、糊状のため、形質は不明である。

統計学的分析：被葬者は形態学的観察から女性と推

定されているが、より客観的に性判別分析を行うた

めに、歯冠計測値を用いて性別分析をおこった。被

葬者が和人と仮定した場合とアイヌと仮定した場合

に分けて分析を行った。結果は表２に示されるとお

りである。

　まず、近世アイヌのデータをもとに判別分析を行

った結果、５１．０％の事後確率で女性であるという結

果が得られた。一方、和人の代表として関東地方の

江戸時代をもとにして性判別分析を行った結果、

９９．９％の確率を伴って女性と判別された。従っても

し和人とすれば被葬者は女性であることは間違いな

い。もしアイヌであるとすると女性と判別されたも

のの、残念ながら事後確率が低く、歯冠径による判

別分析からは性別を判断しがたい。形態学的観察か

ら女性とされたので、この判別に頼る他はない。

　次に、被葬者がアイヌか和人のどちらの系統に属

２．上ノ国町久末屋敷遺跡出土の中近世人骨

石田　肇・（札幌医科大学）・松村博文（国立科学博物館）・佐倉　朔（札幌学院大学）　　　　　

○○６５４３○○１２３○○６／／

○７６５４○○○○○３４５６７８

／：破損のため不明、　　　　○：歯は失われているが歯槽は開放
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するかを推定するために、同じく歯冠径をもとに系

統判別分析を行った。和人の代表としてこの個体を

女性として関東地方江戸時代のデータを用い、判別

分析を行ったところ、９９．８％の確率でアイヌである

と判別された。詳細は先に同じく表２に示されると

おりである。

２号人骨

保存状態：頭蓋冠と下顎骨、寛骨と四肢骨の一部が

かろうじて原形をとどめるが、ほとんど湖状になっ

ており復元も計測も困難であった。

性別と年齢：性別は女性。上顎第２大臼歯の咬耗が

１度、上顎第３大臼歯がほう出しているが咬耗がほ

とんどないことから、この個体の年齢は、壮年前半

と考えられる。

頭骨所見：頭蓋はほとんど粉状である。下顎体は華

奢である。歯は泥が付着したまま溶剤で固められて

いるので形態は不明、また歯冠径の計測も不可能で

あった。残存する歯種は以下の歯式のとおりである。

四肢骨所見：骨盤全体はかろうじてその形を残して

いるが、大坐骨切痕の形態は不明。左右の大腿骨は

残存しているが、計測はほとんど不可能であった。

右大腿骨の最大長は４１０から４３０㎜ の間で、骨体横

径はおよそ２８㎜ である。脛骨は左右とも計測不可能。

？？？？？？？／１２３４５／７８

？？？？？？？１１２３４５６７８

？：固められた土中に埋もれており不明。
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表１　久末屋敷遺跡出土１号人骨の歯冠計測値（㎜）．

歯冠頬舌径歯冠近遠心径

左　　　　右左　　　　右

６．９７　 ＵＩ１８．０５ＵＩ１
６．３３　 ＵＩ２６．８１ＵＩ２
７．９７　 ７．９２　 ＵＣ８．０３７．５６　 ＵＣ
 ８．９３　 ＵＰ１ ６．６１ＵＰ１
 ８．４５　 ＵＰ２ ６．０８ＵＰ２
 １１．４５　 ＵＭ１１０．０２９．８３ＵＭ１
  ＵＭ２  ＵＭ２
  ＬＩ１  ＬＩ１
  ＬＩ２  ＬＩ２
７．７４　  ＬＣ６．５２ ＬＣ
７．５４　  ＬＰ１６．３７６．３４ＬＰ１
７．２４　 ７．５４　 ＬＰ２６．３４６．５０ＬＰ２
１０．９５　 １０．９９　 ＬＭ１１０．９５１０．８２ＬＭ１
１０．０３　１０．０９ＬＭ２１０．１９１０．２９ＬＭ２

表２　歯冠径にもとづく久末屋敷遺跡１号人骨の性判別および系統判別の結果

系統判別関数性判別関数

アイヌー和人アイヌ　和　人基データ

歯冠近遠心径
１．６０２　－２．０８８　２．１５３　ＵＣ 
０．３５８　－３．６５０　－３．３０３　ＵＰ１ 
－０．５４５　１．０１４　０．７９２　ＵＰ２ 
－１．８０６　３．２３０　０．５３４　ＵＭ１ 
－６．２６８　６．０６８　－０．５７９　ＬＣ 
２．８７１　－０．１４８　－０．１７２　ＬＰ１ 
－２．１９０　１．６１２　０．６２２　ＬＰ２ 
－３．１６４　１．８１７　－０．４３６　ＬＭ１ 
２．３７４　－０．５６１　０．７９３　ＬＭ２

  歯冠頬舌径
１．８３５　０．７４１　０．２８７　ＵＣ 
－２．５１４　３．５９８　－２．７９８　ＵＰ１ 
－５．０１６　－０．２５０　３．１３６　ＵＰ２ 
－０．３８０　０．３５８　－１．２７６　ＵＭ１ 
－５．１３８　３．６２７　－０．２１８　ＬＣ 
３．５１７　－５．１８３　１．４７８　ＬＰ１ 
２．６３０　－１．４９６　２．９２５　ＬＰ２ 
６．５７９　－４．８８８　－０．３２４　ＬＭ１ 
０．３６６　－０．１１２　－０．４８４　ＬＭ２
２６．９６６　－２４．５６５　－２３．６１３　定　　数
１００．００％１００．００％９９．９０％正　答　率
０．８０５　０．３６２　４．１７９　判別得点
アイヌ　女　性　女　性　判別結果
９９．８３％５１．００％９９．９０％事後確率
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　今回出土した人骨は比較的保存がよいが、計測に

ついてはほとんど不可能であった。また、歯が残っ

ていないことも、形質を解明するには残念な点であ

った。擦文時代人骨の発見例は少なく、今後の研究

発展のための大事な一資料と考えられるので、ここ

に報告する（ＰＬ８）。

保存状態：全身が残存するが、骨そのものの保存状

態は悪く、歪みがひどく計測できた箇所はかぞえる

ほどだった。

性別と年齢：性別は男性と考えられる。年齢は成人

であるが、下顎骨の形態からみて、やや年を取った

個体かと思われる。

形質：頭蓋は全体が残る。最大長は、およそ１８０㎜。

前頭縫合はない。眉間が発達し、眉弓よりもふくら

む。鼻骨は彎曲が強く、高く、いわいる、鼻が立派

な個体であった。眼窩は歪んでいるが、眼窩幅が４０㎜、

眼窩高が２７㎜ 程度である。鼻幅、鼻高は計測不可能。

上顔高は５８㎜ 以上。上顎歯槽部が小さい。側頭線は

前頭部で強く発達していて、乳様突起も大きい。

　下顎骨の下顎枝幅は３５．４㎜、高さは４６．０㎜ である。

下顎枝の幅が広く、その割に高さが低い。

　角前切痕が認められる。下顎体が大臼歯のあるあ

たりで退縮している。

　上腕骨の骨体中央径は、２８㎜、大腿骨の骨体中央

径は、３３㎜ ほどで、大きい。正確ではないが、脛骨

と大腿骨の最大長の比は、およそ８０から８２となり、

相対的に脛骨が長い。また、身長は、埋葬の状態か

ら直接計って、１５０㎝ 程度と考えられた。このよう

に、この人骨はアイヌにつながり形質を持つと、結

論できる。

　歯が残存せず、ＤＮＡ鑑定は、できなかった。

まとめ：擦文時代出土の人骨が少ないことはすでに

述べたとおりである。今まで、発見された比較的良

質な人骨としては、有珠善光寺遺跡出土の人骨があ

り、他に、千歳市ウサクマイ遺跡Ａ地点、千歳市末

広遺跡出土の人骨などがある。有珠善光寺の人骨は

計測値から、アイヌよりも現代日本人に近いとされ

ていたが、その後の分析で、アイヌに近いのではと

考えられている。ウサクマイ遺跡Ａ地点の人骨の下

顎骨の形質には、アイヌに通じるものがあるとされ

ている。今回の笹波屋敷遺跡の人骨も、アイヌにつ

ながる形質が見られたことから、いままでの例を合

わせて、擦文時代には、すでにアイヌにつながる形

質が現れていたことが、ますます、はっきりしたと

言えそうである。

３．上ノ国町笹浪屋敷遺跡出土の擦文時代人骨

札幌医科大学医学部解剖学第２講座・石田　肇　　　　　
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緒　言

　上ノ国町からは、これまでに北海道では発見例の

きわめて少ない中世の人骨が出土しており、１５世紀

に築かれたとされる州崎館あるいは勝山館などの館

跡からの出土人骨の報告がなされている（百々・松

崎，１９８２；百々・鈴木，１９８３）。保存状態の良好な

頭骨はそれぞれ男性１体ずつが発見されており、所

見によるとこれらの人骨は長頭の傾向を示すこと、

眼窩が高く輪郭が円いこと、また鼻根部が平坦であ

ることなどアイヌよりも中世の和人の特徴が強いと

される（ＰＬ９）。歯の形態についてはこれまで所

見が得られていなかったが、歯も和人かアイヌかを

判定するための指標となるので無視できない。今回、

勝山館７号頭骨の歯の形態の観察ならびに計測を行

う機会に恵まれたのでその結果を報告する。なお歯

冠径の比較データはＭａｔｓｕｍｕｒａ（１９９４）を用い

た。

所　見

　残存する歯種は、百々らがすでに歯式を記載して

いるように、左右ともに第３大臼歯以外のすべての

歯がそろっている（ＰＬ９）。咬耗は１度ほどであ

る。形態学的所見としては、まず歯の大きさが歯冠

近遠心径および歯冠頬舌径とも小さいことである

（表１）。江戸時代における関東地方の和人を基準

とした歯冠近遠心径の偏差折線図に示されるように

（図２）、どの歯も和人はもとよりアイヌ男性の平

均よりも小さい。歯冠径のパターンは、小臼歯や第

２大臼歯が特に小さいことなどアイヌと良く類似し

ている。非計測的形態に関しては、まず上顎中切歯

の舌側面がシャベル状を呈するものの、その発達は

弱いことが挙げられる。唇側面には複シャベルは認

められない。基底結節も認められない。上顎小臼歯

に介在結節はなく、第１大臼歯にカラベリーの結節

も認められない。下顎第１大臼歯歯冠頬舌径に副咬

頭はなく、第２大臼歯の咬合面の溝は＋５型を呈す

る。歯石およびカリエスはない。

考　察

　歯の形態は、サイズは小さく、全体的な大きさの

プロポ－ションは小臼歯や第２大臼歯が相当に小さ

いこと、上顎中切歯のシャベルの発達が弱く、他の

歯も含めてその形態が単純であることなど典型的な

アイヌの特徴を有している。このことをさらに客観

的に確認するため、歯冠径を用いてアイヌと和人と

の判別分析を行った。結果は表２に示される。切歯

を除くすべての歯冠径をもとにステップワイズ法で

選択された変数は６項目であり、正答率は９６％で

あった。判別得点は正の値なら和人、負であればア

イヌと判別されるが、この判別関数を勝山館７号人

骨の歯冠径に適用したところ、負の値が得られアイ

ヌと判別された。しかもこの個体がアイヌである確

率は８９％とかなり高いものであった。

　以上、歯の形態だけからみると、この個体は明ら

かにアイヌであるが、頭骨形態は百々らが指摘して

いるように、アイヌ的特徴は少なく、むしろ和人的

傾向が強い。このことをどう解釈したらよいであろ

うか。考えられる可能性としては、以下の２つのケ

ースである。

　１．この個体がアイヌと和人の混血である。

　２．この個体が東北地方の和人に由来する。

この個体が和人であるが多少ともアイヌの遺伝的影

響を受けているか、あるいは逆にアイヌであるが和

人の混血の影響も受けているとすれば、たまたま頭

骨に和人的特徴が現れ、歯にアイヌ的特徴が強く出

現したと考えれば１の解釈が成り立つ。しかし、一

口に和人と言っても最近の議論では、埴原の二重構

造論（Ｈａｎｉｈａｒａ，１９９１）で代表されるように、和

人集団には地域によっては土着の縄文人の遺伝的影

響がなお色濃く残っているものから、大陸からの渡

来系集団の特徴が強い傾向を示す人々まで、無視で

きない和人集団内の変異が知られており、和人かア

イヌかという単純な判別で結論づけるには慎重を要

する。北海道のアイヌは遺伝的に土着の縄文人に由

来する人々であることはほぼ定説となっているが、

一方、東北地方はかつてエミシと呼ばれた人々が居

住した地域であり、エミシも土着の縄文人の遺伝的

影響を比較的強く受け継いだ人々であると推定され

ている（Ｈａｎｉｈａｒａ，１９９０）。従って古代東北地方

の人々は、その後の和人の含めて、一部にアイヌと

共通する特徴を持っていたと考えられるが、事実こ

のような古人骨の発見例も報告されている（鈴木，

４．勝山館出土人骨の歯の人類学的所見

国立科学博物館　人類研究部　松村博文　　　　　



69

１９５１；Ｙａｍａｇｕｃｈｉ，１９８８；石田，１９９２）。また埴

原によれば現代の東北地方和人においても渡来人の

遺伝的影響が西日本よりも小さく、多少なりともア

イヌに傾いた特徴が見いだされている（Ｈａｎｉｈａｒａ，

１９９１）。

　このような観点から解釈するならば、勝山館７号

人が土着の縄文人の遺伝的影響が多少なりとも残る

中世の東北地方の和人に由来したと考えれば、２の

仮説も成り立つのではなかろうか。
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図２　江戸時代における関東地方の和人を基準とした歯冠近遠心径の偏差折線図
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表１　勝山館ならびに北海道アイヌと江戸時代関東地方和人の歯冠計測値（mm）.

和　人アイヌ勝山館７号

歯冠近遠心径
８．７８８．１０７．５９ＵＩ１
７．１６６．９１５．９８ＵＩ２
８．０１７．５６７．５５ＵＣ　
７．４１６．８７６．３９ＵＰ１
７．００６．４５６．１３ＵＰ２
１０．６１１０．４６９．８９ＵＭ１
９．８８９．１２７．８３ＵＭ２
５．４５５．００４．８９ＬＩ１
６．０９５．７２５．４２ＬＩ２
７．０６６．７１６．６７ＬＣ　
７．３２６．８５５．８６ＬＰ１
７．４５６．８１６．１２ＬＰ２
１１．７２１１．５４１１．２４ＬＭ１
１１．３９１０．７４１０．２６ＬＭ２

歯冠頬舌径
７．５２６．９０７．０３ＵＩ１
６．７４６．２５５．８４ＵＩ２
８．６６７．８２８．１２ＵＣ　
９．６７９．０４８．６７ＵＰ１
９．５５８．７６８．０２ＵＰ２
１１．８７１１．５８１１．５９ＵＭ１
１２．００１１．２６１０．７９ＵＭ２
５．７８５．５９５．６３ＬＩ１
６．２９５．９１５．８５ＬＩ２
８．０４７．４０７．４３ＬＣ　
８．３４７．５８７．１５ＬＰ１
８．６８８．０５７．４８ＬＰ２
１１．１５１０．９７１０．４９ＬＭ１
１０．７５１０．２８９．６４ＬＭ２

表２　和人・アイヌの判別関数と勝山館７号の判別結果

判別係数項　目
３．０３２頬舌径　　　ＬＰ１
－２．８０８頬舌径　　　ＬＭ１
１．０７６頬舌径　　　ＵＭ２
１．７３４近遠心径　　ＵＰ２
－２．２５２近遠心径　　ＬＰ１
０．８３０近遠心径　　ＵＣ
－７．７６１定数

ｎ＝２４１．９７８和人判別得点平均
ｎ＝２７－１．７２４アイヌ判別得点平均

２．２８３判別得点標準偏差
９６．１％正答率

（勝山館７）－０．２２６判別得点
８９．０％事後確率
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砂質土　やや細粒１０ＹＲ１．７／１黒色砂所々混入暗褐色１０ＹＲ３／４１土壙
密　ソフト礫粒やや混入１３

擦文土器片　炭粒砂質土　細粒黄色火山灰微量混入黒褐色１０ＹＲ２／２２
密　ソフト
砂質土　細粒１０ＹＲ３／４暗褐色砂粒４０％黒褐色１０ＹＲ２／３３
密　ソフト１０ＹＲ７／６明黄褐色砂少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／２黒褐色砂粒微量暗褐色１０ＹＲ３／４４
密　ソフト

炭ブロック砂質土　細粒１０ＹＲ３／４暗褐色砂３０％黒褐色１０ＹＲ２／３５
やや密　ソフト１０ＹＲ２／２黒褐色砂（細粒）少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ８／４浅黄橙色火山灰１％黒褐色１０ＹＲ２／２６
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂粒

（やや細粒）少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ３／４暗褐色砂４０％褐色１０ＹＲ４／６７

１０ＹＲ２／３黒褐色砂１０％
砂質土　やや細粒１０ＹＲ８／４浅黄橙色火山灰微量黒褐色１０ＹＲ２／３８
密　ソフト２．５ＹＲ４／８赤褐色粒極微量

１０ＹＲ２／２黒褐色砂少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ７／６明黄褐色砂極微量黒褐色１０ＹＲ２／３９
密　ソフト
砂質土　細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂４０％黒褐色１０ＹＲ２／２１０
密　ソフト１０ＹＲ４／６褐色砂少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂３０％褐色１０ＹＲ４／４１１
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ７／６明黄褐色砂５０％黒褐色１０ＹＲ２／３１２
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ４／６褐色砂３０％黒褐色１０ＹＲ２／３１３
密　ソフト１０ＹＲ２／２黒褐色砂（細粒）１０％

１０ＹＲ８／４浅黄橙色火山灰少量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ７／６明黄褐色砂極微量黒褐色１０ＹＲ２／２１４
密　ソフト
（９）よりややハード
砂質土　やや細粒１０ＹＲ１．７／１黒色砂微量黒褐色１０ＹＲ２／３１５
密　ソフト
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂５０％褐色１０ＹＲ４／４１６
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂微量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂５％暗褐色１０ＹＲ３／４１７
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂微量

１０ＹＲ８／４浅黄橙色火山灰極微量

砂質土　細粒１０ＹＲ８／４浅黄橙色火山灰少量黒褐色１０ＹＲ２／３１８
やや密　ソフト１０ＹＲ４／６褐色砂微量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ．１．７／１黒色砂褐色１０ＹＲ４／６１９
密　ソフトブロック状に何ヵ所かに入る
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂５０％褐色１０ＹＲ４／４２０
やや密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂微量
砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂５０％暗褐色１０ＹＲ３／４２１
密　ソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂１０％
砂質土　細粒１０ＹＲ２／３黒褐色砂４０％黒色１０ＹＲ１．７／１２２
やや密　ややソフト１０ＹＲ１．７／１黒色砂１０％

１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
火山灰微量

砂質土　やや細粒１０ＹＲ６／８明黄褐色砂５％暗褐色１０ＹＲ３／３２３
やや密　ソフト

骨砂質土　やや細粒１０ＹＲ１．７／１黒色砂少量暗褐色１０ＹＲ３／４２４
密　ややハード

炭粒少量砂質土　やや細粒１０ＹＲ２／２黒褐色砂混入暗褐色１０ＹＲ３／４２５
密　ソフト
砂質土　やや細粒褐色１０ＹＲ４／４２６
密　ややハード
砂質土　やや細粒１０ＹＲ１．７／１黒色砂（細粒）暗褐・１０ＹＲ３／４・２７
密　ソフト全体にブロック状に少量混入褐色４／４
砂質土　やや細粒１０ＹＲ１．７／１黒色砂少量暗褐色１０ＹＲ３／４２８
密　ソフト１０ＹＲ４／４褐色砂微量

表５０　久末屋敷　墓壙１土層観察表

盛土Ⅰ－１
炭粒少量砂質土　密ローム粒黒褐色１０ＹＲ２／２Ⅱ－１
炭粒少量砂質土　密ローム粒　火山灰少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－２
炭粒少量砂質土　密ローム粒　砂混入黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－３

砂質土　密ローム粒　砂混入黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－４
火山灰少量

炭粒少量砂質土　密ローム粒　砂混入黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－５
砂質土　密全面砂粒　火山灰微量暗褐色１０ＹＲ３／３・Ⅳ－１

３／４
全面砂粒暗褐色１０ＹＲ３／４Ⅳ－２

砂質土　密ローム粒　火山灰少量黒褐色１０ＹＲ２／３Ａ墓壙１
砂質土　密玉石　火山灰微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ｂ（盛土）
砂質土　密砂混入黒褐色１０ＹＲ２／３Ｃ
砂質土　やや粗ローム粒　黒褐色１０ＹＲ２／３Ｄ
砂質土　やや粗全面砂粒　ローム粒暗褐色１０ＹＲ３／３Ｅ

黒色砂質土３０％
密１０ＹＲ３／２黒褐色細粒砂質土４０％にぶい黄１０ＹＲ５／４Ｆ

１０ＹＲ７／２にぶい黄橙色火山灰微量褐色
粗粒砂

表４９　笹浪屋敷　土壙１３土層観察表 頭蓋骨砂質土　湿性全面砂粒暗褐色１０ＹＲ３／３Ｇ
やや粗全面砂粒　ローム粒黒褐色１０ＹＲ２／３Ｈ

火山灰少量
砂質土　密砂混入　火山灰少量黒褐色１０ＹＲ２／２Ｉ

層を囲むように密　ソフト中粒砂　礫粒微量暗褐色１０ＹＲ３／３１（棺内）

木枠が入る
骨片５０％細粒砂混入黒褐色１０ＹＲ３／２２

中礫粒（粗粒多量）
骨片多量　腐食やや粗　ソフト細粒砂混入　中礫粒暗褐色１０ＹＲ３／３３

（Ｇ）との境目に密　ソフト細粒砂混入　中礫粒暗褐色１０ＹＲ３／３４
腐食木片有

密粗粒砂にぶい黄１０ＹＲ５／４イ（棺外）

１０ＹＲ３／２黒褐細粒砂質土混入褐色
１０ＹＲ７／３にぶい黄橙色火山灰微量

中粒砂質土暗褐色１０ＹＲ３／４ロ
中粒砂質土　粗１０ＹＲ７／３にぶい黄橙色火山灰５％にぶい黄１０ＹＲ５／４ハ

褐色
砂質土全面砂粒　ローム粒黒褐色１０ＹＲ２／２・ニ

黒色砂質土少量２／３
木片少量中粒砂質土　密暗褐色１０ＹＲ３／４ホ
骨有砂質土　密砂粒　中粒砂　黒色砂質土黒褐・１０ＹＲ２／３・ヘ

１０ＹＲ３／３暗褐色中粒砂暗褐色３／４
１０ＹＲ５／４にぶい黄褐色
火山灰１％
中粒砂褐色１０ＹＲ４／４ト

密中粒砂暗褐色１０ＹＲ３／４チ
密中粒砂　小礫粒微量褐色１０ＹＲ４／６リ

赤色砂質土微量
密中粒砂　１０ＹＲ７／４にぶい黄橙色暗褐色１０ＹＲ３／４ヌ

火山灰微量
中粒砂質土１０ＹＲ４／６褐色中粒砂４０％黒褐色１０ＹＲ３／２ル
密　ソフト１０ＹＲ５／２灰黄褐色粘質土１０％
中粒砂質土　密１０ＹＲ４／６褐色中粒砂１０％暗褐色１０ＹＲ３／３ヲ

１０ＹＲ２／２黒褐色
中粒砂質土少量

密中粒砂　赤褐色土１０％暗褐色１０ＹＲ３／４ワ
１０ＹＲ３／３暗褐色
細粒砂質土少量

密１０ＹＲ３／２黒褐色中粒砂にぶい黄１０ＹＲ５／６カ
中粒砂褐色

密中粒砂暗褐色１０ＹＲ３／４ヨ
砂質土全面砂粒黒褐色１０ＹＲ２／３タ

炭粒微量砂質土　全面砂粒混入黒褐色１０ＹＲ２／３レ
密１０ＹＲ３／３暗褐色中粒砂６０％にぶい黄１０ＹＲ５／４ソ

中粒砂褐色
砂質土　ソフト全面砂粒　暗褐色１０ＹＲ３／３ツ
密中粒砂　１０ＹＲ４／４中粒砂１０％黒褐色１０ＹＲ２／３ａＰｉｔ６

骨片少量細粒砂質土黒褐色１０ＹＲ２／２ｂ
密　ソフト
やや粗中粒砂　黒色小礫多量暗褐色１０ＹＲ３／４ｃ

１０ＹＲ５／６黄褐色中粒砂
密１０ＹＲ３／３暗褐色細粒砂質土褐色１０ＹＲ４／４ｄ

５０％　中粒砂

表５１　久末屋敷　墓壙２土層観察表

粗　ハード中粒砂　円礫７０％　７．５ＹＲ６／８暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－１
橙色細粒砂１０％　Ｋｏ－ｄ微量
礫粒　火山灰　小礫混入暗褐色１０ＹＲ３／３Ⅰ－２

中粒砂質土Ｋｏ－ｄ・黄色礫粒・Ｂ－Ｔｍ微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅱ－１
やや粗　ややソフト　

炭粒微量中粒砂質土細粒砂混入　Ｋｏ－ｄ微量　Ｂ－黒褐色１０ＹＲ３／２・Ⅱ－２
やや粗　ややソフトＴｍ１０％　小礫粒少量２／３

礫粒
炭粒微量密　ややソフト黄色砂粒・ローム粒微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅳ－１

中粒砂
腐食木片微量やや密　ややソフト細粒砂混入　中粒砂黒褐色１０ＹＲ３／２Ⅳ－２

小礫粒少量　Ｂ－Ｔｍ１％
炭粒微量細粒砂質土Ｂ－Ｔｍ微量黒褐色１０ＹＲ２／３Ⅳ－３

細粒砂質土Ｂ－Ｔｍ・Ｋｏ－ｄ微量１０ＹＲ２／２Ⅳ－４
密　ややソフト
中粒砂質土１０ＹＲ２／１黒色細粒砂質土少量にぶい黄１０ＹＲ４／３Ⅴ－１
密　ややソフトＫｏ－ｄ微量褐色

炭粒微量細粒砂質土Ｂ－Ｔｍ微量　円礫粒少量黒褐色１０ＹＲ２／２・１墓壙２
密　ややソフト小礫　礫粒３／２

腐食木片極微量中粒砂質土黄色砂粒１０％　小礫粒微量黒褐色１０ＹＲ２／２・２
炭粒微量　焼土粒密　ややソフト礫粒　火山灰微量３／２
炭粒極微量中粒砂質土細粒砂混入　Ｂ－Ｔｍ微量黒褐色１０ＹＲ２／３３

やや粗　ややソフト
炭粒微量中粒砂質土細粒砂混入　黒色細粒砂質土・黒褐色１０ＹＲ２／２４

密　ややハード黄色砂粒・Ｂ－Ｔｍ微量
炭粒微量中粒砂質土　湿性１０ＹＲ５／２灰黄褐色黒褐色７．５ＹＲ２／２・５

密　ソフトローム粒・火山灰微量１０ＹＲ２／２
黄色砂粒やや多量

中粒砂質土　湿性細粒砂混入　黄色砂粒多量黒褐色７．５ＹＲ２／２・６
密　ソフト黒色細粒砂質土・Ｂ－Ｔｍ微量１０ＹＲ２／２

剥離漆器片有中粒砂質土１０ＹＲ２／１黒色細粒砂質土少量黒褐色１０ＹＲ２／３７
やや粗　ソフト細粒砂混入
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砂質　湿性砂粒少量黒・黒褐７．５ＹＲ２／１・８
ソフト色２／２
粘質　密ローム粒黒褐色７．５ＹＲ３／２９
ややハード
砂質土砂粒　火山灰黒褐色７．５ＹＲ２／２１０
ややソフト
砂質土　ソフト砂粒　火山灰微量黒褐色１０ＹＲ２／２１１

炭粒微量砂質土　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２１２
砂質土砂粒　黄色砂粒少量黒褐色７．５ＹＲ２／２１３
ややソフト火山灰
砂質　ややソフト黄色砂粒　火山灰黒褐色７．５ＹＲ２／２１４
砂質　密火山灰微量黒褐色７．５ＹＲ２／２１５
ややソフト
（１６）よりやや明るい
砂質　密火山灰少量黒褐色７．５ＹＲ２／２１６
ややハード
砂質　密黄色砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２１７
ややソフト
中粒砂質土黄色砂粒１０％黒褐色１０ＹＲ２／２１８
密　ソフト
砂質土　ソフト砂粒　火山灰微量黒褐色１０ＹＲ２／２１９
砂質土　ソフト砂粒黒褐色１０ＹＲ２／２２０
砂質土　ソフト砂粒　火山灰微量黒褐色１０ＹＲ２／２２１
（１９）よりやや暗い
砂質砂粒　火山灰　黒褐色７．５ＹＲ２／２２２
中粒砂質土１０ＹＲ２／１黒色黒褐色１０ＹＲ２／３・２３
密　ソフト細粒砂質土５％３／２
粘性やや有白色礫粒多量　Ｂ－Ｔｍ３０％
密　ソフト中粒砂　黄色小礫微量黒褐色１０ＹＲ２／３２４
密　ソフト中粒砂　黒色細粒砂質土黒褐色１０ＹＲ２／２２５
中粒砂質土　密１０ＹＲ３／２黒褐色細粒砂混入黒褐色１０ＹＲ２／２２６
粘性やや強　ソフト１０ＹＲ４／４褐色中粒砂５％
砂質土　ソフト砂粒黒褐色１０ＹＲ２／２２７
砂質　湿性　ソフト砂粒　火山灰黒褐色７．５ＹＲ２／２２８

炭粒５％やや密　ややソフト中粒砂粒　暗褐色１０ＹＲ３／３２９
炭粒少量中粒砂質土　湿性細粒砂混入　小礫粒微量黒褐色７．５ＹＲ２／３・３０

粘性やや有Ｂ－Ｔｍ・黄色礫粒少量礫１０ＹＲ２／２
やや粗　ソフト

炭粒微量中粒砂質土　湿性細粒砂混入　小礫極微量黒褐色７．５ＹＲ２／２３１
粘性やや有１０ＹＲ６／６明黄褐色
密　ややハード細粒砂質土　４０％　礫粒
砂質　湿性砂粒　黄色砂粒やや多量黒褐・暗７．５ＹＲ２／２・３２
やや密褐色１０ＹＲ３／４
ややハード
湿性　ソフトＫｏ－ｄ　黒褐色７．５ＹＲ２／２３３

・２／３
ソフト砂粒　黄色砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２３４
砂質　湿性　密火山灰・黄色砂粒少量黒褐色７．５ＹＲ２／２３５
ややソフト
粘質　密黒褐色７．５ＹＲ２／２３６
ややハード
砂質　湿性　ソフト砂粒　黒褐色７．５ＹＲ２／２３７
砂質　湿性　ソフト砂粒　黄色砂多量黒褐色７．５ＹＲ２／２３８
砂質　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／３３９
砂質　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／３４０
砂質　ソフト砂粒黒褐色１０ＹＲ２／３４１
砂質　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２４２
砂質　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２４３
（４２）よりやや黄色い
砂質　湿性　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２４４
（４２）より暗い
砂質　湿性　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２４５
ソフト砂粒　黄色砂多量黒褐色７．５ＹＲ２／３４６
砂質　ソフト砂粒黒褐色７．５ＹＲ２／２４７
湿性　ソフト砂粒　火山灰黒褐色７．５ＹＲ２／２４８
砂質　湿性砂粒　火山灰　黄色砂黒褐色７．５ＹＲ２／４９
ソフト・２／３
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　勝山館跡やその直下に位置する上ノ国市街地遺跡

では、これまで出土した人骨について人類学的な見

地から分析を行っている。

本書では、平成２０・２１年度に出土した人骨と比較を

する目的で、平成７年の笹浪屋敷の調査、平成８年

の久末屋敷の調査、昭和５７年の勝山館跡の調査から

出土した人骨の鑑定結果とその調査概要について掲

載している。

笹浪屋敷の調査（２６・２８図、ＰＬ８）　

　　笹浪屋敷は、檜山郡上ノ国町字上ノ国の勝山館

　跡直下に広がる集落に所在する。調査は、平成７

　年の笹浪氏の住宅建替え時に実施された。

　土壙１３

〔位置〕８・９グリッドに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸約１８０㎝、短軸約７０㎝

　の楕円形を呈し、深さ約３０㎝ を測る。頭位は、東

　北東の方角に向いている。

　　被葬者は、伸展葬で身長約１５０㎝ を呈し、爪先

　を頭部より高くした状態で埋葬されている。

〔堆積土〕掘削時に混入したと考えられる１０世紀前

　半に降下した白頭山－苫小牧火山灰（Ｂ－Ｔｍ）が

　ブロック状で確認されている。

　　墓壙は、このことからＢ－Ｔｍ降下後の擦文期

　に構築されたことが考えられている。

〔新旧関係〕Ｐｉｔ２７・２８・３１より古い。

〔出土遺物〕擦文土器、石器、樹皮状の製品、人骨、

　ガラス玉が出土している。

久末屋敷の調査（２６・２８～３０図、ＰＬ７）　

　　久末屋敷は、檜山郡上ノ国町字上ノ国に所在し、

　前述した笹浪氏宅に隣接する。調査原因は、平成

　８年に久末氏が塀と物置を造るため、施行業者が

　基礎部分を掘削したところ、スコップで下顎骨が

　掘り上げられたことによる。

　　前年の笹浪屋敷の調査でみつかった墓壙の位置

　と１０ｍ程であったことから、同様の墓壙の存在が

　予測され発掘調査を実施するところとなった。

　墓壙１

〔位置〕２・７グリッドに位置する。

〔形態・規模〕平面形は長軸が石垣による撹乱のた

　め不明、短軸約８７㎝ の隅丸長方形を呈し、深さ約

　３２㎝ を測る。頭位は、南の方角に向いている。棺

　と思われる板材や木質の付着した釘の出土から、

　被葬者は棺に納められていたことが推測される。

〔堆積土〕

〔新旧関係〕Ｐｉｔ２・６・７より古い。Ｐｉｔ２の年

　代は、柱痕跡で１７世紀代の明染付碗が出土するこ

　とから、１７世紀代もしくはそれ以前と考えられて

　いる。

　　墓壙はＰｉｔ２に壊されるため、それより古い時

　代の墓壙であることが推測される。

〔出土遺物〕棺に使用したと思われる板材・鉄製品

　の釘、副葬品として漆器（塗膜）ガラス玉、その

　他、人骨（歯）が出土している。

　墓壙２

〔位置〕１・２グリッドに位置する。

〔形態・規模〕木質の付着した釘、頭部脇に腐食し

　た堆積がみられ、棺の一部が残存したものと思わ

　れ、墓壙１同様、棺に納められていたことが想定

　される。　

　　平面形は長軸約２３２㎝、短軸東側で８８㎝、西側

　で５０㎝楔形を呈し、深さ約３７㎝ を測る。頭位は、

　東の方角に向いている。

〔新旧関係〕なし

〔出土遺物〕棺に使用したと思われる板材・鉄製品

　の釘、副葬品として鎌、鉈、刀子、漆器（塗膜）、

　金属製耳飾、繊維状遺物が出土している。

勝山館跡ゴミ捨て場の調査（２５・２７図、ＰＬ９）

　　勝山館跡の昭和５７年度の調査では、勝山館主郭

　より南西部の旧沢地で、遺物の廃棄場所がみつか

　っている。

　　ここからは、勝山館の人々が使用した多種多様

　な生活道具の他、人骨も出土している。

　　また、鑑定を依頼した頭骨の他には、これより

　やや離れた場所で同一個体と思われる上半身の骨

　もみつかっている。

���������	
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　ここでは、今年度の調査で検出された旧道跡、荒

神堂跡、空壕、土葬墓の遺構について概要を述べる。

旧道跡

　荒神堂跡周辺で検出された勝山館の旧道跡と思わ

れる溝３、勝山館廃絶後の江戸時代の参道・代参道

路と思われる０８溝３・４の延長が検出された。

　調査では勝山館の旧道跡の痕跡を検出することが

ほとんどできなかった。要因としては、江戸時代の

参道・代参道路と思われる通路に壊されていると考

えられるが、また勝山館の旧道跡が江戸時代の参道

とほぼ同じ位置であったことも予想された。

　第一平坦面の中央通路とその下に至る旧道跡との

接続に関しては、過年度の調査で中央通路が第一平

坦面を直線的に延びることが想定されたため、今回

それに接続する旧道跡を調査したが確認することが

できなかった。そのため、中央通路からその下へ至

るルートとしては、従来虎口とされている場所を通

過して第一平坦面直下へ至る可能性が高くなった。

　空壕Ｃでは、現在の通路付近で橋・土橋等の施設

が想定された。

　橋・土橋が想定される箇所では、空壕Ｃの底面の

標高値が高くなっていた。空壕Ｃ北側で検出された

溝４、０８溝６の底面においても現在の通路付近で高

くなっているため、その箇所に勝山館の旧道跡の存

在が考えられた。

　荒神堂跡周辺では、溝３が荒神堂へ至る階段下か

ら検出された礎石列２の横を延びて斜面下へ至るこ

とが確認された。

　溝３は、屈曲して現在の通路跡へ直交することが

考えられるが、礎石列２から屈曲するまでの間で明

瞭なルートを確認することができなかった。　

　また、溝３は現在の通路を横断して北側に屈曲し

ていくことが推測された。その現在の通路の西側部

分では、寺ノ沢へ至る斜面を盛土して平担面を造成

しており、その盛土が焼土１～５が検出される地点

までみられた。この盛土については、土質が固くし

まっており、旧道を造成するための盛土であると考

えられた。その他、溝３は昨年度検出した江戸時代

の溝である０８溝１１の方向に延びることが推測された。

　勝山館の旧道跡については、過年度の調査と併せ

た全体を通じての検討が不十分なため、来年度の報

告で論じたい。

荒神堂跡

　調査は、方形に積まれた石積みを撤去して、その

下に存在する遺構の有無を確認している。その結果、

土葬墓（土壙９）が１基みつかっている。

　当初は、この土葬墓が基広のものと推測されたが、

副葬品に江戸時代の銭である寛永通寳が含まれてお

り、近世墓であることが判明したため、その可能性

がないことを確認した。

　土壙９では、副葬品として納められていた銭が古

寛永、元豊通寳といった組成を示し、最新銭が古寛

永とされる寛永通寳であった。副葬品の銭の中に新

寛永とされる寛永通寳などを含まないことから、土

壙９の年代は１７世紀後半～１８世紀初頭頃の墓ではな

いかと想定された。

　また、昨年度検出された布掘りの柵である０８柵２

の年代が、出土した陶磁器の年代観から１７世紀後半

頃と想定されている。そのため、この土壙９が柵２

と同時期に構築された可能性が高いと思われる。

　昨年度の調査では、方形の石積み下位に位置する

天保１１年（１８４０）の記録にみられる石積み範囲（０８

土壙８）が、後世の撹乱を受けていることが確認さ

れたため、方形の石積みについてもその撹乱以降に

積まれたものと考えられた。

　今回の調査でも土壙９と方形の石積みの位置が異

なって検出されたため、昨年度同様、両者に年代差

があることが確認された。

　その土壙９がみつかった北側に約８ｍ離れた２ｍ

ほど低い階段横の平坦面では、３間×３間の礎石列

２が検出されている。Ｋｏ－ｄ火山灰（１６４０年降下）

の下位で礎石が検出されたため、勝山館跡の時代の

遺構と考えられる。規模等から、堂もしくは社のよ

うな正確の建物が想定されるが、後考したい。

空壕Ｃ

　空壕Ｃは、第一平坦面直下で南東から北西方向に

構築され、土層堆積や底面の形態から北西側の部分

で掘り直されていることが考えられた。底面の形態

は、空壕ＣがＶ字の薬研堀を呈するのに対し、空壕

Ｃ（新）はＵ字状という違いがみられた。

　さらに、底面のレベルが沢側と比較して中央部分

�����
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（現在の通路下）が高くなっており、その部分に空

壕を渡る橋等の施設の存在が想定された。

　それら施設については、Ｐｉｔ３～６、土橋状盛土

の検出によって、木橋や土橋が想定されている。

　空壕Ｃは、堆積土で人為的に埋め戻される礫混じ

りの層と、その上位に自然堆積の黒色土が確認され

ている。

　礫混じりの層からは、陶磁器が古瀬戸後Ⅳ新～大

窯第１段階の瀬戸・美濃製品、白磁皿Ｅ群、染付皿

Ｃ群、越前擂鉢などの陶磁器が出土している。

　黒色土層からは、陶磁器が大窯第１～２段階の瀬

戸・美濃製品、青磁碗（Ｂ４類・Ｅ類）・稜花皿、

青磁染付、白磁皿Ｅ群、染付碗Ｂ・Ｃ・Ｅ群・皿Ｂ

１群・Ｃ群、越前擂鉢などの陶磁器が出土している。

　陶磁器の年代観からは、礫混じりの層が出土した

陶磁器に大窯２～４段階の瀬戸・美濃製品や志野・

唐津、染付Ｅ群といった１６世紀中～末頃のものがみ

られないことから、１５世紀第４四半期～１６世紀第２

四半期頃に堆積した層位と考えられた。

　一方、黒色土層では１６世紀中～後半の年代観を示

す大窯２段階、染付Ｅ群などが出土しているため、

１６世紀第３四半期～１６世紀末頃の年代に堆積したも

のと推測された。

　１６世紀の第２四半期頃には、空壕Ｃが半分ほどの

深さまで埋没していたことが想定された。

　また、想定される木橋・土橋と空壕Ｃとの関係は、

土層堆積を根拠として次のような変遷が考えられた。

　木橋は、空壕Ｃが掘削された時に架けられ、空壕

Ｃが埋め戻された時に土橋が構築された。その後、

空壕Ｃ北西側で空壕Ｃの再構築が行われ、空壕Ｃ

（新）とした遺構ができることを推測した。

土葬墓

　今年度の調査では、土葬墓が５基（土壙１・２・

８・９・１０）、火葬施設の土壙６がみつかっている。

　その他、昨年度検出した０８土壙１６についても継続

して調査を行なった。

　検出された土葬墓・火葬施設の年代は、土壙６が

中世、土壙１・２が中世～近世、土壙９・１０が近世

の遺構である。また、０８土壙１６は、空壕Ｃ上位の自

然堆積層である黒色土層を壊して構築されるため、

１６世紀後半～末頃の遺構と推測される。

　副葬品は、土壙１から馬具と思われる金属製品、

０８土壙１６から輪銭３１枚、土壙９から銅銭６枚の他、

水晶製・木製の数珠玉、土壙８から銅銭６枚、土壙

６から木製の数珠玉などがみつかっている。　

　土壙８・９などの近世土葬墓では、副葬品として

納められる出土銭貨の枚数がいずれも６枚であった。

　土葬墓の被葬者の頭位については、下に示した過

年度の調査も含めて検討すると、屈葬がほぼ北方位

を中心として北西～北東を指向し、伸展葬（下の図

で、点線にて表示）が東もしくは南頭位であった。

　土葬の屈葬墓における葬法は、下に示したうち確

認できるもので近世の０８土壙３で仰臥屈葬、０８土壙

７・０８土壙１６で側臥屈葬であった。

土葬墓の推定頭位
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　勝山館跡の旧道跡は、昨年度同様課題が残ったが、

第一平坦面からその直下へ至るルートが直線的でな

く、虎口に迂回していくことが想定された。さらに、

その下の空壕Ｃ・０８溝６・溝４では、底面レベルの

高い現在の階段部分を通路として利用していたこと

が想定された。

　江戸時代の旧道跡と推された０８溝３・４は、昨年

度の調査で　’０７溝１－２へ延びず、トレンチ２で屈

曲して　’０７近世道路に延びることが確認されている。

　’０７溝１－２は、昨年度の報告で天保期やもう少し

古いと考えられた溝である。おそらくトレンチ２～

　’０７トレンチ５の通路部分は、江戸時代に現在のよ

うなＶ字に切り開かれていない景観が想像され、そ

れがゆえに　’０７近世道路へ行くルートが選択された

のではなかろうか。

　そのため、　’０７溝１－２は江戸時代でなく、近代

以降に開かれたルートということが想像されたとこ

ろである。　　

　荒神堂跡は、今年度の調査で方形の石積み下に江

戸時代の土葬墓（土壙９）が構築されていたことが

確認されている。土壙９に副葬品として納められた

銅銭は、６枚あり内訳が元豊通寳１枚、他寛永通寳

（１期）のもので新寛永が含まれていなかった。そ

のため、古寛永の初鋳年代が１６３６年であるためそれ

以降のお墓で新寛永が含まれないことを考え１７００年

前後に構築された墓と推測された。

　昨年度の調査では、布掘りの０８柵２が検出された

ものの、内部の施設について手がかりを得ることが

できていなかった。０８柵２から出土した遺物の年代

が、１６００年後半～１７００年初頭に生産された遺物であ

ったため、その頃の構築と考えられ、年代的に土壙

９が布掘りの柵２に伴なう遺構と想定された。

　そして、荒神堂とされた平坦面から一段低い箇所

から中世に遡る礎石列（礎石列２）が検出された。

その規模から堂・社などの性格の建物跡が想定され、

この建物跡が当初の荒神堂跡とも推測された。

　礎石列１については、昨年度の調査時点で当初

の荒神堂の遺構と考えられたが、礎石列２の検出に

よってその性格が不明となった。

　空壕Ｃの黒色土層の形成時期は、１６世紀第２四半

期～１６世紀第４四半期頃が考えられた。０８土壙１６は、

その黒色土層を壊して構築されるため、１６世紀後半

頃の構築を想定した。昨年度の調査でもトレンチ５

の東側斜面では、魚骨層が堆積した時期、その後墓

が構築された時期と１６世紀中頃で土地利用の変化が

確認されている。これが勝山館跡全体でどういった

傾向がみられるのかについては、今後の課題とした

い。

　自然科学分析では、平成２０・２１年度の発掘調査で

出土した人骨の鑑定を札幌医科大学の松村博文先生

にして頂いた。先生には、ご多忙中にもかかわらず、

鑑定の他、現地での人骨の取り上げの指導も併せて

無理なお願いを快諾して頂き、深く感謝申し上げる

次第である。

　また、今回比較資料として、勝山館跡及びその直

下の町屋が想定される上ノ国市街地遺跡で出土した

人骨の鑑定結果を掲載している。アイヌ墓の特徴で

ある仰臥伸展葬で埋葬されていた土葬墓（０８土壙１０）

の人骨が、和人的な特徴を示していることが鑑定さ

れた。この結果がどのようなことを示唆しているの

か、疑問が残った。

　現在、町では天ノ川を挟んで所在する史跡上之国

館跡（花沢館跡・洲崎館跡・勝山館跡）の保存管理

計画書の策定を行っております。

　この数年の間に、勝山館跡やその周辺で個々の文

化財の価値が見直され、文化財が多くみられる当地

区の重要性、また町民の関心も増しつつあるように

感じられます。

　保存管理計画の中では、そのような流れからこの

一帯を将来的にどのような形で、保存・活用を図っ

ていけばよいのかを文化庁の調査官他、委員の先生

方の指導の下進めていく所存でございますので、ご

助言のほど何卒よろしくお願いいたします。

　最後に、調査に携わって頂いた方々に感謝すると

共に不備な点につきましては、多くの皆様にご指

導・ご鞭撻をお願いし、補うこととしたい。
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